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はじめに 

 

 墨田区では、平成18年4月から施行している「墨田区女性と男性の共同参画基本条

例」を一部改正し、「墨田区女性と男性及び多様な性の共同参画基本条例」を令和5年

4月から施行しています。また、男女共同参画施策を総合的かつ計画的に推進する行

動計画「墨田区男女共同参画推進プラン」を策定し、様々な施策に取り組んでいます。 

 この報告書は、条例第12条に基づき「墨田区男女共同参画推進プラン」の進捗状況

について、区民の皆様に公表するものです。 

 一人ひとりが、個性と能力を発揮し、自分らしく伸び伸びと生活できる男女共同参

画社会を実現するため、計画の総合的かつ横断的な推進を図っていきます。 

 

 

         令和8年10月 
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◆第 1章◆ 
 

「墨田区男女共同参画推進プラン（第６次）」 

 

１ 概要 

２ 基本理念 

３ 基本目標 

４ 計画の体系 

５ 評価のしかた 
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（１）墨田区男女共同参画推進プラン(第６次)の目的及び位置づけ 

墨田区では、「墨田区女性と男性の共同参画基本条例」を一部改正し、令和５（2023）

年に「墨田区女性と男性及び多様な性の共同参画基本条例」として施行しました。この

条例に基づき、墨田区の男女共同参画施策を総合的かつ計画的に推進するための行動計

画を定めるもので、その位置づけは、次のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  また、本プランは次のような性格をもっていることを念頭に「墨田区男女共同参画推

進プラン（第５次）」の内容を見直し、必要な施策を加えて策定しています。 
 

１ このプランは、「男⼥共同参画社会基本法」第 14 条第３項に基づく「市町村男⼥
共同参画計画」です。 

２ このプランは、「⼥性の職業⽣活における活躍の推進に関する法律」第６条第２項
に基づく「市町村推進計画」を包含して策定するものです。 

３ このプランは、「配偶者からの暴⼒の防⽌及び被害者の保護等に関する法律」第２
条の３第３項に基づく「市町村基本計画」を包含して策定するものです。

４ このプランは、「墨⽥区⼥性と男性及び多様な性の共同参画基本条例」第 11 条に
基づき策定する計画です。

５ このプランは、国の「第５次男⼥共同参画基本計画」、都の「東京都男⼥平等参画
推進総合計画」の趣旨を踏まえて策定する計画です。

６ このプランは、区の「墨⽥区基本計画」やその他の関連する分野別計画との整合
性を図り、策定する計画です。

 

（２）計画の期間  

この計画の期間は、令和６(2024)年度～令和１０(2028)年度の５年間です。 

  

１ 概要 

2



 

 

 

 

区では、「墨田区女性と男性の共同参画基本条例」を一部改正し、令和５（2023）年４月

に施行した「墨田区女性と男性及び多様な性の共同参画基本条例」において、男女共同参

画を推進するための基本的な考え方を基本理念として定めています。 

この計画では、「墨田区女性と男性及び多様な性の共同参画基本条例」に示された基本理

念を、計画の柱に位置付けるとともに、「墨田区男女共同参画推進プラン（第５次）」で掲

げた基本理念を踏襲し、多様な性を尊重し、誰もがともに責任を分かち合える男女共同参

画社会の実現に向けて、計画を推進していきます。 

 

 

 

  

２ 基本理念 

認め合い 支え合い ともに創るまち すみだ 

〜 すみだの男⼥共同参画※社会の実現 〜 
地域の中で、互いが差別なく多様性と人権を尊重し、新しい時代に向
かって、全ての人がともに活躍する男⼥共同参画社会の実現を目指し
ます。 
※「すみだの男⼥共同参画」とは、多様な性を包摂しています。 

墨⽥区⼥性と男性及び多様な性の共同参画基本条例（基本理念） 

（１）全ての人が性別等に起因する差別的な取扱いを受けず、その人権が尊重されること。
（２）全ての人の性的指向又は性自認が尊重され、誰からも干渉又は侵害を受けないこと。
（３）全ての人が性別等による役割の固定化をもたらす社会制度及び慣⾏を解消するように

努めるとともに、⼀人⼀人がその個性と能⼒を⼗分発揮し、自⼰の意思により社会にお
ける多様な活動を選択できること。 

（４）性別等にかかわらず、全ての人が社会の対等な構成員として、あらゆる分野における
活動の⽅針の⽴案及び決定過程に参画する機会が確保されること｡ 

（５）結婚、妊娠、出産、育児その他の経験の有無を問わず、個人の自⼰決定が尊重され、
全ての人の⽣き⽅を尊重し合うこと。 

（６）家庭において、全ての人が対等な構成員として、その人権を尊重し合い、かつ、協⼒
し合うこと。 

（７）性別等にかかわらず、全ての人が相互の協⼒及び社会の⽀援のもとに、家庭⽣活及び
社会⽣活、地域活動等を両⽴できること。 

（８）保育、幼児教育、学校教育、⽣涯学習その他のあらゆる学習の場において男⼥共同参
画社会の形成に向けた取組がなされること。
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性別等にかかわらず、誰もが互いに多様な生き方を尊重することが、男女共同参画社会の

実現につながります。 

男女共同参画社会の実現を阻害する要因として、社会のあらゆる場に根付いている固定的

な性別役割分担意識があります。こうした意識やそれに基づく慣習は幼少期の環境や身近な

人間、メディア等の影響を受けて形成されるため、家庭や学校、職場等のあらゆる場におけ

る意識啓発や教育が重要です。 

また、誰もが生活しやすいまちづくりのためには、性的マイノリティへの理解促進と支援

に取り組むことが不可欠です。性的指向・性自認等の違いによる多様性を尊重し、互いの個

性や生き方を認め合える意識の醸成を図る必要があります。 

 

 

 

性別等にかかわらず、誰もが対等に社会に参画しその個性と能力を十分に発揮できること

は、男女共同参画社会の実現に極めて重要であり、少子高齢化の進展と人口減少が進む時代

においても不可欠です。 

女性の就業率は上昇傾向にあり、多様で柔軟な働き方ができる職場づくりも進められてき

ました。しかし、依然として家事・育児・介護等の多くは女性が担っており、結婚や出産等

を理由に女性が自分の希望通りに働けなくなることも少なくありません。また、職場に残る  

長時間労働等の慣行は、男性の家庭への参画を阻む大きな要因となっています。 

意思決定過程への女性登用も重要な課題です。依然として根強く残る固定的な性別役割分

担意識が、女性の社会進出を阻んでいることがうかがえます。 

家庭や職場、意思決定過程の場等、あらゆる分野に誰もが対等に参画できるよう意識啓発

や支援の充実を図る必要があります。 

 

 

 

誰もが互いを尊重することで、男女共同参画社会の実現につながります。 

その実現を阻む配偶者等からの暴力（ＤＶ）やハラスメント、虐待、性暴力といった様々

な暴力は、犯罪となる行為を含む重大な人権侵害です。暴力を許さない社会環境の整備や、

被害者支援等の安全・安心を守るための取組を強化する必要があります。 

また、安心・安全に暮らすためには心身の健康を守ることが重要です。特に女性の心身の

基本目標１ 人権と多様性が尊重されるまち すみだ 

基本目標２ 性別等にかかわらず誰もが輝き、ともに活躍できるまち すみだ 

基本目標３ あらゆる暴力を許さず、心と身体が健やかに過ごせるまち すみだ 

３ 基本目標 
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状況は生涯を通じて大きく変化するため、生涯にわたる健康支援を進める重要性について認

識を高めていく必要があると考えられます。 

区におけるひとり親世帯や高齢者、障害のある人など、生活上様々な困難を抱える人々の

数はおおむね横ばい傾向となっており、誰もが安心して生活していくため、引き続ききめ細

かい支援が求められます。 

 

 

 

 

男女共同参画社会の実現は、行政だけで実現できるものではありません。「墨田区女性と男

性及び多様な性の共同参画基本条例」では、区、区民、事業者、地域団体、教育関係者等の

責務が定められています。社会情勢の変化や墨田区の地域性を踏まえ、区や区民、事業者等

がそれぞれの立場から主体的に男女共同参画に関する取組を進めるとともに、互いに連携し

て取組を展開することが重要です。また、「すみだ共生社会推進センター (愛称名)すみなか」

が男女共同参画を進める上での拠点として、その機能を十分に発揮できるよう、区民や関係

機関・団体と協働しながら啓発、相談等の様々な事業を進める必要があります。 

 

基本目標４ 区、区民、事業者等が力を合わせ、互いに連携して課題に取り組むまち 

 すみだ 
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37*
性的マイノリティに対する施設利用時の合理的配慮の
検討

性的指向・性自認に関する専門電話相談
「すみだにじいろ相談」の実施

墨田区パートナーシップ宣誓制度の適用

■性的マイノリティに対する支援

36*
住宅修築資金融資あっせん及びすみだ住宅取得利子補
助

■ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた啓発活動

ワーク・ライフ・バランス推進のための講演会の実施66

51

52*

女性活躍推進や働き方改革を実現するための
アドバイザーの派遣

68

男性介護者教室や認知症家族介護者教室の実施

緊急一時介護・保護事業の実施

障害者への巡回入浴サービスの実施

30

■当事者や関係者等の交流

施策の方向(1) 　男女共同参画意識を高めます
施策の方向(2)　多様な性を理解し、人権を尊重する社会
づくりを進めます

■人権尊重の観点からの情報発信

■人権尊重意識啓発事業の実施

■人権尊重と男女共同参画の視点の定着

■家庭や地域への意識啓発

16*

11 男女共同参画の視点にたった生活・進路指導の実施

男女共同参画に関する区民意識調査の実施・公表

28* 庁内刊行物等の点検

15 人権尊重教育・男女共同参画教育の研究・実践

21 区公式ホームページによる情報発信

■相談窓口の充実

■多様な性に関する意識啓発と情報発信

正しく理解するための情報発信等

■教職員の意識の醸成

13* メディア・リテラシー教育の実施

男女共同参画関連図書や資料の収集と貸出

■児童、生徒への男女平等教育

12* 児童生徒の諸名簿における男女混合の推進 31 職員、教職員への意識啓発

19*

18* ＰＴＡ活動における男女共同参画意識の啓発

14*

17 家庭・地域に向けた男女共同参画意識の啓発

32 性的指向・性自認等への理解を深める交流会の実施

課題③　性的マイノリティへの支援

33

34

35* 区営住宅等への入居要件等の拡充男女共同参画等をテーマにした区民企画講座の支援

 

■介護（介助）者への支援の充実

すみだいきいき子育てガイドブックの配布

64*

65*

■情報の収集・把握・公表

9* 男女共同参画に関する区職員意識調査の実施 ・公表

課題②  家庭・学校・地域における男女平等教育・学習の
充実

性教育の推進

家庭教育意識啓発パンフレットの配布

10 男女共同参画の視点にたった教材等の見直し

29* 人権や男女共同参画に関する研修の実施
58*

介護保険施設の整備促進

認知症高齢者の施設の整備促進

介護保険制度の普及と介護サービスの充実

59

62

63*

26
差別事象発生時の職員対応方法の周知
及びマニュアルの更新

8*

4* 職員向け男女共同参画啓発紙の発行 23* プロモーションサポート事業による適切な情報発信

■区民参加型の意識啓発事業の実施

家事・育児サポーター事業の実施

55*

56*

57*

24 人権講演会の開催

6
男性の家事参加に向けた料理教室の支援
（男の料理教室）

人権啓発冊子「人権感覚」の配布

5 男女共同参画推進のための各種啓発講座の開催

25*

7*

子育てサポーターの育成・活用

53*

54*

課題①　固定的な性別役割分担意識の解消

3* 若年向け男女共同参画啓発冊子の発行 22*
インターネット等における差別的言動解消のための
啓発

■男女共同参画施策に関する情報発信

区報への人権啓発コラムの掲載

2 男女共同参画情報誌の発行

1 区報、区公式ホームページ、ＳＮＳ等による情報発信 20

課題①　人権尊重意識の啓発と適切な情報発信

訪問型保育支援事業
すみだ子育て支援ネット「はぐ（Ｈｕｇ）」

ＬＩＮＥによる子育て支援情報の発信

子育ての相互援助活動の実施
（ファミリー・サポート・センター事業）

27* 人権擁護委員との連携

50 学童クラブ事業の実施

■出産・子育て応援事業

47

49 出産・子育て応援事業「ゆりかご・すみだ」

施策の方向(1)　ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の
調和）を推進します 【女性活躍推進計画】

子育て自主グループの育成
（子育て支援地域活動促進事業）

男性の子育て参画支援講座の実施
（父親対象事業）

一時的に子どもを預かる子育て支援事業

48

60

61*

課題①　誰もが共に担う子育てへの支援

■男性の子育て参画支援

課題②　多様な性の理解促進

70* 女性活躍推進法に基づく特定事業主行動計画の推進

■「特定事業主行動計画」の策定・実行の推進

課題③　ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の
推進

課題②　誰もが共に担う介護（介助）への支援

■防災・防犯講座等の実施や避難所運営体制の構築

避難所運営体制の構築

地域住民を対象とした防災講座の開催

男女共同参画の視点からの防災・防犯における意識啓発

課題②　防災・防犯における男女共同参画の推進

43

44*

45

定年後の社会貢献意識の向上
（セカンドステージセミナー等）

■男性の地域活動への参画支援

男性の社会貢献意識の向上促進
（老人クラブ活動の活性化）

38

39*

40*

41

42

高齢者の総合相談窓口業務の実施

区報や区公式ホームページの活用及び啓発紙による
区内事業所への啓発活動

次世代育成支援対策推進法に基づく
特定事業主行動計画の推進

67*

69*

進捗確認対象外事業　９５（所管課別９９）
＊あり　取組状況に変更等があった年のみ進捗状況を報告する
事業

凡例

進捗確認事業　５８（所管課別６１）

男性のための育児教室の実施
（パパのための出産準備クラス）

施策の方向(3)　男女共同参画の視点で地域力を高めます

基本目標　　　　　目標数　４

施策の方向　　施策の方向数　１０

課題　　　　　課題数　２１

事業　　　　　事業数　１５３（所管課別１６０）

課題①　地域における男女共同参画の推進

■地域における男女共同参画意識の啓発

地域で助け合う小地域福祉活動の推進

団体・サークルの育成・支援

食育の普及、啓発

基基本本目目標標１１ 人人権権とと多多様様性性がが尊尊重重さされれるるままちち すすみみだだ

４４ 計計画画のの体体系系

基基本本目目標標２２ 性性別別等等ににかかかかわわららずず
誰誰ももがが輝輝きき、、ととももにに活活躍躍ででききるるままちち すすみみだだ

すすみみだだのの男男女女共共同同参参画画社社会会のの実実現現 認認めめ合合いい 支支ええ合合いい ととももにに創創るるままちち すすみみだだ

 

 

 

 

 

 

性別等にかかわらず、誰もが互いに多様な生き方を尊重することが、男女共同参画社会の

実現につながります。 

男女共同参画社会の実現を阻害する要因として、社会のあらゆる場に根付いている固定的

な性別役割分担意識があります。こうした意識やそれに基づく慣習は幼少期の環境や身近な

人間、メディア等の影響を受けて形成されるため、家庭や学校、職場等のあらゆる場におけ

る意識啓発や教育が重要です。 

また、誰もが生活しやすいまちづくりのためには、性的マイノリティへの理解促進と支援

に取り組むことが不可欠です。性的指向・性自認等の違いによる多様性を尊重し、互いの個

性や生き方を認め合える意識の醸成を図る必要があります。 

 

 

 

性別等にかかわらず、誰もが対等に社会に参画しその個性と能力を十分に発揮できること

は、男女共同参画社会の実現に極めて重要であり、少子高齢化の進展と人口減少が進む時代

においても不可欠です。 

女性の就業率は上昇傾向にあり、多様で柔軟な働き方ができる職場づくりも進められてき

ました。しかし、依然として家事・育児・介護等の多くは女性が担っており、結婚や出産等

を理由に女性が自分の希望通りに働けなくなることも少なくありません。また、職場に残る  

長時間労働等の慣行は、男性の家庭への参画を阻む大きな要因となっています。 

意思決定過程への女性登用も重要な課題です。依然として根強く残る固定的な性別役割分

担意識が、女性の社会進出を阻んでいることがうかがえます。 

家庭や職場、意思決定過程の場等、あらゆる分野に誰もが対等に参画できるよう意識啓発

や支援の充実を図る必要があります。 

 

 

 

誰もが互いを尊重することで、男女共同参画社会の実現につながります。 

その実現を阻む配偶者等からの暴力（ＤＶ）やハラスメント、虐待、性暴力といった様々

な暴力は、犯罪となる行為を含む重大な人権侵害です。暴力を許さない社会環境の整備や、

被害者支援等の安全・安心を守るための取組を強化する必要があります。 

また、安心・安全に暮らすためには心身の健康を守ることが重要です。特に女性の心身の

基本目標１ 人権と多様性が尊重されるまち すみだ 

基本目標２ 性別等にかかわらず誰もが輝き、ともに活躍できるまち すみだ 

基本目標３ あらゆる暴力を許さず、心と身体が健やかに過ごせるまち すみだ 

３ 基本目標 

■男女共同参画社会を阻害する要因に関する
　 情報発信と啓発

9
男性の育児への参加に向けた家庭教育支援講座
の実施

24

* ＰＴＡ活動における男女共同参画意識の啓発

* 男女共同参画等をテーマにした区民企画講座の支援

* 相談窓口の周知

8 子ども会活動への参画に向けた意識啓発 子育て相談の実施

施策の方向(1)男女共同参画意識を高めます 施策の方向(2)一人ひとりの人権意識を高めます

■人権尊重の観点からの情報発信

■人権尊重意識啓発事業の実施

■人権尊重と男女共同参画の視点の定着

■性自認や性的指向等の理解促進

■家庭や地域への意識啓発

*

6 男女共同参画観にたった生活・進路指導の実施

男女共同参画に関する区民意識調査の実施・公表

* 人権擁護委員との連携

7 人権尊重教育・男女共同参画教育の研究・実践

11 区公式ホームページによる情報発信

*

課題②　家庭、学校、地域における男女平等教育・学習の
            充実

性教育の推進

家庭教育意識啓発パンフレットの配布

人権啓発冊子「人権感覚」の配布

3 すずかけ大学をはじめとする各種啓発講座の開催

23

* 人権や男女共同参画に関する研修の実施

* 庁内刊行物等の点検

5 男女共同参画観にたった教材等の見直し

課題②　男女共同参画社会を阻害するあらゆる
            暴力の根絶

児童虐待防止に向けた情報提供と啓発活動の実施

■児童、生徒への男女平等教育

区公式ホームページや啓発紙による情報発信21

*

16 多様な性（ＬＧＢＴ等）に関する支援体制の検討 22

15 職員、教職員への意識啓発

* 児童生徒の諸名簿における男女混合の推進 14 正しく理解するための情報発信・講座の実施

* ひとり親相談の実施

27 妊産婦の喫煙防止の推進

■多様な性（ＬＧＢＴ等）に関する支援体制の検討

29 心の健康相談の実施

■健康相談の実施

* エイズ理解及び予防教育の実施

*

■検診実施、受診促進

28 がんの早期発見、女性の受診機会の拡大

*
児童虐待防止対策の充実のための関係機関との
連携

*

骨粗しょう症予防対策の実施

女性相談の実施

課題③　生涯を通じた女性の健康支援

母性保護と家族計画の充実(出産準備クラスの実施
ほか）

26

教職員向けハラスメント防止の研修会の実施

■職員、教職員への啓発と研修の実施

* 妊産婦歯科健康診査の実施

*

関係相談団体間の情報提供、連携
＜ネットワーク会議＞

ハラスメントを未然に防ぐための庁内体制の確立

■ハラスメント対策、相談窓口の充実

■教職員の意識の醸成

* 職員向けハラスメント防止に関する意識啓発紙の発行

* メディア・リテラシー教育の実施

* 男女共同参画関連図書や資料の収集と貸出

*

■区民参加型の意識啓発事業の実施 ■被害者支援

13 差別事象発生時の職員対応方法の周知

*

*
■情報の収集・把握・公表

■関係機関との連携及び体制の強化

* 被害女性とその子の緊急一時保護と自立支援

ＤＶやストーカー行為等の被害者への支援

20
関係機関との連携強化と子の福祉面からの支援の
充実

* 男女共同参画に関する区職員意識調査の実施・公表

* 職員向け差別事象対応マニュアルの更新

*
母子・父子自立支援員、女性相談員、
家庭相談員の研修の実施

12 人権講演会の開催 19 ＤＶに関する相談、支援

4
男性の家事参加に向けた料理教室の支援
（男の料理教室）

課題①　固定的な性別役割分担意識の解消

* 若年向け男女共同参画啓発冊子の発行 *
インターネット等における差別的言動解消のための
啓発

*

■男女共同参画施策に関する情報発信 ■配偶者からの暴力（ＤＶ）の予防・早期発見

区民や事業者等との協力体制の強化

区報への人権啓発コラムの掲載 17 パープルリボンプロジェクトの取組

2 男女共同参画情報誌「すずかけ」の発行 18 予防啓発、相談事業の実施

ＤＶ防止カードの作成、配布による相談窓口の周知

1 区報、区公式ホームページ、ＣＡＴＶ等による情報発信 10

* 職員向け男女共同参画啓発紙「きらめき」の発行 * 適切な情報の発信と活用のための啓発 *

課題①　人権意識の高揚と情報の適切な活用

課題②　多様な性（ＬＧＢＴ等）の理解と尊重

課題①　配偶者からの暴力（ＤＶ）の防止・早期発見・
　　　　　 被害者支援【ＤＶ防止基本計画】

施策の方向(3)心とからだを尊重する社会づくりを進めます

* 家庭相談の実施

*
「法律・人権相談」「日常の悩み相談」等
相談窓口の周知

*

■健康づくりの知識の普及・啓発

健康づくりのための講習会の実施

25
区報、区公式ホームページ、区政情報番組を活用した
健康づくりのための情報発信

基本目標１ 互いの知識や意識を高め、人権が尊重されるまち すみだ

通し番号の事業 ： 評価対象事業　５１

＊印の事業 ： 取組状況に変化等があった際に評価対象となる事業　９１

 凡例

施策の方向　　　施策の方向数　８

課題　　　　　課題数　２０

事業　　　　　事業数　１４２　（延べ１４６）

基本目標　　　　　 目標数　４

すすみみだだのの男男女女共共同同参参画画社社会会のの実実現現 認認めめ合合いい 支支ええ合合いい ととももにに創創るるままちち すすみみだだ

４ 計画の体系

6



118* エイズ理解及び予防教育の実施

課題①　生涯を通じた健康支援

■健康づくりの知識の普及・啓発

区報、区公式ホームページ、区政情報番組を活用した
健康づくりのための情報発信

健康づくりのための講習会の実施

「法律・人権相談」「日常の悩み相談」等の実施

110*

子育て相談の実施

女性相談の実施

妊産婦の喫煙防止の推進

母性保護と家族計画の充実
(出産準備クラスの実施ほか）

113

114

115

116*

107

施策の方向(3)　誰もが安心して暮らせる環境の整備を
進めます

課題①　経済的な困難を抱える人への支援

■困難を抱える家庭への相談の実施

123*

124* 女性相談の実施（再掲）

117 リプロダクティブ・ヘルスの推進

母子・父子自立支援員、女性相談員、家庭相談員の
研修の実施

99*

施策の方向(1)　あらゆる暴力の根絶のための施策を
進めます 【ＤＶ防止基本計画】

関係相談団体間の情報提供、連携100*

111* 家庭相談の実施

109*

課題① 　配偶者等からの暴力（ＤＶ）の防止・早期発見・
被害者支援

91 ＤＶ予防啓発、相談事業の実施

配偶者暴力相談支援センターの機能整備

■被害者支援

97*

ＤＶ防止カードの作成、配布による相談窓口の周知

93*

92*

■配偶者等からの暴力（ＤＶ）の予防・早期発見

区民や事業者等との協力体制の強化

90 パープルリボンプロジェクトの取組

94 ＤＶに関する相談、支援

95
関係機関との連携強化と子の福祉面からの支援の
充実

■仕事と家庭の両立に資する保育の実施

74 保育サービス相談（保育コンシェルジュ）事業の実施

一時的な保育の実施
（緊急、延長、休日、病児・病後児）

課題②　就業における男女共同参画の推進

教職員向けハラスメント防止の研修会の実施

■職員、教職員への啓発と研修の実施

ハラスメントを未然に防ぐための庁内体制の確立

112*

■関係機関との連携及び体制の強化

96* 被害女性とその子の緊急一時保護と自立支援

ＤＶやストーカー行為等の被害者への支援

98

ひとり親相談の実施

課題②　 男女共同参画社会を阻害するあらゆる暴力の
根絶

児童虐待防止に向けた情報提供と普及活動の実施

区公式ホームページや啓発紙による情報発信101

104

105* 職員向けハラスメント防止に関する意識啓発紙の発行

103* 児童虐待防止対策の充実のための関係機関との連携

102*

■ハラスメント対策、相談窓口の充実

106

108* 相談窓口の周知

79*

区職員対象の旧姓使用制度の実施

71 女性職員へ管理職選考等の受験促進

待機児童解消対策の推進

76*

区報や区公式ホームページの活用及び啓発紙による
区内事業所への啓発活動（再掲）

80*

73*

77*

■女性活躍を推進するための情報提供、支援の充実

72 キャリアアップ研修の実施

75*
定期的な保育の実施
（認可保育園、保育ママ、小規模保育所）

課題②　高齢、障害、国籍等による多様な困難を
抱える人が安全・安心に暮らせる環境づくり

区公式ホームページでの自動翻訳サービスの導入

外国語に対応したガイドブックの作成、配布

障害者福祉の手引き「フレーフレーマイペース」の配布

施策の方向(2)　性別等にかかわらず誰もがいきいきと
働けるよう支援します 【女性活躍推進計画】

■管理・監督者への女性登用促進

課題①　働く場での女性の活躍推進

職員の男女共同参画に関する理解を深めるための
研修実施

81*

78*
一般事業主行動計画の策定促進に向けた女性活躍
推進に関する情報提供
女性活躍推進及びワーク・ライフ・バランスに関する
意識・実態調査の実施と公表

129* ひとり親家庭等医療費助成

130* 児童養育家庭ホームヘルプサービス事業の実施

■福祉団体等への補助事業

131* 母子生活支援施設への助成

132* 福祉団体への補助事業の実施

ひとり親相談の実施（再掲）

■生活支援の充実

125 ひとり親家庭自立支援給付金事業の実施

126 児童扶養手当・児童育成手当

127* 出産費用の助成

128* 福祉資金等の貸付事業

課題①　男女共同参画推進体制の充実・強化

高齢者福祉のしおり「たんぽぽ」の配布

■生活・福祉サービス情報の提供

■安心して暮らせるまちの整備促進

英語と中国語による外国人相談の実施

介護事業者対象人権研修会の実施

バリアフリー化の促進

区民参加型の家事援助の拡充
（「ハート・ライン21」事業）

「あんしんバリアフリーマップ」の運営

「法律・人権相談」「日常の悩み」等の実施（再掲）142*

133*

134*

135*

136*

137

138

139

140*

141*

家庭相談の実施 （再掲）143*

144*

145*

146*

147*

通訳翻訳ボランティア制度の導入

日本語ボランティア教室との協働

在住外国人支援施策の実施

バリアフリートイレの整備

心の健康相談の実施122

■健康相談の実施

骨粗しょう症予防対策の実施

妊産婦及び育メン歯科健康診査の実施

がんの早期発見、女性の受診機会の拡大

■検診実施、受診促進

119

120*

121*

■労働に関する情報提供等

国や都の資料の活用や関係機関と連携しての
情報提供

女性の就労に関する情報の提供

就労に関する意識啓発

就職情報の提供
「就職支援コーナーすみだ」

■就職に関するカウンセリングや相談

就職相談コーナー事業の実施
「就職・仕事カウンセリングルーム」

施策の方向(3)　意思決定過程への女性の参画を進めます
 【女性活躍推進計画】

■審議会等における女性委員の比率向上

審議会等への女性委員の任用促進と公募制の拡大

課題①　意思決定過程への女性の参画推進

85*

86

87

88*

89*

課題③　民間団体・企業への情報提供と啓発

墨田区男女共同参画推進本部による施策の計画的
かつ総合的な推進
墨田区男女共同参画推進委員会との連携による効果的
な事業実施

墨田区女性活躍推進協議会の開催

墨田区男女共同参画苦情調整委員会の設置

ＤＶ防止のための連携会議の開催

区民との協働による効果的な事業展開

民間団体・企業への最新の情報提供

148*

149*

150*

151*

152*

153*

154*

施策の方向(2)　心と身体を尊重する社会づくりを進めます

施策の方向(1)　計画の推進体制を充実します

■男女共同参画社会を阻害する要因に関する情報
発信と啓発

課題②　すみだ共生社会推進センターの機能充実
・活動強化

女性委員の比率に関する調査の実施と結果の公表

■政治分野における女性の活躍推進

政治分野における男女共同参画の推進に関する法律の
周知

82*

83*

84

基基本本目目標標３３ ああららゆゆるる暴暴力力をを許許ささずず、、心心とと身身体体がが健健ややかかにに過過ごごせせるるままちち すすみみだだ

認認めめ合合いい 支支ええ合合いい ととももにに創創るるままちち すすみみだだ

基本目標４ 区、区民、事業者等が力を合わせ、

互いに連携して課題に取り組むまち すみだ

基基本本目目標標２２
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（１）評価方法 

墨田区男女共同参画推進プラン（第６次：令和６年度～１０年度）は、「基本理念」

に基づく「基本目標」、それを実現するための「施策の方向」、具体的な「課題」、その

方策としての「事業」により体系化されています。 

「課題」の解決に向けて、各所管課が「事業」ごとに実施報告・自己評価を行いま

す。これに基づき「施策の方向」及び「プラン全体」について、墨田区男女共同参画

推進委員会が第三者評価を行います。 
 

（２）所管課の評価 （本書 第２章 Ｐ.９～） 

「事業」について、所管課が当年度計画と前年度実施状況等を報告します。各事業

の「男女共同参画の視点でめざす効果」【表１】を明らかにし、「男女共同参画の視点

に基づいた目標」やそれらをふまえた前年度実施状況の自己評価を【表２】のとおり

行いました。 
 

【表１ 男女共同参画の視点でめざす効果】 

アア  家庭や地域において男女共同参画意識が高まる  

イイ  性別等にかかわらず、個人がその個性・能力に応じた選択が期待できる  

ウウ  性別等にかかわらず、人権が尊重される 

エエ  あらゆる暴力を防止することが期待できる 

オオ  生涯を通じた健康支援が期待できる 

カカ  あらゆる分野に性別等にかかわらず参画することができる 

キキ  仕事と育児・介護の両立支援のための環境を整えることにより、性別等にかかわらず、

仕事と生活の調和を図ることができる 

クク  地域の安心・安全な生活の確保に向けて男女共同参画の視点の導入を推進する 

ケケ  男女共同参画推進体制の整備･充実を図ることができる 
 

【表２ 評価】 

ｓｓ  計画どおり実施し、男女共同参画の視点においても予定を上回る効果を発揮した 

ａａ  計画どおり実施し、男女共同参画の視点においても予定した効果を発揮した 

ｂｂ  男女共同参画の視点において課題が残る 

ｃｃ  計画通りには実施できなかった 

  ※ 特に、「男女共同参画の視点」から効果を評価することを徹底しました。 
 
（３）墨田区男女共同参画推進委員会による評価 （本書 第４章 Ｐ.６１～） 

（２）の所管課評価をもとに、墨田区男女共同参画推進委員会が「基本目標に対す

る効果」を「施策の方向」ごとに【表３】のとおり評価し、それをふまえて「課題」の

総合的な評価を行い、さらにプラン全体の総括評価をしました。 
 

【表３ 基本目標に対する効果の度合い】 

基本目標に対して 

効果が 

大きかった ＳＳ  

あった ＡＡ  

少しあった ＢＢ  

なかった ＣＣ  

 

5 評価のしかた 
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◆◆第第２２章章◆◆

　　  「「ププラランン進進捗捗状状況況及及びび所所管管課課評評価価」」

【男女共同参画の視点でめざす効果】

内容 表　記

アア 家庭や地域において男女共同参画意識が高まる
家庭・地域における男女共同参画
意識の高揚

イイ
性別等にかかわらず、個人がその個性・能力に応
じた選択が期待できる

性別等にかかわらない
個性・能力に応じた選択

ウウ 性別等にかかわらず、人権が尊重される
性別等にかかわらない
人権の尊重

エエ あらゆる暴力を防止することが期待できる あらゆる暴力の防止

オオ 生涯を通じた健康支援が期待できる 生涯を通じた健康支援

カカ
あらゆる分野に性別等にかかわらず参画すること
ができる

あらゆる分野における
男女共同参画の推進

キキ
仕事と育児・介護の両立支援のための環境を整え
ることにより、性別等にかかわらず、仕事と生活
の調和を図ることができる

性別等にかかわらない
仕事と生活の調和

クク
地域の安心・安全な生活の確保に向けて男女共同
参画の視点の導入を推進する

男女共同の視点による
安心安全な生活

ケケ
男女共同参画推進体制の整備･充実を図ることが
できる

男女共同参画推進体制の整備充実

【評価】

ｓｓ

ａａ

ｂｂ

ｃｃ

計画どおり実施し、男女共同参画の視点においても予定を上回る効果を発揮した

計画どおり実施し、男女共同参画の視点においても予定した効果を発揮した

男女共同参画の視点において課題が残る

計画どおりには実施できなかった

凡例
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評評価価のの内内訳訳
基本 基本 全体 所管 うち今回

理念 目標 事業数 課数 評価事業 ｓｓ ａａ ｂｂ ｃｃ --

4455 4488 2222 2244 22 2222 00 00 00

1199 2211 88 1100 22 88 00 00 00

① 固定的な性別役割分担意識の解消（事業番号１～９*） 9 11 4 6 2 4

②
家庭・学校・地域における男女平等教育・学習の充実
（事業番号１０～１９*）

10 10 4 4 4

1188 1199 99 99 00 99 00 00 00

①
人権尊重意識の啓発と適切な情報発信
（事業番号２０～２９*）

10 10 4 4 4

② 多様な性の理解促進（事業番号３０～３２） 3 3 3 3 3

③ 性的マイノリティへの支援（事業番号３３～３７*） 5 6 2 2 2

88 88 55 55 00 55 00 00 00

① 地域における男女共同参画の推進（事業番号３８～４２） 5 5 3 3 3

②
防災・防犯における男女共同参画の推進
（事業番号４３～４５）

3 3 2 2 2

4433 4444 1166 1166 00 1155 11 00 00

2244 2244 1100 1100 00 99 11 00 00

① 誰もが共に担う子育てへの支援（事業番号４７～５８*） 12 12 5 5 5

②
誰もが共に担う介護（介助）への支援
（事業番号５９～６５*）

7 7 3 3 3

③
ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の推進
（事業番号６６～７０*）

5 5 2 2 1 1

1166 1177 55 55 00 55 00 00 00

① 働く場での女性の活躍推進（事業番号７１～８１*） 11 12 3 3 3

② 就業における男女共同参画の推進（事業番号８２*～８６） 5 5 2 2 2

33 33 11 11 00 11 00 00 00

① 意思決定過程への女性の参画促進（事業番号８７～８９*） 3 3 1 1 1

5588 6611 2200 2211 22 1188 11 00 00

2233 2255 99 1100 22 88 00 00 00

①
配偶者等からの暴力（ＤＶ）の防止・早期発見・被害者支援
（事業番号９０～１００*）

11 13 5 6 2 4

②
男女共同参画社会を阻害するあらゆる暴力の根絶
（事業番号１０１～１１２*）

12 12 4 4 4

1100 1111 66 66 00 66 00 00 00

① 生涯を通じた健康支援（事業番号１１３～１２２） 10 11 6 6 6

2255 2255 55 55 00 44 11 00 00

①
経済的な困難を抱える人への支援
（事業番号１２３*～１３２*）

10 10 2 2 2

②
高齢、障害、国籍等による多様な困難を抱える人が安全・安
心に暮らせる環境づくり（事業番号１３３*～１４７*）

15 15 3 3 2 1

77 77 00 00 00 00 00 00 00

7 7 0 0 0 0 0 0 0

①
男女共同参画推進体制の充実・強化
（事業番号１４８*～１５２*）

5 5 0 0

②
すみだ共生社会推進センターの機能充実・活動強化
（事業番号１５３*）

1 1 0 0

③ 民間団体、企業への情報提供と啓発（事業番号１５４*） 1 1 0 0

115533 116600 5588 6611 44 5555 22 00 00

※　今回の報告から4段階の評価をＳＡＢＣからｓａｂｃに変更しています。

評価数

　(3)　意思決定過程への女性の参画を進めます【女性活躍推進計画】

　(2)　心と身体を尊重する社会づくりを進めます

　(3)　誰もが安心して暮らせる環境の整備を進めます

評価内訳施策の
方向

　課題

　
　
すす
みみ
だだ
のの
男男
女女
共共
同同
参参
画画
社社
会会
のの
実実
現現
 
 
 

認
め
合
い
　
支
え
合
い
　
と
も
に
創
る
ま
ち
　
す
み
だ

１１　　人人権権とと多多様様性性がが尊尊重重さされれるるままちち　　すすみみだだ

　(1)　男女共同参画意識を高めます

　(2)　多様な性を理解し、人権を尊重する社会づくりを進めます

　(3)　男女共同参画の視点で地域力を高めます

　(1)　計画の推進体制を充実します

22　　性性別別等等ににかかかかわわららずず誰誰ももがが輝輝きき、、ととももにに活活躍躍ででききるるままちち　　すすみみだだ

　(1)　ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）を推進します
　　　【女性活躍推進計画】

　(2)　性別等にかかわらず誰もがいきいきと働けるよう支援します
　　　【女性活躍推進計画】

３３　　ああららゆゆるる暴暴力力をを許許ささずず、、心心とと身身体体がが健健ややかかにに過過ごごせせるるままちち　　すすみみだだ

　(1)　あらゆる暴力の根絶のための施策を進めます
　　　【ＤＶ防止基本計画】

４４　　区区、、区区民民、、事事業業者者等等がが力力をを合合わわせせ、、互互いいにに連連携携ししてて課課題題にに取取りり組組むむ
        ままちち　　すすみみだだ
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11

ア

イ

概要
区民への情報発信を定期
的に行う。

数値
目標

CATVでの事業告知枠にて、男女共同参画
に関する事業を年間1回以上紹介する。

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画
区報や区HP、CATV等の媒体を通して、人権コラム等、男女共同参画に関する取組を紹
介する。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ｓｓ

【墨田区のお知らせ「すみだ」（区報）】
・毎号63,000部発行
・人権週間に合わせた特集を掲載した。
・年間を通じて、すみだ共生社会推進センターの事業を29回、すみだ人権同
和・男女共同参画事務所の事業を14回、人権コラムを3回掲載した。
【区公式ホームページ】
同様の内容を、区ホームページ内の区のお知らせへ掲載した。
【CATV】
区政情報番組「ウィークリーすみだ」で以下のとおり放送した。
・「女性のためのカウンセリング＆DV相談」（R7 6月1日～6月14日）
・「すみだにじいろ相談」（R7 10月5日～10月18日）
・「女性活躍推進・働き方改革アドバイザー派遣事業」（R7 11月2日～11月
15日）

【墨田区のお知らせ「すみだ」（区報）】
直接的に男女共同参画に関係のない記事に関しても、イラスト等の色使い
に、性別役割分担意識を感じさせることのないよう工夫した。

すみだ共生社会推進センター、すみだ人権同和・男女共同参画事務所と連携
しながら、区報へ掲載し、区民に周知できた。SNS等の活用も連動して行
い、効果を高めた。CATVにおいても啓発期間等に合わせ、周知を行った。

内容
固定的な性別役割分担意識や、「男らしさ」「女らしさ」などの生活文化、慣行を見
直すきっかけとするための情報を発信します。同時に、男女共同参画社会実現に向
け、実施する事業の進行等に合わせた情報も随時発信します。

所管課 広報広聴担当

①事業計画
区報や区HP、CATV等の媒体を通して、人権コラム等、男女共同参画に関する取組を紹
介する。

基基本本目目標標１１　　人人権権とと多多様様性性がが尊尊重重さされれるるままちち  すすみみだだ
　　施施策策のの方方向向（（１１））　　男男女女共共同同参参画画意意識識をを高高めめまますす
　　　　課課題題①①　　固固定定的的なな性性別別役役割割分分担担意意識識のの解解消消

男男女女共共同同参参画画施施策策にに関関すするる情情報報発発信信

区報、区公式ホームページ、ＳＮＳ等による情報発信

めざす効果
家庭・地域における男女共同参画意識の高揚

 性別等にかかわらない個性・能力に応じた選択
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((11))

概要
男女共同参画情報を発信
することで男女共同参画
意識を高める。

数値
目標

・各月間･週間について、区報･区HPに年
間延べ3回以上掲載
・セミナー等の周知を区報･区HP･SNSに年
間延べ2回以上掲載

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画

各月間・週間やイベントに合わせ、男女共同参画関連情報等を、性別役割分担意識を
感じさせることのないように配慮し、随時掲載する。掲載内容や発信回数を適宜見直
し、さらに効果的な情報発信を行い、「男らしさ」「女らしさ」などの慣行を見直す
きっかけとする。

男女共同参画
の視点に基づ
いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

②
実施
状況

◇区のお知らせ掲載記事
・4月11日号:若年層の性暴力被害予防月間（4月）
・4月21日号:女性活躍推進・働き方改革アドバイザー派遣事業のお知ら
　せ
・5月11日号:男女雇用平等セミナー参加者募集
・6月21日号:男女共同参画週間（6月23日～29日）
・10月11日号:女性活躍推進・働き方改革アドバイザー派遣事業のお知
　らせ
・10月21日号:意見交換会「ワークショップで学ぶ表現のコツ～お互い
　の違いを理解しながら、自分の思いを上手に伝える方法を一緒に考え
　よう～」の開催･参加者募集
・11月11日号:女性に対する暴力をなくす運動期間（11月12日～25日）&
　女性に対する暴力撤廃国際日（11月25日）
・12月1日号:ＤＶ相談専用ダイヤル開設
・12月21日号：ＤＶ相談窓口
・1月11日号:ワーク･ライフ･バランスセミナー「再確認！2025年育児・
　介護休業法改正のポイントと実務対応-両立支援から多様な働き方実
　現へ-」の開催･参加募集
・3月1日号:国際女性デー（3月8日）

◇区公式ホームページ掲載内容
・「墨田区男女共同参画推進委員会」及び「墨田区女性活躍推進協議
　会」会議録
・墨田区男女共同参画推進プラン進捗状況報告書（令和6年度実施事業）
・若年層をとりまく暴力や犯罪への注意喚起･予防の周知
・女性に対する暴力をなくす運動期間の普及・啓発の周知
・意見交換会に関する告知・実績報告
・男女共同参画に関する苦情申出状況
・ワーク･ライフ･バランス・セミナーに関する告知・実績報告
・女性活躍推進･働き方改革アドバイザー派遣事業に関する告知
◇区公式SNS
ＤＶ相談窓口（お盆、年末年始等大型連休前）、区主催事業、東京都事業
（引用リツイート含む）の周知

・事業の企画、立案、実施等にあたり、女性のみ男性のみの視点だけではな
　く、男女共同参画の視点も取り入れた。
・性別にかかわらず参加しやすいよう工夫した。
・文章やイラストを性別にとらわれない表現とするよう配慮した。
SNS(区公式Ｘ、フェイスブック、LINE)等を活用し、効果的な周知が図れ
た。男女共同参画に関する記事以外についても、イラスト等の色使いに、性
別役割分担意識を感じさせることのないよう配慮の上情報発信し、計画どお
りに実施した。

（区報、区公式ホームページ、ＳＮＳ等による情報発信）

所管課 すみだ人権同和・男女共同参画事務所

①事業計画
4月の若年層の性暴力被害予防月間、6月の男女共同参画週間、11月の女性に対する暴
力をなくす運動期間等の男女共同参画関連情報等を随時掲載する。

12



((11))

概要
男女共同参画情報を発信
することで男女共同参画
意識を高める。

数値
目標

セミナー等の周知を区報･区HP･SNSに年間
延べ22回以上掲載

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

22

ア

概要
男女共同参画情報を発信
することで男女共同参画
意識を高める。

数値
目標

A4サイズ12ページ 13,000部×2回発行

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画
「墨田区男女共同参画情報誌 すみなか」を発行する。
A4サイズ12ページ 13,000部×2回発行

所管課 すみだ人権同和・男女共同参画事務所（すみだ共生社会推進センター）

①事業計画
「墨田区男女共同参画情報誌 すみなか」を発行する。
A4サイズ12ページ 13,000部×2回発行

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

8月と1月に各13,000部発行した。
【98号】巻頭インタビュー：タレント　関根　麻里
　　　　特集：アンコンシャス・バイアス　無意識の思い込み
【99号】巻頭インタビュー：タレント　風間　俊介
　　　　特集：墨田区シルバー人材センター

紙面の企画、立案、実施等にあたり、男女共同参画の視点を取り入れて作成
した。

男女共同参画の視点から、誰もが生きやすい社会を模索しつつ、地域の話題
や子育て、人生観など、創意工夫し、区民協働で作成することができた。ま
た、こんにちはすみださんでは墨田区で活躍する人物を紹介し、インフォ
メーションページでは、墨田区男女共同参画推進プラン【第６次】を詳細が
閲覧できるようにホームページの二次元コードとともに掲載した。また、ほ
かにも相談事業に関する記事や「あなたの夢おしえてください」投稿ページ
などを掲載し、より区民が身近に感じて興味を引く内容とした。

④次年度計画
男女共同参画推進事業の参加者募集及び実施結果を、性別役割分担意識を感じさせる
ことのないように配慮し、随時掲載する。

男女共同参画情報誌の発行

めざす効果 家庭・地域における男女共同参画意識の高揚

内容
固定的な性別役割分担意識の解消など男女共同参画社会を実現するため、区民と協働
して情報誌を発行します。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

男女共同参画推進事業の参加者募集は区のお知らせと区公式ホー
ムページ等で周知し、その実施結果を区公式ホームページ等に掲載

・性別にかかわらず参加しやすい表現になるように工夫した。
・文章やイラストを性別にとらわれない表現とするよう配慮した。

SNS(区公式Ｘ(旧ツイッター)、フェイスブック、LINE)等を活用し、効果的
な周知が図れた。

（区報、区公式ホームページ、ＳＮＳ等による情報発信）

所管課 すみだ人権同和・男女共同参画事務所（すみだ共生社会推進センター）

①事業計画
男女共同参画推進事業の参加者募集及び実施結果を、性別役割分担意識を感じさせる
ことのないように配慮し、随時掲載する。
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55

ア

概要
男女共同参画を地域や家
庭社会の中で推進する人
材を育成する。

数値
目標

講座全体で、参加者が1,000人を目指す

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

66

ア

概要
性別等にかかわらず家事
分担ができる。

数値
目標

随時相談に応じる。

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画 自主グループとして実施するが、引き続き必要に応じて相談等に応じる。

所管課 健康推進課（保健センター）

①事業計画 自主グループとして実施するが、引き続き必要に応じて相談等に応じる。

男女共同参画
の視点に基づ
いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

男の料理教室
平成28年度より、自主グループとして独立し料理教室を実施してい
るが、必要に応じて相談できる体制を整えている。

固定的な性別役割分担意識にとらわれない内容にした。

新型コロナウイルス感染症により活動を見合わせた時期があったが、
現在は感染防止対策等を講じながら再開している。

④次年度計画
男女共同参画推進啓発講座「共に学ぼう講座」を軸に各種男女共同参画推進講座を継
続して実施する。

男性の家事参加に向けた料理教室の支援（男の料理教室）

めざす効果 家庭・地域における男女共同参画意識の高揚

内容
男性に対して料理の楽しさを伝えることで意識啓発を促進し、家事・育児・介護など
家庭の責任を男女が共に担えるよう自主的に活動している団体を支援します。

男女共同参画
の視点に基づ
いた目標

③
　
評
　
価

ｓｓ

【共に学ぼう講座】
対面方式で実施した。
計9回113名（男性40名、女性73名）が参加。
【その他各種講座】
全ての講座を対面方式で実施した。延べ1,035名（男性472名、女性563名）
が参加。
（ＤＶ予防啓発講座、子育てママ対象講座、情報資料委員会企画運
営講座、すみだパパスクール、性的指向・性自認に関する交流会、学校にお
ける男女共同参画啓発講座、講座委員会企画運営講座、働く人向け対象講
座、デートＤＶ予防啓発講座、すみなか講座）

性別にかかわらず、事業の対象となる方が参加しやすいテーマで実施した。

幅広いニーズに対応するため共に学ぼう講座の回数を増やした。
対面で講座を実施し、事業も拡大、特に若い世代への啓発機会も増やし、男
女共同参画を推進する人材育成を図ることができた。
学校向けに講座の拡充が図れた。登録団体主催による講座（すみなか講座）
を3回から4回に拡充できた。

内容
啓発講座を通じて男女共同参画を地域や家庭、社会の中で推進する人材育成を図りま
す。

所管課 すみだ人権同和・男女共同参画事務所（すみだ共生社会推進センター）

①事業計画
男女共同参画推進啓発講座「共に学ぼう講座」を軸に各種男女共同参画推進講座を実
施する。

区区民民参参加加型型のの意意識識啓啓発発事事業業のの実実施施

男女共同参画推進のための各種啓発講座の開催

めざす効果 家庭・地域における男女共同参画意識の高揚

14



1100

ウ

概要
性別等にかかわらず、子
供一人一人の個性や可能
性を伸ばす。

数値
目標

毎年、資料の見直しを実施する。

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

1111

ウ

概要
性別等にかかわらず、個
性や能力に応じた選択が
できるように支援する。

数値
目標

生活指導主任研修会又は進路指導主任研
修会において、男女共同参画の視点に
たった研修を年1回実施する。

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画
各種研修会・協議会において、男女共同参画観にたった生活・進路指導の啓発、児
童・生徒の男女共同参画意識を育成する。

所管課 指導室

①事業計画
各種研修会・協議会において、男女共同参画観にたった生活・進路指導の啓発、児
童・生徒の男女共同参画意識を育成する。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

進路指導主任研修会において、児童・生徒の男女共同参画意識の育成を視点
に、研修を計画どおり実施した。
実施日（参加人数）：5月22日（11名）、8月1日（35名）
1年次研修会において、教員や児童・生徒の男女共同参画観にたった指導に
ついて、計画通りに研修を実施した。
実施日（参加人数）：6月24日（43人）

・固定的な性別役割分担意識にとらわれない内容にした。
・性別等にかかわらず、おのおのの人権が尊重される工夫をした。

1年次研修会や進路指導主任研修会において、児童・生徒の男女共同参画意
識を育成する視点を取り入れ、研修を行った。

④次年度計画
各種副読本、教材等、男女共同参画を一つの視点として、引き続き改善・見直しを図
る。

男女共同参画の視点にたった生活・進路指導の実施

めざす効果  性別等にかかわらない人権の尊重

内容
各種研究会・協議会で、男女共同参画の視点にたった生活・進路指導を啓発し、児
童・生徒の男女共同参画意識を育てます。

①事業計画
各種副読本、教材等、男女共同参画を一つの視点として、引き続き改善・見直しを図
る。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

計画どおり、改善・見直しを図った。特に資料等で、男女共同参画の視点を
もち、活用する画像やイラストにおける男性と女性のバランスを考慮した上
で作成した。

・文章や挿絵が、性別にとらわれない表現とするようにした。
・性別等にかかわらず、おのおのの人権が尊重される工夫をした。

事業計画に従い、男女共同参画の視点をもち、改善・見直しを図った。

男女共同参画の視点にたった教材等の見直し

めざす効果  性別等にかかわらない人権の尊重

内容 男女共同参画の視点にたった指導資料や教材等の見直しを推進します。

所管課 指導室

基基本本目目標標１１　　人人権権とと多多様様性性がが尊尊重重さされれるるままちち  すすみみだだ
　　施施策策のの方方向向（（１１））　　男男女女共共同同参参画画意意識識をを高高めめまますす
　　　　課課題題②②　　家家庭庭・・学学校校・・地地域域ににおおけけるる男男女女平平等等教教育育・・学学習習のの充充実実

児児童童、、生生徒徒へへのの男男女女平平等等教教育育
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1155

ウ

概要
適正な男女平等教育の推
進をし、性別等にかかわ
らず人権を尊重する。

数値
目標

全区立幼稚園、小・中学校の教員を対象
とした人権教育推進連絡協議会を年３回
実施する。

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

1177

ア

概要

家庭教育支援講座等の開
催等を行うことで家庭と
地域の男女共同参画等の
意識高揚を図る。

数値
目標

家庭教育に関する講座等の開催数 26件

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画 補助金交付・講座の実施、コラムの発行を行い、家庭と地域の意識高揚を図る。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

・補助金交付
　実施団体数10団体、参加者数892人
・家庭教育支援講座（親子参加型）
　2回実施　参加者数110人
・子育てコラムを季刊で発行（区立幼稚園、小学校1年生から3年生の保護者
に配布、区HP上での掲載）

家庭教育支援講座（親子参加型）については、休日の実施により、多くの父
親も参加している。

補助金事業・講座の実施、コラムの発行を通じて家庭と地域の意識高揚を図
ることができた。

内容 家庭教育支援を通じて、男女共同参画意識等の啓発を促進します。

所管課 地域教育支援課

①事業計画 補助金交付・講座の実施、コラムの発行を行い、家庭と地域の意識高揚を図る。

④次年度計画
教員を対象として人権教育推進連絡協議会を実施し、講演や人権尊重教育推進校の取
組の報告等を通して、男女平等教育についての普及、啓発を図り、各学校での充実し
た実践につなげる。

家家庭庭やや地地域域へへのの意意識識啓啓発発

家庭・地域に向けた男女共同参画意識の啓発

めざす効果 家庭・地域における男女共同参画意識の高揚

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

教員を対象として人権教育推進連絡協議会を実施、講演や人権尊重教育推進
校、研究グループの実践報告を通して男女平等教育について普及、啓発を
図った。
・人権教育推進連絡協議会
　6月12日（70名）、9月12日（40人）、11月21日（41人）

性別等にかかわらず、人権が尊重される工夫をした。

人権教育推進連絡協議会を実施し、講演や人権尊重教育推進校の取組の報告
等を通して、男女平等教育の普及、啓発が図れた。

内容
男女共同参画など様々な人権課題における人権教育について協議会・報告会を行い、
推進校や研究グループの研究・実践を深めます。

所管課 指導室

①事業計画
教員を対象として人権教育推進連絡協議会を実施し、講演や人権尊重教育推進校の取
組の報告等を通して、男女平等教育についての普及、啓発を図り、各学校での実践に
つなげる。

教教職職員員のの意意識識のの醸醸成成

人権尊重教育・男女共同参画教育の研究・実践

めざす効果  性別等にかかわらない人権の尊重
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2200

ウ

概要

人権啓発コラムを発信す
ることで、性別等にかか
わらず人権尊重の意識を
高める。

数値
目標

・人権コラムを区報に年3回掲載
・人権週間特集号を区報に年1回掲載

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

2211

ウ

概要

人権啓発冊子等を区公式
ホームページに掲載する
ことで、性別等にかかわ
らず様々な人権問題に対
する意識を高める。

数値
目標

・人権啓発冊子「人権感覚」を3年に1回
改訂
・人権講演会の周知を区報・区HP・SNSに
年間延べ2回以上掲載

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画 ホームページ等での情報発信により、更に啓発を推進していく。

所管課 すみだ人権同和・男女共同参画事務所（人権同和担当）

①事業計画 ホームページ等での情報発信により、更に啓発を推進していく。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

区公式ホームページに人権啓発冊子「人権感覚」を掲載し、様々な人権問題
に対する意識啓発を行った。人権特集号（12月1日号）にも、人権啓発冊子
「人権感覚」の区公式ホームページ掲載箇所を案内する二次元コードを掲載
し、普及啓発を図った。また、人権啓発コラムや国・都等関係機関へのリン
ク集等を作成し、SNSも活用した情報発信を行った。

人権啓発冊子「人権感覚」等作成時には、文章やイラストを性別にとらわれ
ない表現とするよう配慮した。

令和7年度は区公式ホームページにおいて、人権啓発冊子「人権感覚」や関
係機関へつなぐリンク等の掲載をするとともに、人権コラムや人権週間の紹
介などを掲載し、SNSも活用した情報発信を行うことができた。

④次年度計画 区報に年4回掲載する。

区公式ホームページによる情報発信

めざす効果  性別等にかかわらない人権の尊重

内容
人権啓発冊子「人権感覚」等を区公式ホームページに掲載し、様々な人権問題に対す
る意識啓発を行います。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

年間3回のコラムと、12月1日の人権週間特集号に掲載した。
<コラム>
6月11日号：子どもの大切な権利を守る「墨田区こども条例」が施行されま
した
9月11日号：高齢者の人権を考える"ともに支え合う社会をめざして"
2月11日号：インターネットと人権"顔が見えない相手への配慮"
<人権特集号>
12月1日号：女性の人権問題をはじめ、様々な人権問題について個々に取り
上げるとともに、人権啓発冊子「人権感覚」の区公式ホームページ掲載箇所
を案内する二次元コードや各種相談窓口の案内を掲載した。

人権啓発コラムや人権特集号の作成時には、文章やイラストを性別にとらわ
れない表現とするよう配慮した。

令和7年度は、こども、高齢者、インターネットに関する人権啓発コラムを
掲載するなど、広く啓発を行うことができた。また、人権特集号（12月1日
号）では、子どもたちの人権に関する取組や様々な人権問題などを取り上
げ、啓発を行うことができた。

内容
様々な人権問題をコラムとして取り上げ、シリーズ年4回の区報への掲載により、広く
区民へ周知します。

所管課 すみだ人権同和・男女共同参画事務所（人権同和担当）

①事業計画 区報に年4回掲載する。

基基本本目目標標１１　　人人権権とと多多様様性性がが尊尊重重さされれるるままちち  すすみみだだ
　　施施策策のの方方向向（（２２））　　多多様様なな性性をを理理解解しし、、人人権権をを尊尊重重すするる社社会会づづくくりりをを進進めめまますす
　　　　課課題題①①　　人人権権尊尊重重意意識識のの啓啓発発とと適適切切なな情情報報発発信信

人人権権尊尊重重のの観観点点かかららのの情情報報発発信信
区報への人権啓発コラムの掲載

めざす効果  性別等にかかわらない人権の尊重
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2244

ウ

概要

性別等にかかわらず、お
互いを理解し人権を尊重
しあえるよう区民の人権
感覚を育む。

数値
目標

参加者数85人以上

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

2266

ウ

概要

差別事象発生時に適切に
対応することで、あらゆ
る差別や偏見がない、す
べての人権が尊重される
誰にもやさしい地域づく
りを目指す。

数値
目標

差別事象発生件数0件

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画
年度当初に各課へメールで周知するとともに、全庁掲示板にも掲載する。
新任職員研修、主任5年目研修等で対応について周知する。

男女共同参画
の視点に基づ
いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

年度当初に各課へメールで周知するとともに、全庁掲示板にも掲載した。新
任研修等で周知することができた。

性別等にかかわらず、あらゆる差別や偏見は許されないという考えのもと周
知を行うこと。

令和7年度は差別事象の発生はなかった。過去に把握しているものについて
は、各課で差別事象と疑われる案件があった際に、マニュアルのとおりに対
応してもらうことができた。

内容
職員向け人権・同和問題研修等、機会を捉えて対応方法について周知するとともに、
新たな人権課題に対応すべく、必要に応じてマニュアルを更新します。

所管課 すみだ人権同和・男女共同参画事務所（人権同和担当）

①事業計画
年度当初に各課へメールで周知するとともに、全庁掲示板にも掲載する。
新任職員研修、主任5年目研修等で対応について周知する。

④次年度計画 人権講演会を実施し、様々な人権問題に関する啓発を行っていく。

人人権権尊尊重重とと男男女女共共同同参参画画のの視視点点のの定定着着

差別事象発生時の職員対応方法の周知及びマニュアルの更新

めざす効果  性別等にかかわらない人権の尊重

男女共同参画
の視点に基づ
いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

テーマ：中途失明を乗り越えて、盲導犬ユウゴと笑いを届ける
　　　　～落語で人と人との心をつむぐ～
講師：桂文太氏（落語家）
開催日：令和8年2月7日(土)
場所：すみだ生涯学習センター　2階マスターホール
参加者：86名

性別にかかわらず、又、勤労者、子育て中の方を問わず参加しやすいよう
に、イベントの開催曜日、時間帯を考慮し、保育サービスも実施した。

アンケート調査では、約8割の人が内容に満足したと回答しており、多くの
方々から好評を得ることができた。

内容 人権尊重の考え方の普及・啓発を図るため、講演会等を実施します。

所管課 すみだ人権同和・男女共同参画事務所（人権同和担当）

①事業計画 人権講演会を実施し、様々な人権問題に関する啓発を行っていく。

人人権権尊尊重重意意識識啓啓発発事事業業のの実実施施

人権講演会の開催

めざす効果  性別等にかかわらない人権の尊重
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3300

ウ

概要

啓発冊子の配布をするな
ど多様な性の正しい知識
の情報発信をすること
で、性別等にかかわら
ず、お互いを理解し、人
権を尊重しあえるよう意
識の高揚を図る。

数値
目標

・人権啓発冊子「人権感覚」やパンフ
レット等：人権講演会、すみだまつり・
こどもまつりの来訪者に計500部配布
・男女共同参画推進啓発冊子：はたちの
つどい参加者1,400部、中学3年生1,300部
配布

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

3311

ウ

概要

人権研修において啓発・
周知することで、性別等
にかかわらず人権尊重の
意識を高める。

数値
目標

各種職員向け人権研修にて、年2回以上啓
発・周知

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画
各種職員向け人権研修にて、「人権感覚」を活用し、啓発を実施する。
「人権感覚（別冊）」を適宜修正し、職員・教職員等へ周知する。

所管課 すみだ人権同和・男女共同参画事務所（人権同和担当）

①事業計画
各種職員向け人権研修にて、「人権感覚」を活用し、啓発を実施する。
「人権感覚（別冊）」を適宜修正し、職員・教職員等へ周知する。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

各種職員向けの人権研修にて、「人権感覚」を活用し、意識啓発を行った。

人権啓発冊子「人権感覚」作成時には、文章やイラストを性別にとらわれな
い表現とするよう配慮した。

各種職員向けの人権研修では、「人権感覚」を活用し、性自認・性的指向等
について取り上げ、意識啓発を行った。

④次年度計画
人権講演会の実施やすみだまつり・こどもまつりの出展等を通した啓発活動によっ
て、正しい知識の情報発信を図る。

職員、教職員への意識啓発

めざす効果  性別等にかかわらない人権の尊重

内容
多様な性に関する職員ハンドブック、「人権感覚」等の職員向け啓発紙を活用して、
性の多様性を認め尊重していく意識啓発を行います。

①事業計画
人権講演会の実施やすみだまつり・こどもまつりの出展等を通した啓発活動によっ
て、正しい知識の情報発信を図る。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

人権啓発冊子「人権感覚」の人権講演会での配布や区公式ホームページへの
掲載により、多様な性についての啓発を行った。また、すみだまつり・こど
もまつりでは、啓発ブースを出展し、「人権感覚」を約500部、その他啓発
冊子及びリーフレット等を併せて約500部配布した。
男女共同参画推進啓発冊子については、「はたちのつどい」参加者（1,450
部）と中学3年生（卒業に向け、1,360部）へ配付した。

文章やイラストを性別にとらわれない表現とするよう配慮した。

人権啓発冊子「人権感覚」をはじめとした啓発冊子の配布、ホームページへ
の掲載を行い、正しい知識の情報発信を図った。男女共同参画推進啓発冊子
は、「はたちのつどい」参加者と区立中学校の3年生に予定どおり配布する
ことができた。

正しく理解するための情報発信等

めざす効果  性別等にかかわらない人権の尊重

内容 多様な性のあり方を認め、理解し、尊重しあえるよう意識の高揚を図ります。

所管課 すみだ人権同和・男女共同参画事務所

基基本本目目標標１１　　人人権権とと多多様様性性がが尊尊重重さされれるるままちち  すすみみだだ
　　施施策策のの方方向向（（２２））　　多多様様なな性性をを理理解解しし、、人人権権をを尊尊重重すするる社社会会づづくくりりをを進進めめまますす
　　　　課課題題②②　　多多様様なな性性のの理理解解促促進進

多多様様なな性性にに関関すするる意意識識啓啓発発とと情情報報発発信信
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3322

ウ

概要

性別等にかかわらず、お
互いを理解し、人権を尊
重しあえるよう意識の高
揚を図る。

数値
目標

参加者22名（前回参加者数）以上を目指
す。

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画
性の多様なあり方について関心のある方を対象に情報交換や学習ができる交流会
「すみだにじいろカフェ」を引き続き実施する。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

すみだ共生社会推進センター主催交流会「すみだにじいろカフェ」を
実施
開催日：令和8年2月22日（日）
企画運営団体（委託）：特定非営利活動法人　あなたのSOGIE
講座内容：地域から男女共同参画を推進する意識の向上に努め、性的指
    　　  向・性自認についての理解促進と多様性を尊重し合える男女
　　　　　共同参画社会の実現を目指すため、性的マイノリティ当事者
　　　　　やその家族、関係者のほか、性の多様なあり方について関心
　　　　　のある方を対象に情報交換や学習ができる交流会を実施
参加者数：18名

性的マイノリティ当事者やその家族、関係者のほか、性の多様なあり方につ
いて関心がある性的少数者への配慮として交流会会場の雰囲気作りを意識し
た。

対面で交流会を実施し、情報交換や学習の場を設けることができた。

内容
性的指向・性自認等への理解を深めるため、当事者やその家族、関係者等が情報交換
できる交流会を実施します。

所管課 すみだ人権同和・男女共同参画事務所（すみだ共生社会推進センター）

①事業計画
性の多様なあり方について関心のある方を対象に情報交換や学習ができる交流会
「すみだにじいろカフェ」を実施する。

当当事事者者やや関関係係者者等等のの交交流流

性的指向・性自認等への理解を深める交流会の実施

めざす効果  性別等にかかわらない人権の尊重
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3333

ウ

概要

性別等にかかわらず、お
互いを理解し、人権を尊
重しあえるよう意識の高
揚を図る。

数値
目標

相談件数4件（前回件数）以上を目指す。

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと
評価
理由

3344

ウ

概要

性別等にかかわらず、
パートナーとともに安心
して暮らしていける地域
づくりを目指す。

数値
目標

宣誓件数年間15組以上

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画
パートナーシップ宣誓制度を引き続き実施し、区報等を活用して事業を広く周知して
いく。また、各課にパートナーシップ宣誓制度の活用事業調査を行い、利用可能事業
の拡大を図っていく。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

「墨田区パートナーシップ宣誓制度」を令和5年4月から開始した。区のホー
ムページへの掲載や関係機関へのチラシ配布等において事業の周知を行い、
届出者に受理証明書及び受理証明カードを交付した。それとともに、都の
パートナーシップ宣誓制度との連携に関する協定及び東京都行政書士会墨田
支部とも協定を締結している。
また、都のパートナーシップ宣誓制度の活用事業について、年2回調査を
し、現在、区営住宅等への入居申込み等の11事業において活用されている。

性別等にかかわらず、パートナーシップ関係にある二人が利用しやすいよう
制度設計を行った。そのため、性的マイノリティの方に限らず、事実婚の方
なども利用できる制度となっている。

区のホームページ等において事業の周知を図ったことで、性的マイノリティ
の方々に限らず、事実婚関係にあるカップルからも申請いただくことができ
た。「墨田区パートナーシップ宣誓制度」の宣誓件数は事業開始から46組
で、多くの方々に利用していただいている。

内容
パートナーシップ関係にある二人が区長に宣誓することで、届け出られたことを証明
する受理証明書及び受理証明カードを交付します。

所管課 すみだ人権同和・男女共同参画事務所（人権同和担当）

①事業計画
パートナーシップ宣誓制度を引続き実施し、区報等を活用して事業を広く周知してい
く。また、各課にパートナーシップ宣誓制度の活用調査を行い、利用可能事業の拡大
を検討していく。

④次年度計画 月一回（毎月第4木曜日）の電話相談を引き続き実施する。

性性的的ママイイノノリリテティィにに対対すするる支支援援

墨田区パートナーシップ宣誓制度の運用

めざす効果  性別等にかかわらない人権の尊重

①事業計画 月一回（毎月第4木曜日）の電話相談を実施する。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

月一回（毎月第4木曜日）午後3時から午後7時まで専用電話回線による
電話相談を実施
相談件数：6件

LGBTQ+当事者やその家族、知人等に配慮し、専用電話回線、秘密厳守、匿
名、相談料無料、予約不要などの対応を行った。

相談者が徐々に増加し、広報等の効果が表れていると思われる。

性的指向・性自認に関する専門電話相談「すみだにじいろ相談」の実施

めざす効果  性別等にかかわらない人権の尊重

内容
性的指向・性自認に関する専門知識を有する相談員が、当事者やその家族、関係者等
からの悩みごとや相談を専用回線による電話相談で受け付け、支援する。

所管課 すみだ人権同和・男女共同参画事務所（すみだ共生社会推進センター）

基基本本目目標標１１　　人人権権とと多多様様性性がが尊尊重重さされれるるままちち  すすみみだだ
　　施施策策のの方方向向（（２２））　　多多様様なな性性をを理理解解しし、、人人権権をを尊尊重重すするる社社会会づづくくりりをを進進めめまますす
　　　　課課題題③③　　性性的的ママイイノノリリテティィへへのの支支援援

相相談談窓窓口口のの充充実実
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3388

ク

概要

地域のなかで世代や性別
を問わず、お互いが支え
あえる地域づくりを目指
す。

数値
目標

・実施地区の拡大
・地域福祉プラットフォームを週2回以
上、開催する。

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

住民主体の小地域福祉活動への支援、助成を行い、事業の推進を図った。
＜事業実績＞
・小地域福祉活動実施地区（33地区）
・ふれあいサロン実施地区（8地区）
・拠点型ふれあいサロン実施地区（3地区）
・おもちゃサロン（2カ所）
・地域福祉プラットフォーム（6カ所）
・地域福祉活動セミナー、小地域福祉活動連絡会開催

チラシ等の作成において誰もが参加しやすいような世代や性別にとらわれな
い表現とするよう配慮すると同時にSNS等を活用し広く周知を図った。

地域のなかで世代や性別を問わず、お互いが支えあえる地域づくりを目指
し、小地域福祉活動やふれあいサロンを実施する地域を支援した。地域のゆ
るやかな見守り・支えあい活動の充実を目的に地域福祉活動セミナーを開催
した。
おもちゃサロンについては、おもちゃの貸し出しを行い、おもちゃサロン開
催日に参加できない子どもでも気軽におもちゃで遊べる体制づくりを行って
いる。
地域福祉プラットフォームは地域のニーズや季節に応じたイベントや勉強会
等を積極的に取り入れ、事業の充実を図ると同時に、出張プラットフォーム
を実施し、誰もが参加できる機会を創出した。

④次年度計画

住民主体の小地域福祉活動活動団体の支援、助成をはじめ、イベントや勉強会等を積極
的に取り入れ、事業の充実、推進を図る。
＜事業計画＞
・小地域福祉活動実施地区の拡大
・ふれあいサロン実施地区の拡大
・拠点型ふれあいサロン実施地区（3地区）
・おもちゃサロン（2カ所）
・地域福祉プラットフォームおよび出張プラットフォーム（7カ所）
・地域福祉活動セミナー、小地域福祉活動連絡会の開催

内容
社会福祉法人墨田区社会福祉協議会で推進している、町会・自治会を範囲とした地域単
位で行う支えあい・助けあい活動である「小地域福祉活動推進事業」に助成し、地域共
生社会の実現を目指します。

所管課 地域福祉課（厚生課）

①事業計画

住民主体の小地域福祉活動活動団体の支援、助成をはじめ、イベントや勉強会等を積極
的に取り入れ、事業の充実、推進を図る。
＜事業計画＞
・小地域福祉活動実施地区の拡大
・ふれあいサロン実施地区の拡大
・拠点型ふれあいサロン実施地区（3地区）
・おもちゃサロン（2カ所）
・地域福祉プラットフォームおよび出張プラットフォーム（6カ所）
・地域福祉活動セミナー、小地域福祉活動連絡会の開催

めざす効果  男女共同の視点による安心安全な生活

基基本本目目標標１１　　人人権権とと多多様様性性がが尊尊重重さされれるるままちち  すすみみだだ
　　施施策策のの方方向向（（３３））　　男男女女共共同同参参画画のの視視点点でで地地域域力力をを高高めめまますす
　　　　課課題題①①　　地地域域ににおおけけるる男男女女共共同同参参画画のの推推進進

地地域域ににおおけけるる男男女女共共同同参参画画意意識識のの啓啓発発

地域で助け合う小地域福祉活動の推進
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4411

ア

概要

生きがいづくり等の支援
をすることで、地域にお
いて男女共同参画意識が
高まる。

数値
目標

イベント参加延べ人数1,058人

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

4422

ア

概要

性別等にかかわらず地域
活動に参画することによ
り、いきいきと活力のあ
るまちづくりを進める。

数値
目標

友愛訪問活動実施クラブ：80クラブ
介護予防講習参加者数：500人

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画
・友愛訪問活動　実施クラブ　80クラブ　訪問員 2,000人
　対象 2,500人　 訪問回数 3,000回
・墨老連主催介護予防講習の実施　参加者数500人

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

・老人クラブでの友愛訪問活動
  実施クラブ68クラブ　訪問員1,710人　対象2,112人
  訪問回数2,427回
・墨老連主催介護予防講習の実施　参加者数 474人
（健康ウォーキング教室、筋力トレーニング教室、棒体操教室）

老人クラブに加入している男性の中には、現役時代に地域活動を行う機会に
恵まれなかった方も少なくない。そういった方々が、退職後に老人クラブに
加入し、友愛訪問を始めとした地域活動を行うことで、社会貢献意識を養っ
ている。

クラブ全体の高齢化による活動減により、友愛訪問活動実施クラブと予防講
習の参加者は減少したが、活動を通して、社会貢献意識を養えるため。

内容
高齢期を迎えた男女が共に地域の中で生きがいをもって暮らし続けるため、社会奉仕、
友愛活動及び健康をすすめる活動を促進する老人クラブを支援します。

所管課 高齢者福祉課

①事業計画
・友愛訪問活動　実施クラブ　80クラブ　訪問員 3,500人
　対象 3,500人　 訪問回数 10,000回
・墨老連主催介護予防講習の実施　参加者数500人

④次年度計画
・セカンドステージセミナーの実施(年4回)　・生きがい講座の実施(年6回)
・シニア人材バンク事業の運営　・シニア向け情報紙の発行(月1回)
・シニアメールマガジンの配信(月2回)

男男性性のの地地域域活活動動へへのの参参画画支支援援

男性の社会貢献意識の向上促進（老人クラブ活動の活性化）

めざす効果 家庭・地域における男女共同参画意識の高揚

所管課 高齢者福祉課

①事業計画
・セカンドステージセミナーの実施(年4回)　・生きがい講座の実施(年6回)
・シニア人材バンク事業の運営　・シニア向け情報紙の発行(月1回)
・シニアメールマガジンの配信(月2回)

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

・セカンドステージセミナー(延べ771人)　・生きがい講座(延べ287人)
・シニア人材バンク事業(12件派遣)
・シニア向け情報紙の発行(月1回3,000部)
・シニアメールマガジンの配信(月2回186人)

性別を問わず楽しめるイベントを開催した。

定年後の社会貢献意識の向上に向け事業計画どおりにイベントを実施し、地
域における男女共同参画を推進したため。

内容 定年後のシニアに向け活動の場を提供し、社会参加や生きがいづくりを支援します。

定年後の社会貢献意識の向上（セカンドステージセミナー等）

めざす効果 家庭・地域における男女共同参画意識の高揚
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4433

ク

概要

男女共同参画の視点に
立った避難所運営の体制
構築を行うことで、地域
防災力の向上に繋げる。

数値
目標

各拠点会議において、性別にかかわらず人
権が尊重される避難所運営の体制を年1回
以上検討する。

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

4455

ク

概要
性別等に関わらない防災
に関する意識の高揚を図
る。

数値
目標

参加者20名以上を目指す。

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画 男女共同参画の視点で防災に関する啓発講座を引き続き実施する。

所管課 すみだ人権同和・男女共同参画事務所（すみだ共生社会推進センター）

①事業計画
男女共同参画の視点で防災を学び、災害時の性別役割分担意識について等の講座を実施
する。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

「防災」をテーマとした講座を２回実施。
・1回目：令和7年6月14日「パパが作る災害時の防災クッキング～管理栄養
士兼防災士に学ぶ、子どもを持つ家庭や妊婦への備え～」
　参加者7名
・2回目：令和8年3月7日「楽しく学ぶアクティブ防災®と共生社会～我が家
の特徴を活かして備えよう～」
　参加者28名

事業の企画、立案、実施等にあたり、女性のみ男性のみの視点だけではな
く、男女共同参画の視点も取り入れた。
男性の講座への参加を促し、より防災に対する意識向上を図れるよう１回目
は男性をメインとしたテーマにした。

防災に対する意識啓発を十分に図り、また、男女共同参画の視点による防
災の自己認識を深めることができた。

内容 男女共同参画の視点で防災・防犯に関する意識啓発講座等を実施します。

①事業計画
地域防災活動拠点会議等にて、引き続き男女共同参画の視点に立った避難所運営の体制
構築について検討する。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

男女共同参画の視点に立った運営体制構築の検討を進めた。

女性のみ男性のみの視点だけではなく、男女共同参画の視点も取り入れた。

女性職員や女性の防災士が増えたことにより、女性の視点を積極的に取り入
れることが可能となり、運営体制の充実を図った。

④次年度計画
地域防災活動拠点会議等にて、引き続き男女共同参画の視点に立った避難所運営の体制
構築について検討する。

男女共同参画の視点からの防災・防犯における意識啓発

めざす効果  男女共同の視点による安心安全な生活

所管課 防災課

基基本本目目標標１１　　人人権権とと多多様様性性がが尊尊重重さされれるるままちち  すすみみだだ
　　施施策策のの方方向向（（３３））　　男男女女共共同同参参画画のの視視点点でで地地域域力力をを高高めめまますす
　　　　課課題題②②　　防防災災・・防防犯犯ににおおけけるる男男女女共共同同参参画画のの推推進進

防防災災・・防防犯犯講講座座等等のの実実施施やや避避難難所所運運営営体体制制のの構構築築

避難所運営体制の構築

めざす効果  男女共同の視点による安心安全な生活

内容 男女共同参画の視点に立った避難所運営体制の構築を目指します。
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4477

ア

概要

妊婦のパートナー、子ど
もの父となる人に対し、
妊婦の体調の理解や乳幼
児のいる家庭での育児、
家事参加を促進する。

数値
目標

年間30回事業実施

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画
年間22回実施予定（土曜開催のみ）
昨年度までは初産婦のパートナーを対象としていたが、今年度は第2子以降の出産を
迎える方も参加できるように対象者の範囲を拡大する。

①事業計画
年間24回実施予定。
これまで土曜日のみの実施であったが、7年度は平日も2回実施する。

男女共同参画
の視点に基づ
いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

パパのための出産準備クラス参加者数
24回開催　741組　1,375人

事業名称に「パパのための」とつけることで、男性中心の教室を意識づけ
た。
「妊婦体験」「父の立場になる人同士のグループワーク」等を行い、妊婦
のパートナー、子どもの父となる人の意識と理解の向上に努めた。
「パパのための」との事業名称であったが、妊婦も一緒に参加する方が多
数を占めた。アンケートには、「(クラスに参加して)大変良かった・良
かった」「(知りたいと思った情報が)十分得られた、得られた」がそれぞ
れ9割以上のため、想定通りの効果を発揮した。

男性のための育児教室の実施（パパのための出産準備クラス）

めざす効果 家庭・地域における男女共同参画意識の高揚

内容
男性が育児に関わることができるよう、育児に関する知識や技術についての講座を
開催します。

所管課 健康推進課（保健センター）

基基本本目目標標２２　　性性別別等等ににかかかかわわららずず誰誰ももがが輝輝きき、、
　　　　　　　　　　　　　　　　ととももにに活活躍躍ででききるるままちち　　すすみみだだ
　　施施策策のの方方向向（（１１））　　ワワーークク・・ラライイフフ・・ババラランンスス（（仕仕事事とと生生活活のの調調和和））をを推推進進ししまますす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【【女女性性活活躍躍推推進進計計画画】】
　　　　課課題題①①　　誰誰ももがが共共にに担担うう子子育育ててへへのの支支援援

男男性性のの子子育育てて参参画画支支援援
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4488

キ

概要
子育てへの男性の意識を
高め、また、女性の子育
ての負担軽減を図る。

数値
目標

講座を3回（前回実施回数）以上開催

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画 全3回講座実施予定

所管課 すみだ人権同和・男女共同参画事務所（すみだ共生社会推進センター）

①事業計画 全3回講座実施

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

すみだパパスクール　11月　3回実施
・1回目
　講師：ファザーリングジャパン副代表理事　高祖　常子 氏
　内容：家族の時間を大切にするパパのワークライフ
・2回目
　講師：ファザーリング・ジャパン会員　坪井 博一 氏
　内容：パパと一緒に遊ぶと楽しい！
　　　　一緒に楽しむパパ講座と写真撮影の大切さ
・3回目
　講師：一般社団法人日本ベビーダンス協会 代表理事　山本 由美子 氏
　内容：パパ！ベビー！リズム！の三位一体！
　　　　親子で楽しむベビーダンス
　参加者数：延べ29人 (うち男性受講者29人）

男性向けの講座を全3回実施した。
座学にて家事等に対する意識向上に加え、子どもと一緒に参加する内容を
実施することで子育てに対する意識向上を図った。

男性に子育てすることの楽しさを伝え、子育て参画への意識啓発を行っ
た。また、同じ境遇の参加者同士で、意見交換できる機会を提供すること
ができた。

男性の子育て参画支援講座の実施（父親対象事業）

めざす効果  性別等にかかわらない仕事と生活の調和

内容
男性向けの講座を実施し、男性が子育てや家庭生活、地域活動に、積極的に関わる
ことができるよう意識啓発を行います。
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4499
オ

概要

全ての妊婦に面接を行
い、妊婦とその家族が安
心して出産・育児に臨め
るようにする。

数値
目標

2,500人（すみだ健康づくり総合計画の
令和7年度目標値。墨田区人口ビジョン
では年少人口は今後減少するとされてい
るが、維持を目標とする。）

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

5500

キ

概要

児童に放課後等における
遊びや生活の場を設ける
ことで、健全な育成を図
る。

数値
目標

待機児童数 0名

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと
評価
理由

④次年度計画
保護者が就労等により昼間適切な保護及び育成をすることができない児童を対象
に、放課後等における遊びと生活の場を与え、健全な育成を図る。また、待機児童
解消に寄与している私立学童クラブに対し、運営経費の一部を補助する。

所管課 地域子育て課（子育て政策課）

①事業計画
保護者が就労等により昼間適切な保護及び育成をすることができない児童を対象
に、放課後等における遊びと生活の場を与え、健全な育成を図る。また、待機児童
解消に寄与している私立学童クラブに対し、運営経費の一部を補助する。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

・公立学童クラブ69クラブ
・私立学童クラブ 9クラブ
　運営経費補助　 7クラブ

性別にかかわらず、保護者の就労等の状況から学童保育の必要性を審査
し、その児童に遊びと生活の場を与え、健全な育成を図る。

待機児童が発生していることから、学童クラブを新規開設した。引き続き
学童クラブのサービス拡充に努める。

④次年度計画

妊娠初期から子育て期までの切れ目ない支援を行うため、妊娠中に助産師等の専門
職が面接を行う。支援が必要な妊婦には支援プランを作成する。経済的な支援の促
進を図るため、配布する育児パッケージについて、1万円分から2万円分へ増額す
る。

学童クラブ事業の実施

めざす効果  性別等にかかわらない仕事と生活の調和

内容
保護者が就労等により昼間適切な保護及び育成をすることができない児童を対象
に、放課後等における遊びと生活の場を与え、健全な育成を図る。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

・面接者数（妊娠届出者全員が対象）
  2,419人（うち支援プラン作成　332人）
　すみだ保健子育て総合センターで実施（一部オンライン面接を含む）
　※妊娠届出者のうち、面接未実施者には勧奨を実施
・育児パッケージ配布数　2,447個
（面接実施者全員に配布。面接者数より上回るのは、多胎児がいるた
め。）

予約制の導入と土曜日の定期実施により、面接時にパートナーが同席しや
すい環境づくりを行った。

次年度に育児パッケージの増額が予定されたことから年度末の面接実績に
影響があったものの、妊娠初期から子育て期までの切れ目ない支援を行う
ため、妊娠中に助産師等の専門職が面接を行い、支援が必要な妊婦には支
援プランを作成し支援を行うことができた。

内容
妊娠初期から子育て期までの切れ目ない支援を行うため、妊娠中に助産師等の専門
職が面接を行い、関係機関と連携して必要な支援を行います。

所管課 健康推進課

①事業計画

妊娠初期から子育て期までの切れ目ない支援を行うため、妊娠中に助産師等の専門
職が面接を行う。支援が必要な妊婦には支援プランを作成し、必要に応じて関係機
関との連携を図る。また、面接実施者へ育児パッケージ（こども商品券）を配布す
る。

出出産産・・子子育育てて応応援援事事業業
出産・子育て応援事業「ゆりかご・すみだ」

めざす効果 生涯を通じた健康支援
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5511

キ

概要

保護者の病気、出産等に
よる緊急的な保育等の実
施など、誰でも必要な時
に利用できるよう環境を
整えていく。

数値
目標

延べ日数：
2,500日（緊急一時保育事業）
　 60日（ショートステイ事業）

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画
緊急一時保育事業・ショートステイ事業を継続して実施することで、子育て支援を
図ります。

所管課 子育て支援総合センター

①事業計画
緊急一時保育事業・ショートステイ事業を継続して実施することで、子育て支援を
図ります。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

・緊急一時保育事業
　人数　63人　延べ日数　 870日
・ショートステイ事業
　件数　109件  延べ日数　365日

ホームページ、チラシ、申請書等の文章やイラストを性別にとらわれない
表現とした。

緊急一時保育事業については昨年度より利用人数・延べ日数共に減少して
いるが、相談があったもの全てに対応することができた。ショートステイ
事業については利用人数・延べ日数共に増加した。

一時的に子どもを預かる子育て支援事業

めざす効果  性別等にかかわらない仕事と生活の調和

内容
保護者が、病気や出産等で子どもの世話ができない時や育児が一時的に困難な家庭
の子どもを預かり、子育てを支援します。
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5599

ウ

概要
性別等にかかわらず介護
者の負担軽減等を図る。

数値
目標

開催延べ回数 140回

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画
認知症家族介護者教室　48回実施/年
男性介護者教室　4回実施/年
認知症普及啓発事業　(一般)64回/年　(専門)24回/年　実施

所管課 高齢者福祉課

①事業計画
認知症家族介護者教室　48回実施/年
男性介護者教室　4回実施/年
認知症普及啓発事業　(一般)64回/年　(専門)24回/年　実施

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

・総合相談
　随時
・認知症家族介護者教室        (令和6年度)
　69回実施/年　延べ538人参加  (67回実施/年　延べ543人参加）
  内訳　男性149人　女性389人　(内訳　男性158人　女性385人）
・男性介護者教室              (令和6年度)
　4回実施/年　延べ30人参加　 （4回/年　延べ34人参加）
  内訳　男性29人　女性1人    （内訳　男性34人　女性0人）
・認知症普及啓発事業(一般）  （令和6年度)
　52回実施/年　延べ1114人参加（59回実施/年　延べ1245人参加）
　内訳　男性306人　女性808人 （内訳　男性420人　女性825人）
・認知症普及啓発事業(専門） 　(令和6年度)
　19回実施/年　延べ320人参加  (18回実施/年　延べ251人参加）
　内訳　男性78人　女性242人 　(内訳　男性54人　女性197人)

高齢男性の方の中には、現役時代に介護者を担ったり啓発事業への参加機
会に恵まれなかった方も少なくない。そういった方々も含めて性差なく参
加ができるよう周知をしている。

認知症家族介護教室、普及啓発事業について、概ね予定した事業内容、実
施回数を達成した。参加者はいずれも増加した。

　　　　課課題題②②　　誰誰ももがが共共にに担担うう介介護護（（介介助助））へへのの支支援援

介介護護（（介介助助））者者へへのの支支援援のの充充実実

男性介護者教室や認知症家族介護者教室の実施

めざす効果  性別等にかかわらない人権の尊重

内容
認知症など高齢者の介護について学ぶとともに、介護者同士の情報共有・ネット
ワークづくりを進め、介護者の負担軽減等を図ります。

基基本本目目標標２２　　性性別別等等ににかかかかわわららずず誰誰ももがが輝輝きき、、
　　　　　　　　　　　　　　　　ととももにに活活躍躍ででききるるままちち　　すすみみだだ
　　施施策策のの方方向向（（１１））　　ワワーークク・・ラライイフフ・・ババラランンスス（（仕仕事事とと生生活活のの調調和和））をを推推進進ししまますす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【【女女性性活活躍躍推推進進計計画画】】
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6600

キ

概要
介護者の仕事や育児、介
護の両立を図り、WLBの
推進を目指す。

数値
目標

・介護費助成55日
・引き続き区HPや障害者福祉の手引きで
周知する。

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

6622

ウ

概要

相談による助言・援助を
行うことで、性別にかか
わらずその人らしい生活
を継続していくことがで
きるようにする。

数値
目標

高齢者支援総合センター８カ所それぞれ
で相談に対応する。

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画 引き続き、高齢者等へ助言・援助を行う。

所管課 高齢者福祉課

①事業計画 引き続き、高齢者等へ助言・援助を行う。

男女共同参画
の視点に基づ
いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

令和7年度
一般相談新規　6,579件
一般相談継続　15,600件

・性別にかかわらず利用しやすいよう工夫した。
・パンフレット等の文章やイラストを性別にとらわれない表現とするよう
にした。
・性別にかかわらず、事業の対象となる方にサービスが及んだ。

相談件数は昨年度より増加し、性別等に関わらず、本人にとって適切な機
関やサービスへとつなげるよう助言・援助を行った。

④次年度計画
介護者が一時的に被介護者を介護することが困難となった場合、介護委託費用の助
成、病院での被介護者の保護等を行う。

高齢者の総合相談窓口業務の実施

めざす効果  性別等にかかわらない人権の尊重

内容 区内８か所にある高齢者支援総合センターで、介護者の相談に対応します。

所管課 障害者福祉課

①事業計画
介護者が一時的に被介護者を介護することが困難となった場合、介護委託費用の助
成、病院での被介護者の保護等を行う。

男女共同参画
の視点に基づ
いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

・支援施設緊急利用事業
　利用者数　6人
　述べ利用日数　157日
・緊急一時介護・保護事業
　病院保護：0件
　介護費助成：述べ20日

この事業については、区HP及び障害者福祉の手引き「フレーフレーマイ
ペース」で周知している。

冠婚葬祭や病気・休養など様々な事情により、一時的に介護することが困
難となった場合に利用できる制度としている。

実績の多い少ないにかかわらず、この制度を利用することで、心身障害者
（児）を介護する者が、その人らしく生活するための一助となっているこ
とからWLBの推進という面で評価できる。

緊急一時介護・保護事業の実施

めざす効果  性別等にかかわらない仕事と生活の調和

内容 心身障害者（児）緊急一時介護、障害者緊急保護等の事業を実施します。
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6666

キ

概要

ワーク・ライフ・バラン
スの具体的な取組方法等
を紹介し、性別にかかわ
らず働きやすい社会に向
けた意識啓発を図る。

数値
目標

年3回セミナーを開催する。
（事業者向け2回、労働者向け1回）

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画
セミナーを4回実施し、区民や事業者にワーク・ライフ・バランスの具体的な取組方
法等を紹介する。

所管課 すみだ人権同和・男女共同参画事務所

①事業計画
セミナーを実施し、区民や事業者にワーク・ライフ・バランスの具体的な取組方法
等を紹介する。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

◇ワーク・ライフ・バランスセミナー（男女雇用平等セミナー）を、
東京都労働相談情報センターとの共催で開催した。
・クオーター制と女性活躍推進～法的視点からのアプローチ～
　開催日：令和7年6月17日（火）・18日(水)
　講師：弁護士　松本　三加　氏
　概要：17日：クオーター制について
　　　　18日：女性活躍推進のために
　主な対象者：経営者、人事労務担当者等
　参加者数：30人
・アンコンシャス・バイアスに気づき、キャリアの可能性を広げる
　～自分らしい働き方を見つけるための2日間～
　開催日：令和7年9月10日（水）・17日(水)
　講師：株式会社フィスメック取締役EAP事業本部長
　　　　公認心理師・臨床心理士・シニア産業カウンセラー
        　樺沢　敏紀 氏
　概要：10日：男女平等社会における雇用の現状を知る－働き方を
　　　　　　取り巻く環境
　　　　17日：未来を拓く―自分らしい働き方を見つけるためのヒント
　参加者数：10日23名、17日36名
◇事業者向けワーク・ライフ・バランスセミナーを、区で開催した。
・再確認！　2025年育児・介護休業法改正のポイントと実務対応
　－両立支援から多様な働き方実現へ－
　開催日：令和8年2月10日（火）
　主な対象者：経営者、管理職、人事労務担当者
　概要：育児・介護休業法改正（2025）のポイントや実務で押さえる
　　　べき点の再確認　など
　講師：特定社会保険労務士、産業カウンセラー、二級キャリアコン
　　　サルティング技能士　小笠　博子 氏
　参加者：7名

・事業の企画、立案、実施等にあたり、女性のみ男性のみの視点だけでは
なく、男女共同参画の視点も取り入れた。
・性別にかかわらず参加又は利用しやすいよう工夫した。
・性別にかかわらず、人権が尊重されるような工夫をした。
予定した全てのセミナーが実施できた。それぞれのセミナーにおいて、時
事を捉え、今日的なテーマに取り組むことができた。区主催セミナーで、
アンケート提出者のうち、「大変参考になった」「やや参考になった」の
回答が合わせて100%であった。

　　　　課課題題③③　　ワワーークク･･ラライイフフ･･ババラランンスス((仕仕事事とと生生活活のの調調和和))のの推推進進

ワワーークク・・ラライイフフ・・ババラランンススのの実実現現にに向向けけたた啓啓発発活活動動

ワーク・ライフ・バランス推進のための講演会の実施

めざす効果  性別等にかかわらない仕事と生活の調和

内容 ワーク・ライフ・バランスの意義や方法を紹介し意識啓発を図ります。

基基本本目目標標２２　　性性別別等等ににかかかかわわららずず誰誰ももがが輝輝きき、、
　　　　　　　　　　　　　　　　ととももにに活活躍躍ででききるるままちち　　すすみみだだ
　　施施策策のの方方向向（（１１））　　ワワーークク・・ラライイフフ・・ババラランンスス（（仕仕事事とと生生活活のの調調和和））をを推推進進ししまますす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【【女女性性活活躍躍推推進進計計画画】】
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6688

キ

概要

事業者へアドバイザーを
派遣することで中小企業
に勤める方の仕事と生活
の両立について支援し女
性活躍推進等を図る。

数値
目標

1回2時間までを最大3回まで／1社あたり
4社にアドバイザーを派遣する。

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画
事業廃止。代わりにワーク・ライフ・バランスセミナーの回数を1回増やし、ワー
ク・ライフ・バランスガイドを作成する（どちらも中小企業向け）。

所管課 すみだ人権同和・男女共同参画事務所

①事業計画
区内の中小企業等（常時雇用する従業員が100人以下）に対しアドバイザーとして社
会保険労務士を派遣する。

男女共同参画
の視点に基づ
いた目標

③
　
評
　
価

ｂｂ

派遣実績なし
広報広聴担当のプロモーションサポートを受け、よりわかりやすいチラシ
を作成した。

パンフレット、チラシ、申請書等の文章やイラストを性別にとらわれない
表現とするようにした。

CATV（ウィークリーすみだ）、YouTubeでのPRのほか、ビジネスサポー
ターへの情報提供、区内SDGs宣言事業者へのチラシの郵送、すみだ産業情
報ニュース＠LINEからの配信、すみだ産業ナビへのリンク貼付を行いPRに
努めた。しかし、申請がなかった。

女性活躍推進や働き方改革を実現するためのアドバイザーの派遣

めざす効果  性別等にかかわらない仕事と生活の調和

内容
常時雇用する労働者が100人以下の区内中小企業等に対し、アドバイザーを派遣する
ことで、女性活躍推進、働き方改革、ワーク・ライフ・バランスの推進を図りま
す。

32



7711

イ

カ

概要

職員一人一人が性別にか
かわらず能力を十分に発
揮し、長期的に活躍でき
る視点を育む。

数値
目標

年間一回以上

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと
評価
理由

④次年度計画
「女性の就業生活における活躍に関する法律」に基づき、女性だけでなく誰もが働き
やすい環境整備を目指しつつ、「職員育成基本方針」を踏まえたキャリアアップを進
める研修等を実施するとともに、各所属で昇任試験の受験勧奨を行う。

所管課 職員課

①事業計画
「女性の就業生活における活躍に関する法律」に基づき、女性だけでなく誰もが働き
やすい環境整備を目指しつつ、「職員育成基本方針」を踏まえたキャリアアップを進
める研修等を実施するとともに、各所属で昇任試験の受験勧奨を行う。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

◇女性の管理・監督職の割合や男性職員の育休取得率についての数値目標を
掲げた「墨田区女性の活躍推進のための特定事業主行動計画」に基づき、経
験年数等の節目においてキャリアアップを促進する研修を実施した。
（目標値）
　管理職における女性職員の占める割合22%程度
　男性職員の育児休業取得率85%程度
（参考）
　管理職における女性職員の占める割合 約14.3%(令和7年度)
　男性職員の育児休業取得率　80.6%（令和7年度）

◇女性職員だけでなく、男性職員も含め、職員向けにキャリアアップを進め
るための研修等を実施するとともに、所属長を通じて昇任試験の受験勧奨を
行った。
・キャリアアップ研修（3回、128人）（令和7年度）
・昇任選考　管理職受験者21人（うち女性1人）（令和7年度）

※平成30年度の行政系人事制度の改正により、総括係長職昇任及び係長職昇
任については「選考」から「能力実証」に変更になった。
※令和3年度に改訂した「職員育成基本方針」に基づき、管理監督者の立場
で活躍する女性職員の育成やワーク・ライフ・バランスを意識した職場づく
りについて取り組んでいる。

昇任選考前に事前説明会を行い、職員に対し広く周知を図った。

管理職における女性職員の占める割合が増加した。

女性職員へ管理職選考等の受験促進

めざす効果
 性別等にかかわらない個性・能力に応じた選択

 あらゆる分野における男女共同参画の推進

内容
管理職である女性職員の割合が、目標の22％程度となるよう女性職員に管理職選考等
を受験するよう促します。

基基本本目目標標２２　　性性別別等等ににかかかかわわららずず誰誰ももがが輝輝きき、、
　　　　　　　　　　　　　　　　ととももにに活活躍躍ででききるるままちち　　すすみみだだ
　　施施策策のの方方向向（（２２））　　性性別別等等ににかかかかわわららずず誰誰ももががいいききいいききとと働働けけるるよようう支支援援ししまますす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【【女女性性活活躍躍推推進進計計画画】】
　　　　課課題題①①　　働働くく場場ででのの女女性性のの活活躍躍推推進進

管管理理・・監監督督者者へへのの女女性性登登用用促促進進
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7722

イ

カ

概要

職員一人一人が性別にか
かわらず能力を十分に発
揮し、長期的に活躍でき
る視点を育む。

数値
目標

年間一回以上

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

7744

キ

概要

多様化している家庭に関
する相談に的確に対応
し、相談内容に応じた
サービスを案内する。

数値
目標

満足度（「満足」と「やや満足」をあわ
せた数値）：80%

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画 相談室「おひさまルーム」又はオンラインでの個別相談を実施する。

男女共同参画
の視点に基づ
いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

保育サービス相談件数：2,077件（前年度1,762件）

相談者の性別、年齢などを含む個人情報に留意し、相談に応じた。

子育て家庭や妊婦が教育・保育施設や地域子ども・子育て支援事業を円滑に
利用できるように、対面、オンライン、電話による個別の保育サービス相談
を受け、情報提供、助言等必要な支援を行った。

内容
保育コンシェルジュ事業を実施し、それぞれの家庭に適した保育サービスを案内しま
す。

所管課 子ども施設課（令和7年度まで子育て支援課）

①事業計画 相談室「おひさまルーム」又はオンラインでの個別相談を実施する。

④次年度計画 年間一回以上実施予定

仕仕事事とと家家庭庭のの両両立立にに資資すするる保保育育のの実実施施

保育サービス相談（保育コンシェルジュ）事業の実施

めざす効果  性別等にかかわらない仕事と生活の調和

男女共同参画
の視点に基づ
いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

キャリアアップ研修（3回、128人（うち女性77人））

多様な立場の職員が参加しやすいような内容および進行を意識した。
誰もが発言しやすい雰囲気づくりを重視した。

性別にかかわらず幅広い層の職員が参加しており、結果的には多様な意見交
換が行われた点は、男女共同参画の観点からも意義のある取組になったと考
えられる。

内容
キャリア形成や昇任へのチャレンジ意欲の喚起のため、キャリアアップ研修を実施し
ます。

所管課 職員課

①事業計画 年間一回以上実施予定

キャリアアップ研修の実施

めざす効果
 性別等にかかわらない個性・能力に応じた選択

 あらゆる分野における男女共同参画の推進
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8844

イ

概要
性別等にかかわらない能
力発揮のスキルを身に付
ける。

数値
目標

参加者9名（前回参加者数）以上を目指
す。

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

8866

イ

概要
求職者にカウンセリング
を実施し、就職へ結びつ
ける。

数値
目標

就職者数　30人（うち、女性18人）

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画
・就職・キャリア相談：毎週月～金曜日　14：00～17：00
・臨床相談：毎月第2土曜日　13：00～17：00

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

・就職・キャリア相談：毎週月～金曜日　13：00～17：00
　　　　　　　　　　　水曜日のみ　15：00～19：00
・臨床相談：毎月第2土曜日13：00～17：00
利用者数  69人（うち、女性46人）
就職者数  26人（うち、女性18人）

性別にかかわらず、事業の対象となる方にサービスが及んだ。

就職活動に困難を抱える求職者にカウンセリングを実施し、就職へ結びつけ
ることができた。

内容
39歳以下の求職者やその親族、子育て世代等の女性を対象に、専門のキャリアカウン
セラーが就職活動の進め方から仕事選び、適性診断等についてのアドバイスや就職後
の相談に応じます。

所管課 経営支援課

①事業計画
・就職・キャリア相談：毎週月～金曜日　13：00～17：00
　　　　　　　　　　　水曜日のみ　15：00～19：00
・臨床相談：毎月第2土曜日　13：00～17：00

④次年度計画 働く人対象講座を継続して実施予定

就就職職にに関関すするるカカウウンンセセリリンンググやや相相談談

就職相談コーナー事業の実施「就職・仕事カウンセリングルーム」

めざす効果  性別等にかかわらない個性・能力に応じた選択

所管課 すみだ人権同和・男女共同参画事務所（すみだ共生社会推進センター）

①事業計画 働く人対象講座を令和8年2月に実施

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

働く人対象講座を実施
開催日：令和8年2月28日（土）
講師：キャリアコンサルタント　金井　津美
講座内容：金井津美氏が共同開発したカードゲーム「LwSi」を通じて、
　　　　　アドラー心理学の「共同体感覚」を体験し、心理的安全性と
　　　　　協働について学んだ。
参加者数：10名

性別、年代で隔てることなくグループワークを行った。

予定していた時期に実施できた。共同体感覚を体験することで活発に意見交
換が行われた。アンケート提出者のうち、「大変満足」「まあまあ満足」の
回答が100％であった。

　　　　課課題題②②　　就就業業ににおおけけるる男男女女共共同同参参画画のの推推進進

労労働働にに関関すするる情情報報提提供供等等

就労に関する意識啓発

めざす効果  性別等にかかわらない個性・能力に応じた選択

内容
男女共同参画の視点から、就労に関する啓発のための情報発信や講座等を実施しま
す。

基基本本目目標標２２　　性性別別等等ににかかかかわわららずず誰誰ももがが輝輝きき、、
　　　　　　　　　　　　　　　　ととももにに活活躍躍ででききるるままちち　　すすみみだだ
　　施施策策のの方方向向（（２２））　　性性別別等等ににかかかかわわららずず誰誰ももががいいききいいききとと働働けけるるよようう支支援援ししまますす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【【女女性性活活躍躍推推進進計計画画】】
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8877

カ

概要

審議会等の女性委員の割
合を向上することで、男
女共同参画の視点を反映
し、性別等にかかわらず
活躍できる社会を目指
す。

数値
目標

令和10年度までに審議会等の委員の割合
が男女ともに40%以上。少なくとも女性委
員任用状況が30％を下回らない。

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画

・女性・男性委員の割合が令和10年度までにともに40％以上になることをめざし、積
極的な女性の登用を働きかける。
・女性委員の任用等を含む審議会等委員の公募制の導入について、関係各課に働きか
け、委員の女性比率の向上を図る。
・審議会等の女性委員の割合調査で、女性の割合が10％未満の審議会に対し、その理
由も調査し、できる限り女性比率を高めるよう働きかける。

①事業計画

・女性・男性委員の割合が令和10年度までにともに40％以上になることをめざし、積
極的な女性の登用を働きかける。
・女性委員の任用等を含む審議会等委員の公募制の導入について、関係各課に働きか
け、委員の女性比率の向上を図る。
・審議会等の女性委員の割合調査で、女性の割合が10％未満の審議会に対し、その理
由も調査し、できる限り女性比率を高めるよう働きかける。

男女共同参画
の視点に基づ
いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

・令和7年4月1日現在の各種審議会・委員会への女性委員任用状況は31.2％
（前年度比-1.3ポイント）
・各審議会への女性委員の任用について、各課に基準日（4月1日）の状況を
報告し、積極的登用を呼びかけた。

・ジェンダー統計（男女の置かれている状況を客観的に把握する）の観点か
らの男女別データがある。
・事業を実施する者が、男女共同参画の視点を推進した。

女性委員の任用増をめざし、附属機関委員等の選出選考時期に、当年度の数
値を示しての依頼を各課にすることができた。しかし、前年度よりも女性委
員の任用割合が減少した。今後も新6次プランの目標である「令和10年度ま
でに男女ともに40％以上」を目指す。

所管課 すみだ人権同和・男女共同参画事務所

基基本本目目標標２２　　性性別別等等ににかかかかわわららずず誰誰ももがが輝輝きき、、
　　　　　　　　　　　　　　　　ととももにに活活躍躍ででききるるままちち　　すすみみだだ
　　施施策策のの方方向向（（３３））　　意意思思決決定定過過程程へへのの女女性性のの参参画画をを進進めめまますす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【【女女性性活活躍躍推推進進計計画画】】
　　　　課課題題①①　　意意思思決決定定過過程程へへのの女女性性のの参参画画促促進進

審審議議会会等等ににおおけけるる女女性性委委員員のの比比率率向向上上

審議会等への女性委員の任用促進と公募制の拡大

めざす効果  あらゆる分野における男女共同参画の推進

内容
区の審議会等の委員に女性を積極的に登用すること及び公募制の拡大を関係各課に働
きかけ、女性のいない審議会をなくすように努めます。審議会等の委員の割合を、男
女ともに2028（令和10）年度までに40％以上にすることを目指します。
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9900

エ

概要
意識啓発及び情報の周知
強化

数値
目標

ＤＶ予防啓発講座を区立中学校4校以上で
実施

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画 出前講座「デートＤＶ予防啓発講座」を区立中学校4校で実施する。

①事業計画 出前講座「デートＤＶ予防啓発講座」を区立中学校4校で実施する。

男女共同参画
の視点に基づ
いた目標

③
　
評
　
価

ｓｓ

・ＤＶ予防啓発講座
　区内在住在勤在学の女性を対象にＤＶ予防啓発講座として護身術講座、
デートＤＶ予防啓発講座として、区立中学校4校で出前講座を実施した。延
べ参加数554名（男性275名、女性279名）
・「すみなかパープルリボンプロジェクト」の実施
　「女性に対する暴力をなくす運動」期間中、館内に紫色の装飾を施すとと
もに、情報資料コーナーにおいて特集コーナーを設ける等、運動についての
PRを実施した。

あらゆる暴力を防止することが期待できる事業内容とした。

出前講座「デートＤＶ予防啓発講座」では、若い世代にＤＶに関する知識を
持ってもらうことができ、また、相談窓口を含む、男女共同参画推進拠点施
設としてのセンターの存在と役割や、「女性に対する暴力をなくす運動」に
ついて周知することができた。

パープルリボンプロジェクトの取組

めざす効果 あらゆる暴力の防止

内容
配偶者等からの暴力（ＤＶ）が重大な人権侵害であること、またその防止についての
講座等を実施します。

所管課 すみだ人権同和・男女共同参画事務所（すみだ共生社会推進センター）

基基本本目目標標３３　　ああららゆゆるる暴暴力力をを許許ささずず、、心心とと身身体体がが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　健健ややかかにに過過ごごせせるるままちち　　すすみみだだ
　　施施策策のの方方向向（（１１））　　ああららゆゆるる暴暴力力のの根根絶絶ののたためめのの施施策策をを進進めめまますす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【【ＤＤＶＶ防防止止基基本本計計画画】】
　　　　課課題題①①　　配配偶偶者者等等かかららのの暴暴力力（（ＤＤＶＶ））のの防防止止・・早早期期発発見見・・被被害害者者支支援援

配配偶偶者者等等かかららのの暴暴力力（（ＤＤＶＶ））のの予予防防・・早早期期発発見見
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9911

エ

概要
意識啓発や情報の周知に
加え、被害者支援に関す
る強化

数値
目標

【女性のためのカウンセリング＆ＤＶ相
談】
月・火・水・金曜日、第2・第4土曜日
10時～16時
第1・第3木曜日　15時～20時
【すみだ男性悩み相談】
毎月第2木曜日　15時～20時

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画
機会をとらえて、さらに当該相談事業の周知を行う。
すみだ男性悩み相談は事業拡充して相談日を月2回にして実施予定

所管課 すみだ人権同和・男女共同参画事務所（すみだ共生社会推進センター）

①事業計画
当該相談事業の周知を行う。
令和7年7月より「すみだ男性の悩み相談」を開始

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

【女性のためのカウンセリング＆ＤＶ相談】
相談件数1,047件（うちＤＶ相談123件） 延べ552人
【すみだ男性悩み相談】
相談件数16件

・相談対応日数を前年度同様に維持し、実施した。
・相談は無料で実施しており、必要に応じて関係各機関とも連携し、問題解
決へのサポートを行った。
・区ホームページ、SNS等において、相談窓口の紹介を行った。
・情報誌「すみなか」において、相談窓口の紹介を行った。

あらゆる暴力を防止することが期待できる事業内容としている。
男性特有の悩みに対して支援できるよう事業を拡大した。

相談内容の複雑化・深刻化が懸念されるが、相談者が自力で問題解決し、自
立へ向かうきっかけとして機能した。

ＤＶ予防啓発、相談事業の実施

めざす効果 あらゆる暴力の防止

内容
夫婦関係、暴力に関する悩みや女性が抱える様々な悩みを解決するため、専門の相談
窓口を設け、問題解決のサポート体制を充実します。
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9944

エ

概要
支援対象者を保護し、適
切な支援を行う。

数値
目標

相談数等が増加することは必ずしも望ま
しい状態ではないため目標値は設定しな
い。

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

9955

エ

概要
関係機関と連携し、支援
対象者の保護・支援を行
う。

数値
目標

相談数等が増加することは必ずしも望ま
しい状態ではないため目標値は設定しな
い。

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと
評価
理由

④次年度計画 関係機関との円滑な連携を図る。

所管課 地域福祉課（生活福祉課）

①事業計画 関係機関との円滑な連携を図る。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

・関係各課（子育て支援総合センター・保健センター等）、施設（母子生活
支援施設・保育園等）、学校等の関係者との会議（要保護児童対策協議会4
回、ケース検討会6回）
・必要に応じて同行支援等を行い、庁舎内外（警察機関等）におけるDV支援
担当等の関係者との連携を深め、子の福祉の面から支援の充実を図った。

・性別にかかわらず、人権が尊重されるような工夫をした。
・あらゆる暴力を防止することが期待できる事業内容とした。

関係者会議等を随時実施（参加）し、連携の強化に努めた。

④次年度計画
様々な困難を抱える女性に対し、ＤＶに関する緊急的な相談保護にとどまらず、その
抱える問題に対して支援できる体制を作っていく。

関係機関との連携強化と子の福祉面からの支援の充実

めざす効果 あらゆる暴力の防止

内容
配偶者等からの暴力（ＤＶ）が子どもへの虐待となることから、子どもの福祉面から
の支援の充実を図るため、関係機関との連携を強化します。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

【相談支援】
・女性相談員によるＤＶケース等への助言及び直接支援を実施。関係機関と
連携し、自立支援も含めた長期的な支援をしている。
・ＤＶ被害者等に関する同行支援を委託
【実績】
①ＤＶ相談者数：延べ101名[女性相談 84名（ストーカー行為等除く）＋母
子相談 4名(ストーカー行為等除く）＋家庭相談 13名）]
②同行支援：74件（うち委託件数 13件）
③証明書の発行：相談・支援証明 5件、支援措置証明 5件、給付金関係証明
等 1件（令和7年12月1日以降、ＤＶに関する証明発行は、墨田区配偶者暴力
相談支援センターとして実施。支援措置 5件、その他 5件）

・性別にかかわらず、人権が尊重されるような工夫をした。
・あらゆる暴力を防止することが期待できる事業内容とした。

関係機関と協力しながら、支援を行い、対象者の自立を図ることができた。

内容
配偶者等からの暴力（ＤＶ）などの様々な問題や被害に対応するため、相談・支援体
制を充実します。

所管課 地域福祉課（生活福祉課）

①事業計画
様々な困難を抱える女性に対し、ＤＶに関する緊急的な相談保護にとどまらず、その
抱える問題に対して支援できる体制を作っていく。

被被害害者者支支援援

ＤＶに関する相談、支援

めざす効果 あらゆる暴力の防止
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9988

エ

概要

ＤＶ被害者の支援を行う
ために配偶者暴力相談支
援センターの機能を整備
する。

数値
目標

6月に1回ＤＶ防止連絡会を開催する。

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

概要

ＤＶ被害者の支援を行う
ために配偶者暴力相談支
援センターの機能を整備
する。

数値
目標

関係機関と機能整備に向けた検討会を複
数回開催する。

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと
評価
理由

④次年度計画 配偶者暴力相談支援センターの機能を担い、相談者の支援を行っていく。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

令和7年12月1日、墨田区配偶者暴力相談支援センター機能を整備した。
・ＤＶ相談件数　80件
・証明書発行件数　10件（支援措置 5件、その他 5件）
・一時保護件数　5件

あらゆる暴力を防止することが期待できる事業内容とした。

関係機関と調整を進め、機能整備に至った。

④次年度計画
配偶者暴力相談支援センターの事務局として連携強化を行う。ＤＶ相談専用ダイヤル
のチラシの作成を委託し、より一層の周知を図る。

所管課 地域福祉課（生活福祉課）

①事業計画 機能整備に向けて検討を重ねていく。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ｓｓ

・ＤＶ相談専用ダイヤル（相談件数：23名（うち女性17名))を12月1日に開
設し、墨田区配偶者暴力相談支援センターの機能を整備した。（要綱制定）
・ＤＶ防止連絡会開催（6月16日）12課17名
・関係機関との調整
・配偶者暴力に関する相談件数調査（東京都）取りまとめ
・東京都における配偶者暴力相談支援センター連携会議参加
・他区センター状況確認

・あらゆる暴力を防止することが期待できる事業内容とした。
・性別にかかわらず利用しやすいよう工夫した。

次年度目標だった機能整備を実施し、相談専用ダイヤルを開設した。

内容
ＤＶ被害者支援のため、既存の機能や連携体制を生かし、配偶者暴力相談支援セン
ターの機能を整備します。

所管課 すみだ人権同和・男女共同参画事務所

①事業計画 配偶者暴力相談支援センターの機能整備に向け、引き続き調整を行う。

関関係係機機関関ととのの連連携携及及びび体体制制のの強強化化

配偶者暴力相談支援センターの機能整備

めざす効果 あらゆる暴力の防止

40



110011

エ

概要
相談先の周知をすること
で、ＤＶ防止や被害の軽
減に努める。

数値
目標

・区報に年2回以上掲載
・ＤＶ防止啓発ステッカーを、区内施設
に配布（各トイレ）、区庁舎の各階トイ
レの鏡に貼付
・はたちのつどい参加者（1,450枚）、中
学3年生（1,300枚）へデートＤＶ防止啓
発カードを男女共同参画啓発冊子ととも
に配布

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画
・薬剤師会に区内薬局へのＤＶ防止啓発ステッカーの配置を依頼する。
・ＤＶ相談先について、ホームページ、SNS等に掲載する。

所管課 すみだ人権同和・男女共同参画事務所

①事業計画
・ＤＶ相談先一覧カードをステッカーに変更して配布し、周知に努める。
・歯科医師会に区内歯科医院へのＤＶ防止啓発ステッカーの配置を依頼する。
・ＤＶ相談先について、ホームページ、SNS等に掲載する。

男女共同参画
の視点に基づ
いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

・区報や区公式ホームページに、「若年層の女性を取り巻く暴力や犯罪」、
「女性に対する暴力をなくす運動」に関するテーマの記事を掲載した。（4
月、11月）
・区報掲載：ＤＶ相談専用ダイヤル開設(12/1）ＤＶ相談先一覧(12/21）
・区庁舎内男女別各トイレ（地下1階～17階）、多目的トイレの鏡にＤＶ防
止啓発ステッカーを貼付
・ＤＶ防止啓発ステッカーを区内37施設に配布
・歯科医師会に、ＤＶ防止啓発ステッカーの区内歯科医院での配置を依頼し
た。（150セット）
・「はたちのつどい」参加者と区内公立中学校の3年生に、男女共同参画啓
発冊子とデートＤＶ防止啓発カードを配布した。
・民生委員・児童委員協議会地区会でＤＶ防止啓発ステッカーによる周知に
ついての案内を配布した。

あらゆる暴力を防止することが期待できる事業内容とした。

・各月間・週間に合わせ、区報や区公式HPに掲載した。大型連休等に合わ
せ、区公式Ｘ・フェイスブック・LINEから情報発信を行った。
・ＤＶ相談先一覧カードをステッカーに変更し、区内施設等に男女別、多目
的各トイレ等に貼付を依頼した。

　　　　課課題題②②　　男男女女共共同同参参画画社社会会をを阻阻害害すするるああららゆゆるる暴暴力力のの根根絶絶

男男女女共共同同参参画画社社会会をを阻阻害害すするる要要因因にに関関すするる情情報報発発信信とと啓啓発発

区公式ホームページや啓発紙による情報発信

めざす効果 あらゆる暴力の防止

内容
暴力（ＤＶ、デートＤＶ含む）、ハラスメント、ストーカー行為、性被害等の防止の
ため、区公式ホームページへの掲載や啓発紙の発行を通じて啓発するとともに、被害
等に関する相談先の情報を提供します。

基基本本目目標標３３　　ああららゆゆるる暴暴力力をを許許ささずず、、心心とと身身体体がが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　健健ややかかにに過過ごごせせるるままちち　　すすみみだだ
　　施施策策のの方方向向（（１１））　　ああららゆゆるる暴暴力力のの根根絶絶ののたためめのの施施策策をを進進めめまますす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【【ＤＤＶＶ防防止止基基本本計計画画】】
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110044

ウ

概要
性別等にかかわらず、人
権が尊重される。

数値
目標

毎年、実施する。

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

110066

ウ

概要

相談員の中には女性もい
ることを周知し、女性職
員も躊躇なく相談できる
体制があることを知って
もらう。

数値
目標

職員アンケートにおいて、ハラスメント
相談対応窓口の存在を知っている職員割
合を100％に近づける。

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画 職員が相談しやすい体制をさらに整備するため、外部専門機関等を活用する。

男女共同参画
の視点に基づ
いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

ハラスメント相談件数　令和7年度　3件

相談者が女性の場合、原則女性相談員を加えて対応した。

相談窓口を周知することで、令和6年度より相談件数が増加した。

内容
職員に関するセクシュアル・ハラスメント及び他のハラスメントの苦情相談窓口・苦
情処理委員会を庁内に設置し、相談体制を充実します。

所管課 職員課（令和8年度から総務課）

①事業計画
ハラスメント相談員の対応能力向上のため、研修等を実施する。
職員が相談しやすい体制をさらに整備するため、外部専門家等を活用する。

④次年度計画
各種研修会等やサポート訪問として学校を訪問した際に服務事故防止についての研修
を実施し、働きやすい職場づくりについての啓発を図るとともに、ハラスメントの影
響についての理解を深め、対策の推進に努める。

ハハララススメメンントト対対策策、、相相談談窓窓口口のの充充実実

ハラスメントを未然に防ぐための庁内体制の確立

めざす効果  性別等にかかわらない人権の尊重

男女共同参画
の視点に基づ
いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

各種研修会等で服務事故防止関する研修を実施し、服務事故を起こした際の
影響について知り、服務事故防止の啓発を図るとともに、理解を深め、対策
の推進に努めた。
校（園）長38人、副校（園）長37人、新任主幹教諭14人、初任者40人

・固定的な性別役割分担意識にとらわれない内容にした。
・性別等にかかわらず、おのおのの人権が尊重される工夫をした。。

各種研修会等で服務事故防止に関する研修を実施し、服務事故防止の啓発を
図るとともに、理解を深めることができた。

内容
校長・副校長・初任者研修会等において、セクシュアル・ハラスメント防止の研修会
を実施します。

所管課 指導室

①事業計画
各種研修会等やサポート訪問として学校を訪問した際に服務事故防止についての研修
を実施し、働きやすい職場づくりについての啓発を図るとともに、ハラスメントの影
響についての理解を深め、対策の推進に努める。

職職員員、、教教職職員員へへのの啓啓発発とと研研修修のの実実施施

教職員向けハラスメント防止の研修会の実施

めざす効果  性別等にかかわらない人権の尊重
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110077

キ

概要

多様化している子どもと
家庭に関する相談に的確
に対応し、相談内容に応
じた支援を行う。

数値
目標

総合相談件数：20,000件

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画 子育てに関する相談を引き続き実施する。

所管課 子育て支援総合センター

①事業計画 子育てに関する相談を引き続き実施する。

男女共同参画
の視点に基づ
いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

子育て相談：201件（電話相談：112件、来所相談：31件、メール相談：58
件）
子育て情報提供：390件（電話：307件、来所：83件）
虐待関係相談：15,794件（電話13,337件、来所877件、訪問1,580件）

相談者の性別、年齢などを含む個人情報に留意し、相談に応じた。

子育てに関する相談の中で、必要に応じて他機関と連携しつつ支援等を行っ
た。

子育て相談の実施

めざす効果  性別等にかかわらない仕事と生活の調和

内容
子どもと家庭に関する様々な相談を子ども自身や保護者から受け、内容に応じてコー
ディネートを行い相談・支援を行います。
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111133

オ

概要

生活習慣病の予防、健康
増進等に関する知識を普
及させ、健康の保持・増
進を図る。

数値
目標

講演会の区報利用率100％

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画
子育て講演会、健康セミナー、依存症講演会、思春期講演会、家族の会、うつ予防講
演会、家族のための連続講座、食生活講習会等を「区のお知らせ」、区公式ホーム
ページ、区公式LINE等のSNS、チラシ等を通じて情報を発信する。

①事業計画
子育て講演会、健康セミナー、依存症講演会、思春期講演会、家族の会、うつ予防講
演会、家族のための連続講座、食生活講習会等を「区のお知らせ」、区公式ホーム
ページ、区公式LINE等のSNS、チラシ等を通じて情報を発信する。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

◇すべての講演会は区報、ホームページ、チラシにて周知
・子育て講演会 7月21日号、9月1日号、11月11日号、12月1日号
・健康セミナー　5月1日号、9月21日号、2月11日号
・依存症講演会　5月11日号
・思春期講演会　7月11日号
・家族会  毎月11日号
・うつ予防講演会　8月11日号、2月11日号
・家族のための連続講座　12月11日号
・食生活講習会  5月1日号、10月1日号、1月11日号
・親子料理教室　7月11日号
◇区報により、以下の情報を発信
・がん検診や健康診査等、健康づくりに関する情報を掲載（毎月1日号）
・区が実施する健康診査の案内を掲載（5月11日号、7月1日号）
・受動喫煙に関する記事を掲載（5月21日号）
・熱中症に関する記事を掲載（6月11日号）
・がん対策事業の周知（9月1日号）

男女問わず区民全体に周知を行うため「区のお知らせ」や区公式ホームペー
ジ、区公式LINEをを積極的に活用した。

各種講演会を通じて区民の健康づくり運動の推進、知識の普及・啓発等、効
果的な周知を図ることができた。

めざす効果 生涯を通じた健康支援

内容
区民が日常生活の中で健康づくりを実践できるよう、「区のお知らせ」、区公式ホー
ムページ、区政情報番組等を通じて情報を発信し、区民の健康づくり運動の推進、知
識の普及・啓発を図ります。

所管課 健康推進課（保健センター）

基基本本目目標標３３　　ああららゆゆるる暴暴力力をを許許ささずず、、心心とと身身体体がが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　健健ややかかにに過過ごごせせるるままちち　　すすみみだだ
　　施施策策のの方方向向（（２２））　　心心とと身身体体をを尊尊重重すするる社社会会づづくくりりをを進進めめまますす
　　　　課課題題①①　　生生涯涯をを通通じじたた健健康康支支援援

健健康康づづくくりりのの知知識識のの普普及及・・啓啓発発

区報、区公式ホームページ、区政情報番組を活用した健康づくりのための情報発信
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111144

オ

概要

生活習慣病の予防、健康
増進等に関する知識を普
及させ、健康の保持・増
進を図る。

数値
目標

講習会等の実施回数年間24回以上

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画
子育て講演会、健康セミナー、依存症講演会、思春期講演会、家族の会、うつ予防講
演会、家族のための連続講座、食生活講習会等の実施

所管課 健康推進課（保健センター）

①事業計画
子育て講演会、健康セミナー、依存症講演会、思春期講演会、家族の会、うつ予防講
演会、家族のための連続講座、食生活講習会等の実施

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

・子育て講演会　4回214人
・健康セミナー　3回57人
・思春期講演会　1回(オンデマンド配信で実施)　申込81件　視聴回数249回
・依存症講演会　1回20人
・家族会　12回75人
・うつ予防講演会
　2回(うちオンデマンド配信1回)
　対面：27人　オンデマンド配信　申込95件　視聴回数132回
・家族のための連続講座　2回31人
・食生活講習会3回50人
・親子料理教室2回11組22人
・女性の健康週間イベント、がん普及啓発イベントの開催
・すみだ花体操普及啓発事業　557回 9,173人 ）

子育て世代が参加を促す目的で一部講演会では保育を実施した。

各種講演会を通じて区民の健康づくり運動の推進、知識の普及・啓発等、効
果的な知識の普及・啓発を図ることができた。

健康づくりのための講習会の実施

めざす効果 生涯を通じた健康支援

内容
区民が日常生活の中で健康づくりを実践できるよう、各種講習会を通じて区民の健康
づくり運動の推進、知識の普及・啓発を図ります。
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111155

オ

概要
妊産婦の来所する様々な
機会に、喫煙、受動喫煙
の防止を図る。

数値
目標

随時、来所者への意識付けを行う。

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

111177

オ

概要

性別を問わず性や妊娠に
関する正しい知識を身に
つけ健康管理を促す「プ
レコンセプションケア」
の普及啓発を図る。

数値
目標

随時、普及啓発を実施

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画 オンライン相談支援事業の実施。普及啓発を行う。

所管課 健康推進課（保健センター）

①事業計画 推進協議会の設置・運営。オンライン相談支援事業の実施。普及啓発を行う。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

・推進協議会の開催（6月・8月・2月全3回）
・オンライン相談の実施　相談件数25件
・普及啓発チラシ作成
・区内企業での普及啓発講座の開催
・区公式インスタグラムにおける広告配信

女性の視点に偏りがちな妊娠・出産について、常に男性の視点も取り入れた
協議会の運営や事業実施になるよう配慮した。

区内企業社員を協議会に招き社内での取り組みの契機にしてもらった他、企
業社員向けの啓発講座を実施した。

④次年度計画
親子健康手帳（母子健康手帳）発行時面接、出産準備クラス、新生児訪問、母子健診
において、禁煙の働きかけやリーフレット配布を実施

リプロダクティブ・ヘルスの推進

めざす効果 生涯を通じた健康支援

内容
妊娠前の男女の健康状態を改善し、将来の母子の健康リスクに影響する行動や環境要
因を減らすことで、短期的、長期的に区の母子保健の増進を図ります。

所管課 健康推進課（保健センター）

①事業計画
親子健康手帳（母子健康手帳）発行時面接、出産準備クラス、新生児訪問、母子健診
において、禁煙の働きかけやリーフレット配布を実施

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

・親子健康手帳（母子健康手帳）交付2,735人
・出産準備クラス　57回1,675人
・新生児訪問 2497人
・乳児健康診査　36回　2139人
・禁煙医療費補助事業の実施：登録58件、助成17件
・禁煙啓発リーフレットの作成及び配布

妊産婦と関わる全ての機会で、重複した情報でも喫煙防止の発信を行い、必
要な情報の提供を続けた。

妊娠期及び産後の喫煙を防止するために、各母子保健事業で禁煙の働きかけ
をした。

妊産婦の喫煙防止の推進

めざす効果 生涯を通じた健康支援

内容
妊娠期及び産後の喫煙を防止するため、親子健康手帳(母子健康手帳）発行時や各母子
保健事業で禁煙を働きかけます。
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111199

オ

概要
生涯を通じた健康づくり
を支援する。

数値
目標

区報等で年12回周知する。

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画
・がん検診の実施（胃がん・大腸がん・肺がん・子宮頸がん・乳がん）
・受診勧奨の実施（胃がん、大腸がん、肺がん、子宮頸がん、乳がん）
・NPO法人等との協働によるピンクリボンイベント等の実施

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

・周知方法：区のお知らせ、診療窓口及び薬局等における周知
・受診者数
　胃がん　　　 6,520人(うち女性 3,830人)
　大腸がん　　18,450人(うち女性11,221人)
　肺がん　　　10,553人(うち女性 5,902人)
  子宮頸がん   7,190人
  乳がん　　　 5,758人
　
・がん検診推進事業の実施（大腸・子宮・乳）
・胃がん、大腸がん、肺がん、子宮頸がん、乳がん検診の
  受診勧奨の実施

男女別データがある。

がん検診受診者全体は増加傾向にあり、受診者における女性の割合は引き続
き高い数値を維持しているため、予定通りの効果を発揮した。しかし、男性
のがんの死亡率は23区の中で高い状況が続いている。

内容
がんの早期発見のため、女性の受診機会の拡充等、がん検診の充実に努め、区民の生
涯を通じた健康づくりを支援します。

所管課 健康推進課（保健センター）

①事業計画
・がん検診の実施（胃がん・大腸がん・肺がん・子宮頸がん・乳がん）
・受診勧奨の実施（胃がん、大腸がん、肺がん、子宮頸がん、乳がん）
・NPO法人等との協働によるピンクリボンイベント等の実施

検検診診実実施施、、受受診診促促進進

がんの早期発見、女性の受診機会の拡大

めざす効果 生涯を通じた健康支援
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112222

オ

概要

精神障害者及びその家族
に対し、相談事業を行い
社会経済活動への参加を
支援すると共に、地域住
民の心身の健康に関する
知識の普及啓発を図る。

数値
目標

各事業年間12回以上の実施

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

④次年度計画

・ママのリラックスタイム　10回
・親と子の相談室　45回
・思春期相談　24回
・依存症相談　12回
・こころの健康相談　24回

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

・こんにちは赤ちゃん事業 [平成28年度よりEPDS(エジンバラ産後うつ質問
票)アンケート実施]：2,311件
・乳児健診EPDS（エジンバラ産後うつ質問票）アンケート実施者数：59人
・親と子の相談室：48回実施　68人
・ママのリラックスタイム(出産後の母親の集まり)：12回実施　26人
・思春期相談：24回　実施 35人
・依存症相談：12回　実施 23人
・こころの健康相談：24回　実施　34人

女性のライフステージにおける心の健康課題に関する各種相談事業を実施し
た。

思春期から老年期までの心の健康に関する各種相談事業を実施し支援につな
げることができた。

内容 思春期・妊娠期・更年期・老年期における女性の精神的な相談を行います。

所管課 健康推進課

①事業計画

・ママのリラックスタイム　12回
・親と子の相談室　48回
・思春期相談　24回
・依存症相談　12回
・こころの健康相談　24回

健健康康相相談談のの実実施施

心の健康相談の実施

めざす効果 生涯を通じた健康支援

48



112255

イ

概要
資格取得等を支援し、対
象者の自立を促進する。

数値
目標

給付対象者が多いことが必ずしも望まし
い状態ではないため、目標値は設定しな
い。

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

112266

キ

概要
ひとり親家庭等に対し
て、適切な支援を行う。

数値
目標

随時、必要に応じて制度を案内する。

②
実施
状況

男女共同参画
の視点で工夫

したこと

評価
理由

④次年度計画
手当を支給することにより、ひとり親家庭等の生活の安定と自立を支援し、児童の福
祉の増進を図る。

所管課 子育て支援課

①事業計画
手当を支給することにより、ひとり親家庭等の生活の安定と自立を支援し、児童の福
祉の増進を図る。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

児童扶養手当受給者数 1,242人（R8年3月末）
児童育成手当受給者数 1,706人（R8年3月末）

性別にかかわらず、申請者の生活実態や経済状況に合わせ、適宜聴き取りや
実態調査を行うことにより、適切に認定及び審査を行った。

申請に基づき手当支給業務を適切かつ円滑に実施することにより、ひとり親
家庭等の生活の安定と自立の促進を図ることに寄与できた。

内容
手当を支給することにより、ひとり親家庭等の生活の安定と自立を支援し、児童の福
祉の増進を図ります。

①事業計画
就労に有利な資格取得を目指すひとり親家庭の父又は母を支援するため、受講費用や
生活費の一部を助成し、その生活の安定を支援する。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

ひとり親家庭高等職業訓練促進給付金　17件
ひとり親家庭高等職業訓練促進給付金（修了一時金）10件
ひとり親家庭自立支援教育訓練給付金　7件

パンフレット、チラシ、申請書等の文章やイラストを性別にとらわれない表
現とするようにした。

資格取得中の生活費等を支援することで、資格取得による就労状況の改善や
生活の安定に寄与することができた。

④次年度計画
就労に有利な資格取得を目指すひとり親家庭の父又は母を支援するため、受講費用や
生活費の一部を助成し、その生活の安定を支援する。

児童扶養手当・児童育成手当

めざす効果  性別等にかかわらない仕事と生活の調和

めざす効果  性別等にかかわらない個性・能力に応じた選択

内容
就労の厳しい状況にあるひとり親家庭の父又は母の能力開発・生活支援のために費用
の一部を助成し、就業を効果的に促進します。

所管課 地域福祉課（生活福祉課）

ひとり親家庭自立支援給付金事業の実施

基基本本目目標標３３　　ああららゆゆるる暴暴力力をを許許ささずず、、心心とと身身体体がが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　健健ややかかにに過過ごごせせるるままちち　　すすみみだだ
　　施施策策のの方方向向（（３３））　　誰誰ももがが安安心心ししてて暮暮ららせせるる環環境境のの整整備備をを進進めめまますす
　　　　課課題題①①　　経経済済的的なな困困難難をを抱抱ええるる人人へへのの支支援援

生生活活支支援援のの充充実実
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113377

ウ

概要
相談窓口を設置すること
で安心して暮らせる環境
づくりを整備する。

数値
目標

24件/年

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

113388

ウ

概要
介護事業所に向けた研修会
を行うことで、人権感覚を
身につける。

数値
目標

研修後のアンケートで、研修満足度60％
以上の達成をめざす。

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

 性別等にかかわらない人権の尊重

所管課 介護保険課

①事業計画 介護事業者全体連絡会で、人権問題に関する研修会・講習会を実施する。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

全体事業者連絡会において、人権感覚を育むというテーマの下、「介護保険
事業者が知っておくべき人権」について取り上げた。なお、介護事業者向け
の情報提供サイトである「墨田区ケア俱楽部」にも本事業者連絡会の資料や
ハラスメントに関する通知を掲載し、介護事業所向けに情報発信を実施し
た。

性別にかかわらず人権を尊重することの重要性を伝える研修を行った。

全体事業者連絡会の開催に伴い、区内の介護事業者に周知を行った。また、
研修会のアンケートにて研修満足度調査を実施したところ、回答事業所のう
ち13％が「大変満足」、56％が「満足」、28％が「普通」との結果であっ
た。

④次年度計画 介護事業者全体連絡会で、人権問題に関する研修会・講習会を実施する。

内容
介護保険サービスを提供する事業者を対象に、人権問題に関する研修会・講習会等を
実施し、意識啓発を行います。

所管課 広報広聴担当

①事業計画 引き続き、外国人相談を実施する。

男女共同参画
の視点に基づ

いた目標

③
　
評
　
価

ａａ

外国人相談を実施した。
・中国語（毎週水曜日）14件
・英語（毎週水曜日）  11件

性別にかかわらず利用しやすいよう工夫した。

通訳が必要な外国人に対して、円滑なコミュニケーションのもと、適切に案
内することができた。

④次年度計画 引き続き、外国人相談を実施する。

介護事業者対象人権研修会の実施

めざす効果

内容
区内在住･在勤の外国人を対象に、日常生活での悩み事などを気軽に相談できる英語と
中国語による外国人相談を行います。

基基本本目目標標３３　　ああららゆゆるる暴暴力力をを許許ささずず、、心心とと身身体体がが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　健健ややかかにに過過ごごせせるるままちち　　すすみみだだ
　　施施策策のの方方向向（（３３））　　誰誰ももがが安安心心ししてて暮暮ららせせるる環環境境のの整整備備をを進進めめまますす
　　　　課課題題②②　　高高齢齢、、障障害害、、国国籍籍等等にによよるる多多様様なな困困難難をを抱抱ええるる人人がが安安全全・・安安心心にに暮暮ららせせるる

　　　　　　　　　　　　環環境境づづくくりり

安安心心ししてて暮暮ららせせるるままちちのの整整備備促促進進

英語と中国語による外国人相談の実施

めざす効果  性別等にかかわらない人権の尊重
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113399

ク

概要

バリアフリーに関する情
報発信を進め、安全で安
心なまちづくりを目指
す。

数値
目標

・民間施設整備助成金　4件
・墨田区バリアフリーマップ掲載内容の
　更新（適宜実施）

②
実施
状況

男女共同
参画の視
点で工夫
したこと

評価
理由

めざす効果  男女共同の視点による安心安全な生活

④次年度計画

・障害者、高齢者などのハンディキャップを持つ人たちを含めた、全ての方々が安全
　・快適に店舗等を利用できるよう、スロープやエレベーターなどの整備を行う場合
　に、要件を満たす方へその費用の一部を助成する。（民間施設整備助成金）
・鉄道事業者と区内鉄道駅へのホームドアの設置に関する調整を行う。
・墨田区バリアフリーマップの掲載施設の追加及び既掲載施設の情報更新を行う。

所管課 地域福祉課（厚生課）

①事業計画

・障害者、高齢者などのハンディキャップを持つ人たちを含めた、全ての方々が安全
　・快適に店舗等を利用できるよう、スロープやエレベーターなどの整備を行う場合
　に、要件を満たす方へその費用の一部を助成する。（民間施設整備助成金）
・鉄道事業者と区内鉄道駅へのホームドアの設置に関する調整を行う。
・墨田区バリアフリーマップの掲載施設の追加及び既掲載施設におけるトイレの写真
　等の追加を行う。

男女共同参画
の視点に基づ
いた目標

③
　
評
　
価

ｂｂ

・民間施設整備助成金実績　0件
・総武緩行線両国駅ホームドア整備に対する補助金交付
・墨田区バリアフリーマップ新規掲載施設数　94施設

・墨田区ホームページで民間施設整備助成金の案内を行っているが、必要
　書類の詳細や申請から助成までの流れ等がより分かりやすくなるよう公
　開内容を刷新した。
・墨田区バリアフリーマップについて、障害当事者の施設の利便性向上を
　図るため、各施設のバリアフリートイレの写真を追加した。

・民間施設整備助成金の相談はあるものの、助成対象となる事業でないこ
　とから、今後は対象事業の具体例の紹介等による周知が必要である。
・総武緩行線両国駅ホームドア整備の事業調整により、駅利用者の安全性
　の向上に向けて事業が進んでいる。
・障害当事者とのヒアリングで得られた、外出前のバリアフリー情報収集
　の視点を踏まえて、墨田区バリアフリーマップを更新した。

内容 区民が安全で安心して暮らせるよう、区内のバリアフリー化を促進します。

バリアフリー化の促進
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3 2 66.7% 12 2 16.7%

54 51 94.4% 963 289 30.0%

4 3 75.0% 23 6 26.1%

61 56 91.8% 998 297 29.8%

議　　員　　数 30 11 36.7%

（（２２））委委員員会会等等 （令和８年４月１日現在）

（（１１））議議会会 （令和８年４月１日現在）

総　議　員　数 女 性 議 員 数 女性議員の割合

審  議  会  等

合　        　計

全委員数

※区職員のみ、充て職のみで構成する委員会を除く。

女性
委員数

女性委員
を含む委
員会等数

女性委員
を含む委
員会等の

割合

行 政 委 員 会

附  属  機  関

女性委員
の割合

全委員会
等数

１ 政策方針決定への女性の参画状況

16.7 

8.3 

16.7 

25.0 

16.7 

30.9 31.8 32.9 31.4 30.0 

2.9 4.5 

21.7 

26.1 26.1 28.1 29.8 
32.5 

31.2 29.8 

0

5

10

15

20

25

30

35

令令和和４４ 令令和和５５ 令令和和６６ 令令和和７７ 令令和和８８ 年年度度

委委員員のの女女性性割割合合推推移移

行政委員会

附属機関

審議会

全体

（％
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（令和８年４月１日現在）

事務系 福祉系 一般技術系 医療技術系 技能系 教育関係 全職員数

全　体 73 3 20 2 3 101

女　性 8 1 1 1 3 14

女性の割合 11.0% 33.3% 5.0% 50.0% - 100.0% 13.9%

全　体 321 107 74 21 27 2 552

女　性 106 91 8 17 5 2 229

女性の割合 33.0% 85.0% 10.8% 81.0% 18.5% 100.0% 41.5%

全　体 789 277 94 56 90 12 1,318

女　性 420 262 30 55 8 12 787

女性の割合 53.2% 94.6% 31.9% 98.2% 8.9% 100.0% 59.7%

全　体 1,183 387 188 79 117 17 1,971

女　性 534 354 39 73 13 17 1,030

女性の割合 45.1% 91.5% 20.7% 92.4% 11.1% 100.0% 52.3%

※フルタイム再任用48名を含む。

※幼稚園職員については、園長は管理職、副園長は係長職、主任教諭及び教諭は一般職に計上した。

※統括技能長・技能長・担当技能長は、係長職（技能系）に計上した。

（（３３））職職員員

管理職

係長職

一般職

合　計

57.4 57.9 59.2 60.5 59.7 

37.1 35.9 36.6 35.0
41.5

16.7 16.3 14.4 16.8 13.9 

0

10

20

30

40

50

60

70

令令和和４４ 令令和和５５ 令令和和６６ 令令和和７７ 令令和和８８ 年年度度

職職員員のの女女性性割割合合推推移移

一般

係長

管理職

（％）
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① ２９.８ ％ ３１.２ ％

② 審議会等の数　 （区職員のみ、充て職のみで構成するものを除く）　　　 ６１ 機関 ６１ 機関

③ ２５ 機関 ２７ 機関

④ ２ 機関 ６ 機関

⑤ １０ 機関 １２ 機関

⑥ ３６ 機関 ３４ 機関

基　準　日 委員会数
女性を含む
委員会数

平成２４年４月１日現在 57 48

平成２５年４月１日現在 64 52

平成２６年４月１日現在 65 47

平成２７年４月１日現在 64 53

平成２８年４月１日現在 63 55

平成２９年４月１日現在 63 53

平成３０年４月１日現在 58 49

平成３１年４月１日現在 65 55

令和２年４月１日現在 64 49

令和３年４月１日現在 66 54

令和４年４月１日現在 66 54

令和５年４月１日現在 63 54

令和６年４月１日現在 66 61

令和７年４月１日現在 61 56

令和８年４月１日現在 61 56

※平成２３年度より、区職員のみで構成する審議会等を除く。
※令和６年度より、充て職のみで構成する審議会を除く。

割合

76.6%

84.1%

72.3%

82.8%

81.3%

84.2%

91.8%

92.4%

91.8%

81.8%

85.7%

87.3%

84.6%

81.8%

84.5%

■前年との比較

■令和８年４月１日現在

③の中で女性委員の割合が４０％に達 しているもの

令和８年４月１日現在の女性委員の割合が３０％に達しているもの

④の中で女性委員の割合が５０％に達しているもの

　今　年

審議会等の女性委員の割合　（区職員のみ、充て職のみで構成する
ものを除く）

令和８年４月１日現在の女性委員の割合が３０％に達していないもの

前　年

２ 審議会等における女性委員任用状況
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審審議議会会等等のの女女性性委委員員のの割割合合調調査査結結果果 墨田区（令和８年４月１日現在）

ⅠⅠ　　行行政政委委員員会会　　地地方方自自治治法法第第118800条条のの55にに基基づづくく委委員員会会

名　称 根　拠　法 担当課
委員
総数

女性
委員数

⑤10％未満の場合の
理由

女性
割合

1 教育委員会
地方教育行政の組織及び運
営に関する法律

庶務課 4 1 25.0%

2 選挙管理委員会 地方自治法
選挙管理委員会事
務局 4 1 25.0%

3 監査委員 地方自治法 監査委員事務局 4 0 0.0%

12 2 16.7%

ⅡⅡ　　附附属属機機関関　　　　地地方方自自治治法法第第220022条条のの33（（第第113388条条のの44））にに基基づづくく審審議議会会等等

名　称 根　拠　法 担当課
委員
総数

女性
委員数

⑤10％未満の場合の
理由

女性
割合

1
墨田区区民行政評価
委員会

墨田区区民行政委員会に関
する要綱※

行政経営担当 0 0 令和８年度の開催予定なしのため -

2
墨田区行財政改革推
進会議

墨田区行財政改革推進会議
設置に関する要綱※

行政経営担当 0 0 基準日において、令和８年度委員の委嘱を行っていないため -

3
墨田区指定管理者選
定委員会

墨田区指定管理者選定委員
会に関する要綱※

行政経営担当 21 3 14.3%

4
墨田区基本構想審議
会

墨田区基本構想の策定等に
関する条例

政策担当 0 0 基準日において、令和８年度委員の委嘱を行っていないため -

5
墨田区特別職給料等
及び政務活動費審議
会

墨田区特別職給料等及び政
務活動費審議会条例

総務課 10 1 10.0%

6
墨田区情報公開制度
及び個人情報保護制
度運営審議会

墨田区情報公開制度及び個
人情報保護制度運営審議会
条例

総務課 5 1 20.0%

7
墨田区行政不服審査
会

墨田区行政不服審査会条例 総務課 5 1 20.0%

8
墨田区入札等外部審
査委員会

墨田区入札等外部審査委員
会の組織及び運営に関する
要綱※

契約課 3 1 33.3%

9 墨田区公契約審議会 墨田区公契約条例 契約課 7 1 14.3%

10
墨田区男女共同参画
推進委員会

墨田区女性と男性及び多様
な性の共同参画基本条例

すみだ人権同和・
男女共同参画事務
所

15 8 53.3%

11
墨田区男女共同参画
苦情調整委員会

墨田区女性と男性及び多様
な性の共同参画基本条例

すみだ人権同和・
男女共同参画事務
所

3 1 33.3%

12
すみだ共生社会推進
センター運営委員会

すみだ共生社会推進セン
ター運営委員会設置要綱※

すみだ人権同和・
男女共同参画事務
所

13 9 69.2%

13
墨田区いじめ問題調
査委員会

墨田区いじめ防止対策推進
条例

すみだ人権同和・
男女共同参画事務
所

0 0
教育委員会からの報告を受け、区長が必要と認
める時区長が任命する委員をもって組織する
（実績なし）

-

14
墨田区国民健康保険
運営協議会

国民健康保険法 国保年金課 20 4 20.0%

15
墨田区協治（ガバナ
ンス）まちづくり推
進基金審査会

墨田区協治（ガバナンス）
まちづくり推進基金条例

地域活動推進課 10 3 30.0%

16
墨田区スポーツ計画
推進協議会

墨田区スポーツ計画推進協
議会に関する要綱

スポーツ振興課 12 3 25.0%

17 墨田区産業振興会議
墨田区産業振興会議設置要
綱※

産業振興課 3 0 適任者がいないため 0.0%

18
墨田区優秀技能者選
考委員会

墨田区優秀技能者表彰実施
要綱※

産業振興課 14 3 21.4%

19 民生委員推薦会 民生委員法 地域福祉課 11 4 36.4%

20
墨田区地域福祉計画
推進協議会

墨田区地域福祉計画推進協
議会設置要綱※

地域福祉課 23 8 34.8%

Ⅰ　行政委員会　地方自治法第180条の5に基づく委員会
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名　称 根　拠　法 担当課
委員
総数

女性
委員数

⑤10％未満の場合の
理由

女性
割合

21
墨田区社会福祉法人
設立認可審査委員会

墨田区社会福祉法人設立認
可審査委員会の組織、運営
等に関する要綱※

地域福祉課 7 1 14.3%

22
墨田区災害弔慰金等
支給審査委員会

墨田区災害弔慰金の支給等
に関する条例

地域福祉課 8 3 37.5%

23
墨田区バリアフリー
推進協議会

墨田区バリアフリー推進協
議会設置要綱

地域福祉課 25 4 16.0%

24 墨田区障害者審査会
墨田区障害者審査会の定数
等を定める条例

障害者福祉課 10 1 10.0%

25
墨田区障害者施策推
進協議会

墨田区障害者施策推進協議
会設置要綱※

障害者福祉課 22 12 54.5%

26
墨田区地域自立支援
協議会

墨田区地域自立支援協議会
設置要綱※

障害者福祉課 24 9 37.5%

27
墨田区介護認定審査
会

介護保険法 介護保険課 120 46 38.3%

28
墨田区介護保険事業
運営協議会

墨田区介護保険事業運営協
議会設置要綱※

介護保険課 25 9 36.0%

29
墨田区地域密着型
サービス運営委員会

墨田区地域密着型サービス
運営委員会設置要綱※

介護保険課 10 5 50.0%

30
墨田区地域包括支援
センター運営協議会

墨田区地域包括支援セン
ター事業運営協議会に関す
る要綱※

高齢者福祉課 17 8 47.1%

31
墨田区老人ホーム入
所判定委員会

墨田区老人ホーム入所判定
委員会設置要綱※

高齢者福祉課 8 2 25.0%

32
墨田区特別養護老人
ホーム入所検討委員
会

墨田区特別養護老人ホーム
入所手続要綱※

高齢者福祉課 8 2 25.0%

33
墨田区公害健康被害
認定審査会

公害健康被害の補償等に関
する法律

保健予防課 6 0 医師会等から推薦された委員が全員男性であったため 0.0%

34
墨田区大気汚染障害
者認定審査会

墨田区大気汚染障害者認定
審査会条例

保健予防課 4 0 医師会等から推薦された委員が全員男性であったため 0.0%

35
墨田区公害健康被害
診療報酬審査会

墨田区公害健康被害診療報
酬審査会条例

保健予防課 5 1 20.0%

36
興行場法・旅館業法
及び公衆浴場法運営
協議会

墨田区興行場法・旅館業法
及び公衆浴場法運営協議会
条例

生活衛生課 0 0 委員については今後委嘱予定のため、現在は未定 -

37
墨田区保健衛生協議
会

墨田区保健衛生協議会条例 保健計画課 30 5 16.7%

38 すみだ食育推進会議
すみだ食育推進会議に関す
る要綱※

健康推進課 15 4 26.7%

39
墨田区がん対策推進
会議

墨田区がん対策推進会議に
関する要綱※

健康推進課 13 7 53.8%

40
墨田区感染症診査協
議会

墨田区感染症診査協議会条
例

保健予防課 9 3 33.3%

41
墨田区子ども・子育
て会議

墨田区子ども・子育て会議
条例

子育て支援課 25 17 68.0%

42
墨田区保育園給食調
理業務委託事業者選
定委員会

墨田区保育園給食調理業務
委託事業者選定委員会に関
する要綱※

子ども施設課 8 6 75.0%

43
墨田区要保護児童対
策地域協議会

墨田区要保護児童対策地域
協議会に関する要綱※

子育て支援総合セ
ンター 72 31 43.1%

44 都市計画審議会 墨田区都市計画審議会条例 都市計画課 20 6 30.0%

45
墨田区まちづくり検
討委員会

墨田区まちづくり条例 都市計画課 5 1 20.0%

46 墨田区景観審議会 墨田区景観条例 都市計画課 9 2 22.2%

47 建築審査会 建築基準法 都市計画課 5 1 20.0%
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名　称 根　拠　法 担当課
委員
総数

女性
委員数

⑤10％未満の場合の
理由

女性
割合

48
墨田区地域公共交通
活性化協議会

墨田区地域公共交通活性化
協議会に関する要綱※

都市計画課 37 3
要綱により、検討会構成員を組織の役職で指定
しており、任意に選出等することはできないた
め

8.1%

49 建築紛争調停委員会
墨田区中高層建築に係る紛
争の予防及び調整に関する
条例

建築指導課 4 1 25.0%

50 墨田区防災会議 災害対策基本法 防災課 49 5 10.2%

51
墨田区生活安全推進
協議会

墨田区安全で安心なまちづ
くり推進条例

安全支援課 31 4 12.9%

52
墨田区国民保護協議
会

武力攻撃事態等における国
民の保護のための措置に関
する法律

安全支援課 49 5 10.2%

53
墨田区老朽建物等審
議会

墨田区老朽建物等の適正管
理に関する条例

安全支援課 7 1 14.3%

54
墨田区資源環境審議
会

すみだ環境基本条例 環境政策課 20 6 30.0%

55
墨田区教育委員会の
権限に属する事務の
点検及び評価委員会

墨田区教育委員会の権限に
属する事務の点検・評価実
施要綱※

庶務課 0 0 基準日において、令和８年度委員の委嘱を行っていないため -

56
墨田区学校給食協議
会

墨田区学校給食協議会設置
要綱※

学務課 15 4 26.7%

57
墨田区就学相談委員
会

墨田区就学相談委員会設置
要綱※

教育センター 0 0 基準日において、令和8年度委員の委嘱を行っていないため -

58
墨田区立幼稚園就園
指導委員会

墨田区立幼稚園就園指導委
員設置要綱※

学務課 11 7 63.6%

59
墨田区教育委員会い
じめ問題専門委員会

墨田区いじめ防止対策推進
条例

指導室 7 5 71.4%

60
すみだ学力向上推進
会議

墨田区附属機関の設置に関
する条例

すみだ教育研究所 0 0 基準日において、令和８年度委員の委嘱を行っていないため -

61
墨田区青少年問題協
議会

地方青少年問題協議会法
墨田区青少年問題協議会条
例

地域教育支援課 41 10 24.4%

62 文化財保護審議会 墨田区文化財保護条例 地域教育支援課 7 1 14.3%

63
墨田区図書館運営協
議会

墨田区図書館運営協議会要
綱※

ひきふね図書館 0 0 基準日において、令和８・９年度委員の委嘱を行っていないため -

963 289 30.0%
○根拠法欄に※印のある審議会等は、「墨田区附属機関の設置に関する条例」に基づくもの。

ⅢⅢ　　設設置置要要綱綱ななどどにによよりり、、長長のの私私的的諮諮問問機機関関ととししてて設設置置さされれてていいるる審審議議会会等等（（区区職職員員ののみみでで構構成成すするる委委員員会会等等をを除除くく））

名　称 根　拠　法 担当課
委員
総数

女性
委員数

⑤10％未満の場合の
理由

女性
割合

1
すみだ北斎美術館資
料収集委員会

すみだ北斎美術館資料収集
委員会設置要綱

文化芸術振興課 3 0 適任者がいないため 0.0%

2
すみだ北斎美術館資
料評価員会

すみだ北斎美術館資料評価
員会設置要綱

文化芸術振興課 3 1 33.3%

3 墨田区文化財調査員
墨田区文化財調査員設置要
綱

地域教育支援課 3 2 66.7%

4
明るい選挙推進協議
会

墨田区明るい選挙推進協議
会規約

選挙管理委員会事
務局 14 3 21.4%

23 6 26.1%

998 297 29.8%

　Ⅲ　設置要綱などにより、長の私的諮問機関として設置されて
　　いる審議会等

　Ⅱ　附属機関　　地方自治法第202条の3（第138条の4）に基づく
　　　　　　　　審議会等

Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ(都の報告値)
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《《参参考考》》　　設設置置要要綱綱ななどどにによよりり、、長長のの私私的的諮諮問問機機関関ととししてて設設置置さされれてていいるる審審議議会会等等（（区区職職員員ののみみでで構構成成すするる委委員員会会等等））

名　称 根　拠　法 担当課
委員
総数

女性
委員数

⑤10％未満の場合の
理由

女性
割合

1
墨田区行政情報化推
進本部

墨田区行政情報化推進本部
設置要綱

IＣＴ推進担当 30 1 委員の構成は役職によって決まっているため 3.3%

2
墨田区指名業者選定
委員会

墨田区指名業者選定委員会
設置要綱

契約課 11 1 委員の構成は役職によって決まっているため 9.1%

3
墨田区物品及び業者
選定委員会

墨田区物品及び業者選定委
員会設置要綱

契約課 6 0 委員の構成は役職によって決まっているため 0.0%

4
墨田区財産価格審議
会

墨田区財産価格審議会要綱 財産管理課 10 1 10.0%

5
墨田区公有財産管理
運用委員会

墨田区公有財産管理運用委
員会要綱

財産管理課 10 1 10.0%

6
墨田区公金運用管理
委員会

墨田区公金運用管理委員会
設置要綱

会計管理担当 5 0 委員の構成は役職によって決まっているため 0.0%

7
墨田区環境基本条例
推進本部

墨田区環境基本条例推進本
部設置要綱

環境政策課 30 1 委員の構成は役職によって決まっているため 3.3%

《《参参考考》》　　設設置置要要綱綱ななどどにによよりり、、長長のの私私的的諮諮問問機機関関ととししてて設設置置さされれてていいるる審審議議会会等等（（充充てて職職ののみみでで構構成成すするる委委員員会会等等））

名　称 根　拠　法 担当課
委員
総数

女性
委員数

⑤10％未満の場合の
理由

女性
割合

1
墨田区放置自転車対
策協議会

墨田区放置自転車対策協議
会設置要綱

土木管理課 15 0
要綱により、協議会構成員を組織または組織の
役職で指定しており、任意に選出等することは
できないため

0.0%

2
墨田区交通安全対策
協議会

墨田区交通安全対策協議会
設置要綱

土木管理課 28 1
要綱により、協議会構成員を組織の役職で指定
しており、任意に選出等することはできないた
め

3.6%

※　女性割合は、小数点第2位を四捨五入している
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凡例

【【墨墨田田区区男男女女共共同同参参画画推推進進委委員員会会にによよるる評評価価】】

大大ききかかっったた ＳＳ

ああっったた ＡＡ

少少ししああっったた ＢＢ

ななかかっったた ＣＣ

 ◆第４章◆

「墨⽥区男⼥共同参画推進委員会評価」

基基本本目目標標にに対対ししてて
効効果果がが
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〇〇　　評評価価基基準準　　基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが、、ＳＳ大大ききかかっったた、、ＡＡああっったた、、ＢＢ少少ししああっったた、、ＣＣななかかっったた

ＡＡ

評評価価理理由由等等

ＡＡ ああっったた

　課題①の「固定的な性別役割分担意識の解消」につい
ての所管課評価は、「s」が2事業、「a」が4事業であり、前
年度に比較して「s」が1事業減、「a」が1事業増であるが、
めざす効果【ア】の「家庭・地域における男女共同参画の
高揚」に向けての積極的な活動が展開されているため、
第三者評価を「A」（効果があった）とした。
　一方で、SNS（区公式X・フェイスブック・LINE）を活用し
て男女共同参画に関する情報発信を行っていることは、
現在の情報社会において評価すべき取り組みであり、今
後もこうしたSNSによる情報発信をさらに充実させていく
ことを期待する。

ＡＡ ああっったた

　課題②の「家庭・学校・地域における男女平等教育・学
習の充実」についての所管課評価は、前年度と同様に4
事業すべてが「a」であり、めざす効果【ウ】の「性別等に
かかわらない人権の尊重」を目標にした、教材、進路指
導、協議会・研究会、意識啓発といったさまざまな取り組
みにより、積極的に男女共同参画に関する情報発信を
行ったことで、一定の効果が認められるため、第三者評
価を「A」（効果があった）とした。
　今後も、性別にかかわらず、一人一人の個性や能力が
十分に発揮することができるよう、行政の立場から継続
的な支援の取り組みを展開してもらいたい。

基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが 評評価価理理由由等等

基 本 目 標 １ 人権と多様性が尊重されるまち すみだ

施策の方向（１） 男男女女共共同同参参画画意意識識をを高高めめまますす

●●　　施施策策のの方方向向

②家庭・学校・地域
における男女平等
教育・学習の充実

[事業番号10～19*]
(P.15～P.16）

ああっったた

　基本目標1の施策の方向（1）については、めざす効果【ア】の「家庭・地域
における男女共同参画の高揚」と、【ウ】の「性別等にかかわらない人権の
尊重」を目標に、区報・区のホームページ・SNSや啓発講座・CATV・情報誌
「すみなか」等を通じて、積極的に男女共同参画に関する情報発信を行って
いること、および所管課評価についても「s」が2事業で、「a」が8事業であるこ
とをふまえて、第三者評価を「A」（効果があった）とした。今後も、上記のよう
なさまざまな媒体を活用することにより、男女共同参画に関するさらなる情
報発信の充実を期待する。

●●　　課課題題別別評評価価

課課題題 基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが

①固定的な性別役
割分担意識の解消
[事業番号1～9*]

（P.11～P.14）
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〇〇　　評評価価基基準準　　基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが、、ＳＳ大大ききかかっったた、、ＡＡああっったた、、ＢＢ少少ししああっったた、、ＣＣななかかっったた

ＳＳ

評評価価理理由由等等

ＳＳ 大大ききかかっったた

　区報へのコラム記事掲載と特集号、区ホームページに
「人権感覚」冊子作成と活用、啓発講演会の開催など、
区民の意識啓発に向けた企画は充実していた。また、区
職員への周知と適切な対応により、区職員内の差別事
象の発生を抑止する組織風土の醸造が観察された。

ＳＳ 大大ききかかっったた

　人権感覚冊子・パンフをはたちの集いや中学卒業式で
の多数の配布、墨田区民の集会時での多様な性のあり
方の理解に関する積極的な啓発活動により、多数の区
民へ直接、情報が提供された。区職員向けに性自認、多
様な性的志向の尊重についての研修活動が定例的に
実施され、また委託事業「にじいろカフェ」での当事者関
係者の交流会など多面的な企画活動の成果は評価す
る。

ＡＡ ああっったた

　性的指向、性自認に関する専門家による「すみだにじ
いろ相談」の周知と利用のしやすさを配慮した活動の工
夫により、徐々に利用者数が増加しつつある。また、
パートナーシップ宣誓制度についても、事実婚関係者も
含めた宣誓制度利用者が増加している。同制度活用に
関連する調査の情報整理による、直接的資料の活用が
期待される。

基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが 評評価価理理由由等等

基 本 目 標 １ 人権と多様性が尊重されるまち すみだ

施策の方向（２）
多多様様なな性性をを理理解解しし、、人人権権をを尊尊重重すするる
社社会会づづくくりりをを進進めめまますす

●●　　施施策策のの方方向向

②多様な性の理解
促進

[事業番号30～32]
(P.19～P.20）

③性的マイノリティ
への支援

[事業番号33～37*]
(P.21）

大大ききかかっったた

　人権尊重意識の啓発と情報発信にかかる事業、および定例的な機会の
活用により、区民と関係者が同情報に接触する頻度が拡充した。また、多
様な性の理解啓発についての地道な活動は、多世代の区民、区職員・関係
団体など多側面からの啓発活動が検討され、また直接的な支援に繋がり
評価する。

●●　　課課題題別別評評価価

課課題題 基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが

①人権尊重意識の
啓発と適切な情報

発信
[事業番号20～29*]

（P.17～P.18）
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〇〇　　評評価価基基準準　　基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが、、ＳＳ大大ききかかっったた、、ＡＡああっったた、、ＢＢ少少ししああっったた、、ＣＣななかかっったた

ＡＡ

評評価価理理由由等等

ＳＳ 大大ききかかっったた

　事業計画と数値目標も達成しており、今年度、新たに
開設した新たに開設した交流拠点や活動団体もあること
から、効果はあったと評価する。[事業38]
　目標数値のイベント参加延べ人数には達しなかった
が、定年後の社会貢献意識向上は寄与していると考え
られる。ただ男性参加者割合が15.6％ということから、今
後はイベント開催だけでなく男性の地域活動参加しやす
い仕組みづくりを期待したい。[事業41]
　事業計画より活動は減少しているが、男女区別なく現
役リタイヤ後の社会貢献活動意識を養っていることか
ら、必要な事業と評価する。[事業42]
　個別課題評価としては「S大きかった」と評価する。

ＡＡ ああっったた

　防災課の女性職員や女性防災士が増えたことにより、
避難所運営に女性の視点を積極的に取り入れているこ
とから、効果はあったと評価する。しかし、今年度は2人
の増加であることや、各部会の部長は全員男性とのこと
なので、今後女性の部会長の起用をお願いしたい。[事
業43]
　災害時の男女の役割を男女共同参画の視点を取り入
れていることから効果はあったと評価する。ただし、せっ
かく意義のある講座内容でも年2回計35名の参加者で区
民への意識啓発とは言えないのではないか。区の公式
YouTube等でのアーカイブ配信などを考えていただきた
い。[事業45]
　個別課題評価としては「Ａあった」と評価する。

基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが 評評価価理理由由等等

基 本 目 標 １ 人権と多様性が尊重されるまち すみだ

施策の方向（３） 男男女女共共同同参参画画のの視視点点でで地地域域力力をを高高めめまますす

●●　　施施策策のの方方向向

②防災・防犯におけ
る男女共同参画の

推進
[事業番号43～45]

(P.24）

ああっったた

　課題①「地域における男女共同参画意識の啓発」については、それぞれ
事業計画に基づいた活動が開催され、数値目標をクリアしており、今後の
事業継続の必要性もあるため（[事業38]小地域福祉活動、[事業41]定年後
の社会貢献意識の向上、[事業42]男性の社会貢献意識の向上）、効果は
「S大きかった」と評価する。
　課題②「防災・防犯講座等の実施や避難所運営体制の構築」の2事業に
ついては、男女共同参画の視点が取り込まれており「Aあった」と評価する。
　本施策の方向において、評価対象となる5事業に対する効果は「Aあった」
と評価する。

●●　　課課題題別別評評価価

課課題題 基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが

①地域における男
女共同参画の推進
[事業番号38～42]

（P.22～P.23）
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〇〇　　評評価価基基準準　　基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが、、ＳＳ大大ききかかっったた、、ＡＡああっったた、、ＢＢ少少ししああっったた、、ＣＣななかかっったた

ＡＡ

評評価価理理由由等等

ＡＡ ああっったた

　父親の育児支援講習については、事業実施目標より
少なかったが参加数は変わらず、活動実績については
評価に値する。次年度は土曜日のみ開催として平日廃
止の影響は不明であるが、対象を経産婦に拡充するな
ど効果が期待される。［事業47］
　男性の子育て支援講座は参加数が増加し、周知方法
等を変えたのか今後も継続開催を期待する。［事業48］
　妊娠初期の面談による専門的助産支援は約2,500名と
多数で変化はないが、妊娠届出数における実施率の把
握が期待される。中東情勢の悪化や物価上昇もあり、育
児パッケージの増額は予算が増えるが継続を希望す
る。［事業番号49］
　公立学童クラブ3施設新設による拡充目標は評価に値
し、待機児童ゼロ名の実績を期待する。［事業50］
　家庭の緊急時一時保育は利用件数目標は未達である
が、相談案件すべてに支援対応できたことは評価する。
［事業51］

ＡＡ ああっったた

　男性による介護や認知症家族支援教室については多
数回の開催と参加者があり、そのうち男性の参加率は
約30％と少ない傾向が続くが、概ね予定した事業内容・
回数を達成するなど継続開催に意味があり高く評価す
る。［事業59］
　緊急一次介護など介護をする方への生活の一助とな
る事業、介護費用の助成等継続支援の拡充を期待す
る。［事業60］
　高齢者の介護相談案件は多数寄せられているので、
引き続き寄り添った活動を期待する。［事業62］

ＡＡ ああっったた

　区民、事業者向けのライフワークバランスに関するセミ
ナーが計画どおり実施できた。今期はアドバイザー派遣
事業がなくなった分、セミナー回数を増やして実施し、啓
発テーマを拡充したことは評価する。［事業66］
　本年度アドバイザー派遣実績がなく、本派遣事業は廃
止し冊子作成配布等に事業変更をしたが、要望があっ
た時は派遣できる体制整備は継続が期待される。［事業
68］

基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが 評評価価理理由由等等

基 本 目 標 ２ 性別等にかかわらず誰もが輝き、ともに活躍できるまち すみだ

施策の方向（１）
ワワーークク・・ラライイフフ・・ババラランンスス（（仕仕事事とと生生活活のの調調和和））をを
推推進進ししまますす　　　　　　　　【【女女性性活活躍躍推推進進計計画画】】

●●　　施施策策のの方方向向

②誰もが共に担う介
護（介助）への

支援
[事業番号59～65*]

(P.29～P.30）

③ワーク・ライフ・バ
ランス（仕事と生活

の調和）の推進
[事業番号66～70*]

(P.31～P.32）

ああっったた

　本政策の方向において、評価対象となる10事業に対して所管課評価は「a:
予定した効果を発揮した」が9事業、「b:課題が残る」が1事業で、私も同評価
であった。この基本目標・課題は実績の数字を評価するのでなく、いかに継
続できるかを考えた評価をする内容であるので、引き続き、さらなる区民・
事業者に寄り添った活動をすることに期待する。

●●　　課課題題別別評評価価

課課題題 基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが

①誰もが共に担う子
育てへの支援

[事業番号47～58*]
（P.25～P.28）
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〇〇　　評評価価基基準準　　基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが、、ＳＳ大大ききかかっったた、、ＡＡああっったた、、ＢＢ少少ししああっったた、、ＣＣななかかっったた

ＢＢ

評評価価理理由由等等

ＡＡ ああっったた

　各事業とも現場の取組みは着実に実施されていること
を評価する。
　キャリアアップ研修は目標を上回り参加者も増加[事業
72]、保育コンシェルジュも相談件数が前年度比約18%増
[事業74]と、活動面の実績は評価できる。一方で、女性
の活躍推進という基本目標に照らすと、成果がもう少し
見えやすくなるとよい。
　研修が女性の受験・昇任にどうつながったかが示され
ると効果が明確になり[事業71・72]、満足度が5年に1度
の調査によるため各年度の状況が不明である[事業
74]。
　着実な取組みは評価しつつ、次期に向けては、女性の
昇任試験の受験勧奨につながる施策を目標に据えるこ
と[事業71・72]、毎年度の効果測定が可能な目標値に見
直すこと[事業74]など、成果を測れる指標への工夫が期
待される。

ＢＢ 少少ししああっったた

　就労に関する意識啓発は、参加者10名と少人数ながら
満足度が高く、丁寧な運営がうかがえる。ただし数値目
標が「前回参加者数以上」とされ、前年参加者数より基
準が下がっているため、達成の評価がしづらい面があ
る。目標の置き方を見直すとともに、参加者を広げる周
知・集客の工夫が望まれる。[事業84]
　就職相談コーナーは、就職者数が目標30名に対し26
名と未達で、利用者・就職者数とも減少傾向にある。減
少理由として労働市場の好転や相談機関の多様化と
いった外部要因が示され、状況としては理解できる。一
方で、こうした環境変化を踏まえた利用促進や女性の就
労支援の工夫が、次年度に向けて期待される。[事業86]
　両事業とも丁寧に取り組まれている様子がうかがえる
が、成果面での課題が残る。

基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが 評評価価理理由由等等

基 本 目 標 ２ 性別等にかかわらず誰もが輝き、ともに活躍できるまち すみだ

施策の方向（２）
性性別別等等ににかかかかわわららずず誰誰ももががいいききいいききとと働働けけるるよようう
支支援援ししまますす　　　　　　　　【【女女性性活活躍躍推推進進計計画画】】

●●　　施施策策のの方方向向

②就業における男
女共同参画の推進
[事業番号82*～86]

(P.35）

少少ししああっったた

   評価対象の5事業は、所管課評価はいずれも「a」評価であった。
   区職員向けの取組は、キャリアアップ研修等が継続実施され参加者も増
加している一方、女性管理職の割合は目標22%に届かず、昇任試験の女性
受験者数も伸び悩んでおり、受験・昇任の促進につながる目標設定や施策
の工夫が望まれる。
   区民向けの取組は、相談件数の増加や高い満足度など区民ニーズに応
える成果がみられた一方、満足度を毎年度把握しづらい事業や利用者数
が減少傾向の事業もあり、成果を測れる目標設定と利用促進の工夫を図り
区民サービスの向上に繋げてほしい。
  各事業とも着実に取り組まれている一方、数値目標と成果の結びつきをも
う少し見えやすくできると、効果がさらに伝わりやすくなる。こうした点も踏ま
えて評価を行った。

●●　　課課題題別別評評価価

課課題題 基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが

①働く場での女性
の活躍推進

[事業番号71～81*]
（P.33～P34）
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〇〇　　評評価価基基準準　　基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが、、ＳＳ大大ききかかっったた、、ＡＡああっったた、、ＢＢ少少ししああっったた、、ＣＣななかかっったた

ＢＢ

評評価価理理由由等等

ＢＢ 少少ししああっったた

　上記のように、前年度（令和6年度）は各種審議会・委
員会への女性委員任用比率が2.7ポイント上昇して、よう
やく30%を上回り（32.5%）、新たな目標の40%に向けて第
一歩を踏み出したにもかかわらず、令和7年度は逆に
31.2%へと1.3ポイントも減少してしまったが、それでも何と
か30%の水準は維持したことをふまえ、第三者評価を「B」
とした。しかしながら、新たな目標は40%に設定されてい
るので、それに向けて、関係部署に対する女性登用の働
きかけのみならず、従来の「あて職」や「定員」の見直し、
さらには「公募制」の導入を検討してもらいたい。
　その一方で、数値目標を「令和10年度までに審議会等
の委員割合が男女ともに40%以上」のみならず、「少なく
とも昨年度の女性委員引用状況が30%を下回らない」と
しているのは非常に消極的と言わざるを得ず、来年度は
「少なくとも33%を下回らない」くらいの数値目標を設定す
べきであろう。

①意思決定過程へ
の女性の参画促進
[事業番号87～89*]

（P.36）

基 本 目 標 ２ 性別等にかかわらず誰もが輝き、ともに活躍できるまち すみだ

施策の方向（３）
意意思思決決定定過過程程へへのの女女性性のの参参画画をを進進めめまますす
【【女女性性活活躍躍推推進進計計画画】】

●●　　施施策策のの方方向向

基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが 評評価価理理由由等等

少少ししああっったた

　基本目標2の施策の方向（３）は、課題①「審議会等への女性委員の任用
促進と公募制の拡大」のみであり、この課題に関する所管課評価は「a」であ
るが、各種審議会・委員会への女性委員任用比率が前年度比△1.3ポイン
トの31.2%へと減少したことをふまえ、第三者評価を「B」とした。
　墨田区ではこれまで長い間、各種審議会・委員会の女性委員の割合を
30%にするという目標をめざしてきたが、なかなか30%の水準を達成すること
ができず、ようやく前年度に30%を大きく上回った（32.5%）にもかかわらず、
令和7年度は逆に減少に転じてしまったことは非常に残念であり、来年度以
降は新たな目標の40%の早期実現に向けて、積極的な女性登用の呼びか
けを行ってもらいたい。

●●　　課課題題別別評評価価

課課題題 基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが
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〇〇　　評評価価基基準準　　基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが、、ＳＳ大大ききかかっったた、、ＡＡああっったた、、ＢＢ少少ししああっったた、、ＣＣななかかっったた

ＳＳ

評評価価理理由由等等

ＳＳ 大大ききかかっったた

　思春期を迎える児童・生徒に対してDVが重大な人権侵害
であることについて理解を図ることは重要である。数値目標
である区立中学校4校での出前講座を実施したことを評価
する。今後も着実に出前講座の実施回数を重ねることを期
待する。[事業90］
　相談者が困ったときに相談し、支援を受けられる受皿を用
意することが重要である。相応の件数の相談及び支援を実
施していることを評価する。デジタルDVなど社会状況に応じ
た相談にも適切に対応できるように担当者の研修等を工夫
してもらいたい。また、他機関との連携を緊密に行い、支援
の漏れを少なくするように努めていただきたい。[事業91、
94、95］
　配暴センターが開設され、DV相談専用ダイヤルが開設さ
れた。潜在化・長期化しやすいDVを防止するためのハブと
なるように、配暴センターの役割・機能の充実を期待する。
［事業98］

ＡＡ ああっったた

　若年層への啓発は重要である。啓発ステッカーにデジタル
DV（「スマホをチェックされる」）が記載されていることは評価
できる。GWや夏休み等、時宜に応じて周知することは有効
な方法だと思われる。［事業101］
　教育現場におけるハラスメント防止を徹底するためには、
研修の実施は重要である。新規採用後、一定期間毎に研修
を受ける体制を検討してもらいたい。［事業104］
　相談件数は多くなくとも、窓口を整えることに意義がある。
顕在化しない暗数を少しでも多く拾い上げられるように、相
談窓口の周知に一層努めていただきたい。［事業106］
　相当の件数の相談に対応した。深刻な事案を見逃さない
ように、担当者のさらなる研鑽（さん）と他機関との連携強化
に努めてもらいたい。［事業107］

基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが 評評価価理理由由等等

基 本 目 標 ３ あらゆる暴力を許さず、心と身体が健やかに過ごせるまち すみだ

施策の方向（１）
ああららゆゆるる暴暴力力のの根根絶絶ののたためめのの施施策策をを進進めめまますす
【【ＤＤＶＶ防防止止基基本本計計画画】】

●●　　施施策策のの方方向向

②男女共同参画
社会を阻害する
あらゆる暴力の

根絶
[事業番号
101～112*]

（P.41～P.43）

大大ききかかっったた

　本施策の方向において評価対象となる9事業に対する10の所管課による
評価は「s」（2件）・「a」（8件）だった。
　もっとも、各種啓発活動を継続的に実施していることは率直に評価すべき
である。今後は配布物の二次元コードからの着地数の測定や、実施会場で
の簡易ヒアリングなど、実現可能な方法で啓発活動の効果測定も試みてほ
しい。また、相談・支援体制の構築も、件数の増減にかかわらず、多様な相
談窓口を整え、個々の相談に対し迅速に支援を実施することに意義があ
る。以上に加え、本年度は、配偶者暴力相談支援センター（「配暴セン
ター」）開設という大きな制度的進展があったため、施策の方向全体としては
大きな効果があったと判断してS評価とした。
　近時のDV防止法改正の趣旨も踏まえ、今後は、あらゆる態様の暴力や虐
待、特に児童虐待を伴うなど複数機関にまたがり見逃されやすい事案を見
逃さないように、配暴センターを中核として、関係機関が相互に「必要な情
報を、必要な範囲で、迅速に」共有できる体制の構築に努めていただきた
い。次年度評価にあたっては、その取組状況について具体的に報告してい
ただくことを期待する。

●●　　課課題題別別評評価価
課課題題 基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが

①配偶者等から
の暴力（ＤＶ）の
防止・早期発見・

被害者支援
[事業番号
90～100*]

（P.37～P.40）

68



〇〇　　評評価価基基準準　　基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが、、ＳＳ大大ききかかっったた、、ＡＡああっったた、、ＢＢ少少ししああっったた、、ＣＣななかかっったた

ＳＳ

評評価価理理由由等等

ＳＳ 大大ききかかっったた

　広報を活用100%しており［事業113］、思春期講演のオ
ンデマンド配信視聴数が増加している［事業114］。
　妊産婦の喫煙防止推進がされており［事業115］、将来
の母子の健康支援に、企業との関わりなども期待ができ
る［事業117］。
　がんの早期発見受診者集数が増加している。［事業
119］
　女性のライフステージ別心の健康相談実施は、心の健
康支援につなげることができた。［事業122］
　新しい取り組みである思春期講演会のオンデマンド配
信は視聴回数に一定の効果と今後の可能性がうかがえ
る。［事業114］
　女性の心の健康支援はライフスタイルやライフステー
ジの多様化に伴い、支援もまた多岐にわたる。住みよい
街づくりには大変重要な施策だと思う。今後も引き続き
実施してほしい。［事業122］
　SNSを活用した広報やフィードバックはシニア層（50代
60代）に対して重要であり必要と思われる。引き続きの
活用をお願いしたい。
　以上を踏まえS評価とした。

①生涯を通じた
健康支援
[事業番号
113～122]

（P.44～P.48）

基 本 目 標 ３ あらゆる暴力を許さず、心と身体が健やかに過ごせるまち すみだ

施策の方向（２） 心心とと身身体体をを尊尊重重すするる社社会会づづくくりりをを進進めめまますす

●●　　施施策策のの方方向向

基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが 評評価価理理由由等等

大大ききかかっったた
　昨年と比較すると、実施された施策の内容変更や場所、回数や効果につ
いてライフスタイルの変化に伴い新たな試みを工夫しているのだと大変評
価できる。子育て支援・女性のライフステージ別の心の健康支援は続けて
ほしい。

●●　　課課題題別別評評価価

課課題題 基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが
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〇〇　　評評価価基基準準　　基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが、、ＳＳ大大ききかかっったた、、ＡＡああっったた、、ＢＢ少少ししああっったた、、ＣＣななかかっったた

ＡＡ

ＡＡ ああっったた

　給付件数の増加が望ましい状況とは言えないが、本事
業の必要性は高いと考えられる。パンフレットや手続き
において性別にとらわれない表現に変更したり男女共同
参画の視点にも配慮しており、効果はあったと評価す
る。[事業125]
　受給者数は減少傾向ではあるが、ひとり親家庭の生活
の安定や自立に寄与しており、効果はあったと評価す
る。受給者減少の理由が、近年の物価や賃金・家賃の
上昇だとすると、社会環境に対応した受給限度額の見直
しも必要と考える。[事業126]

ＢＢ 少少ししああっったた

　翻訳アプリなどで対応できる現在、英語と中国語のみ
の相談対応は時代遅れだと思われる。又、数値目標で
年24件(月2件)はあまりにも少なすぎると言わざるを得な
い。時代のニーズに合わない事業は見直しも必要かと思
われる。[事業137]
　介護サービスを提供する事業者に対しての人権研修を
継続することは意義のあることなのであったと評価する。
現在の数値目標のアンケートの満足度60％を見直し、そ
れ以外（例えば、介護事業者へのクレーム件数の減少な
ど）に定めることも必要ではないか。[事業138]
　墨田区バリアフリーマップの更新や助成金手続きの流
れを刷新したりと事業への認知度の向上に努めている。
ただし、目標数値4件のところ実績0なのは事業者が知ら
ないからか、ニーズとマッチしていないのか、どこに問題
があるのか検証が必要と考える。[事業139]

基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが

基 本 目 標 ３ あらゆる暴力を許さず、心と身体が健やかに過ごせるまち すみだ

施策の方向（３） 誰誰ももがが安安心心ししてて暮暮ららせせるる環環境境のの整整備備をを進進めめまますす

●●　　施施策策のの方方向向

②高齢、障害、国籍
等による多様な困
難を抱える人が安
全・安心に暮らせる

環境づくり
[事業番号

133*～147*]
(P.50～P.51）

ああっったた

　課題①「経済的な困難を抱える人への支援」については、事業計画に沿っ
た事業が実施され、年間の実施状況の数値も効果があったものと考えら
れ、「Ａあった」と評価する。
　課題②「高齢、障害、国籍等による多様な困難を抱える人が安全・安心に
暮らせる環境づくり」は、継続して行う事業が多いが、常に新しい環境や社
会的ニーズに対応するように事業を改変することが必要だと判断されるた
め「Ｂ少しあった」と評価する。
　本施策の方向において、評価対象となる6事業に対する総合効果は「A
あった」と評価する。

●●　　課課題題別別評評価価

課課題題 基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが

①経済的な困難を
抱える人への支援

[事業番号
123*～132*]

（P.49）
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基基本本目目標標  １１～～３３   

総総括括評評価価 基基本本目目標標にに対対ししてて効効果果がが AA  ああっったた 

11．．総総括括評評価価：：  

男女共同参画推進委員会は、墨田区男女共同参画推進プランの基本 3 目標、施策 9 方向、18 課題につい

ての所管課による自己評価に基づいて、第三者評価を行い、「計画事業の実施・進捗」と「男女共同参画視点

の充実」、「区民反応の把握」等に関して協議を行った。その結果、各所管課の事業は、第6次推進計画の基本

目標に「効果があり」（A）との総括評価に至った（表参照）。 

 

  

  

  

  

  

  

  

22．．評評価価方方法法：：  

所管課（延べ 61 部署）は、令和７年度全体事業数 153 事業のうち 58 事業(61 件)を評価対象として、各項目

（めざす効果・事業内容・事業計画・男女共同参画の視点に基づいた目標・実施状況・男女共同参画の視点で

の工夫・評価理由・次年度計画）の評価様式を用いて自己評価を行った。推進委員会は、基本目標と課題ごと

に効果と、所管課によるその理由説明について協議し総合評価を行った。   

なお、第6 次プランを踏まえて、所管課評価では主に事業実施計画の進捗に関する評価の視点であり、推進

委員会では、事業実施による基本目標の実現に向けた効果についての段階評価を用いた。 

33．．評評価価結結果果：：  

所管課では、ｓ(予定を上回る効果)4 件（6.6%）、a(予定した効果)55 件（90.2%）、b(課題が残る)2 件（3.2%）であ

り、 a 以上は 96.7%と,概ね昨年同様に事業計画の進捗と実績について自己評価をした。 

推進委員会は、基本３目標の「施策の方向」9 件中、Ｓ（効果大）3 件(33.3%)、A(効果あり)4 件(44.4%)、2 件（効

果少しあり）で、Ａ以上は 7 件（77.8 %）と協議評価に至った。さらに、施策課題別評価対象 18 件中 15 件(83.3%)

で A（効果あり）、または S（効果大）と評価し、所管課自己評価を総合的に支持するものである。 

  

44．．講講評評：：  

所管課実績については上記のように第 6 次プランを踏まえて概ね事業進捗と効果が支持されるものである

が、以下、特にＳ段階とＢ段階評価事業の概要について示した。 

  （1）事業進捗として評価された点について 

1) 人権尊重意識に関する啓発事業については、多様なメディア（区報・ホームページ・SNS 他）を活用した情

報発信により、区民に広く周知された。啓発冊子の発行や区民参加型の意識啓発講座の開催、さらに当事者

の定例的交流会などの啓発活動が実施され、関係者の直接的支援に繋がる事業など人権尊重の社会作りへ

の効果が見られた（目標 1）。 

2）多様な性の理解に向けて、思春期から区民の各年代を対象とした権感覚冊子の配布などの啓発活動や、

区職員向けの定例的な研修会、専門家による当事者相談会などが実施された。令和 5 年度開始の墨田区パ

ートナーシップ宣誓制度に関する事業では、事実婚関係者にも宣誓制度が活用されており、高く評価される

（目標１）。 

ｓ ａ ｂ ｃ Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 総括

1 2244 2 22 0 0 77 3 4 0 0

2 1166 0 15 1 0 66 0 4 2 0

3 2211 2 18 1 0 55 2 2 1 0

計 6611 44 5555 22 00 1188 55 1100 33 00

課題

別評

価数

推進委員会評価部会評価

ＡＡ

所管課自己評価

人権と多様性が尊重されるまち

性別等にかかわらず誰もが輝
き、  ともに活躍できるまち

あらゆる暴力を許さず、心と身体
が健やかに過ごせるまち

基本目標
評価

事業

数

ss 計画どおり実施・予定を上回る効果 SS 効果が大きかった

aa 計画どおり実施・予定した効果 AA 効果があった

bb 課題が残る BB 効果が少しあった

cc 計画どおり未実施 CC 効果がなかった
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3）地域における男女共同参画の推進については、地域ごとの交流拠点等の新規開設があり、定年退職者のイ

ベント参加促進など、男性を含めた定年後の社会活動参加・貢献意識向上への寄与が評価された（目標 1）。 

4）あらゆる暴力の根絶のための施策の推進については、思春期児童・生徒への DV 防止・早期発見・予防に

向けた中学校への出前講座の定期的実施と、「配偶者暴力相談支援センター」の開設による制度的進展が見

られた。ワンストップでの相談対応体制が構築され、潜在化・長期化しやすい DV 予防のハブとしての機能拡

充が期待される。相談者への関連機関と連携した支援など、DV 防止と性別にかかわらず人権が尊重され健や

かに過ごせるまちづくりに効果を認めた点は評価される（目標 1,2,3）。 

5）墨田区施策としてのハラスメント講習の実施や、子育て支援に関する虐待相談の利用実績が延べ 15,000 件

以上と利用者は多く、墨田区の独自性を発揮した事業実績は評価される。（目標 3） 

6）思春期講演会のオンデマンド配信は、視聴回数に一定の効果と拡充がみられた。女性のライフスタイルの多

様化に伴い、ライフステージ別の心と身体の健康支援の要請が予測される。がんの早期発見事業の検診受診

者数の増加、さらに、妊産婦の喫防止促進やリプロダクテイブ・ヘルスの理解に関わる保健センター事業の推

進の取組について、生涯を通じた健康支援としての施策と事業参加者の増加は心と身体を尊重する社会作り

に貢献するものと評価された。 

その他、子育て相談と母子と妊産婦の健康支援など、墨田区在住の妊娠期・周産期・産後の健康管理と保

健衛生に関する知識啓発と支援については利用者が多く、老年期までの心と身体の支援に関する定常的事

業は評価される（目標 1,2,3）。 

7）防災・防犯事業に関して、防災士女性 46 人と増加傾向にあり、避難所運営体制での女性支援者は女性に

必要な固有の備蓄品や避難時状況への対応を取り入れた観点が評価できる。今後、過去の多大な被災経験

を踏まえた墨田区の固有の積極的取組みなど具体的評価内容について記載されたい（目標１）。 

 

（2） 今後、改善が期待される点について 

1)意思決定過程への女性の参画の推進については、各種審議会・委員会の女性委員の割合は一昨年度 2.7

ポイント上昇した（32.5%）。しかし、令和 7 年度は 30%を維持したものの 1.3 ポイント減少など、目標である 40%達

成に向けて改善が期待される。これまでの委員会提起と同様であるが、組織ごとのあて職や新規に女性委員

定員の見直しの他、組織への委員推薦依頼時に墨田区の「意思決定過程への女性の参画推進」の基本方針

の主旨の記載、公募制の導入などを検討され、積極的な女性登用を期待するものである。また、区職員におけ

る女性管理職任用割合（目標率 22%）について、令和７年度実績は 14.3%と目標率に届いていない。意思決定

過程への女性の参画促進にむけて、職場内での意識改革や環境整備などの体制化が引き続き期待される。 

2）高齢、障害、国籍等による多様な困難をかかえる区民の環境づくりについては、墨田区では多様な在住外

国人相談者が来所利用しており、区では相談窓口の合理的配慮のサービスを整備しているものの、翻訳言語

を中国語と英語に限定している。公共施設・公共インフラ利用時に、「音声文字変換翻訳アプリ」を利用したサ

ービスが整備されている社会状況から、言語の種類に制約されない相談事業の実施が期待される。また、利用

者数目標が 24 件と少ない事業規模など、社会状況に応じた事業の見直しが期待される。 

3）墨田区バリアフリーマップの更新や、区内企業等のバリアフリー助成金利用案内の刷新など認知度の向上

に向けた事業推進がされ、民間施設でのバリアフリー設備について事業予算がついているが応募者はなく活

用されていない。民間事業所による利用には助成金の周知に加えて、民間レベルでの設備改修の目標や効

果・意識啓発などの働きかけと、PR などの拡充が期待される。どこに問題があるのか検証が必要といえる。 

4）就業における男女共同参画の推進については、就労に関する意識啓発事業への参加者の満足度は高く、

所管課企画の充実が評価される。しかし参加者が 10 名と少なく、今後、一層の事業の拡充が期待される。 

5）就業における男女共同参画の推進について、就職相談コーナーの設置により女性の就労・再就職など、事

業効果が報告された。しかし、昨年度の就業者実績は目標人数（30 名）に僅かに達せず、労働市場の好転や

相談機関の設置など外部要因が勘案されるものの、環境変化を踏まえた利用促進の支援拡充が期待される。
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6)令和 8 年 4 月 1 日現在、区議会議員における女性議員の割合は、36.7%と 30％をこえているものの、行政委

員会・付属機関・各種審議会の女性委員割合は 29.8%と僅かに減じた。令和 6 年度と比べ、令和 7 年度に委

員会・審議会委員の女性委員割合は増加傾向を示すものの、人口比率からは意思決定過程への女性参画と

活躍に向けた一層の体制づくりが期待される。  

7）所管課事業評価は、当委員会提案のフォーマットに則して記載いただき、具体的な事業目標と実績評価が

示された。しかし、啓発的事業や研修会開催などで定例的計画が組まれている事業の改善に関する量的評価

や進捗は理解が容易ではない。所管課として、男女共同参画の視点での評価段階などを独自に設定して、経

年的な進展を表す工夫を検討いただきたい。 
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○墨田区女性と男性及び多様な性の共同参画基本条例 

平成１７年１２月９日 

条例第５２号 

改正 令和４年９月３０日条例第３４号 

（題名改称） 

目次 

前文 

第１章 総則（第１条―第９条） 

第２章 性別等に起因する差別等の禁止（第１０条） 

第３章 基本的施策（第１１条―第１４条） 

第４章 苦情調整機関（第１５条―第２１条） 

第５章 墨田区男女共同参画推進委員会（第２２条―第２７条） 

第６章 雑則（第２８条） 

付則 

日本国憲法にうたわれている個人の尊重と法の下の平等は、全ての人に保障されている権利であり、その権利の

実現は、私たち墨田区民の共通の願いである。 

墨田区では、地域の特性を踏まえつつ、これまで男女共同参画社会の形成に向けてさまざまな施策を着実に推進

し、性別による差別の解消に努めてきた。 

しかしながら、家庭、職場、学校、地域社会等において性別による固定的な役割分担意識やそれに基づく社会制

度や慣行が、今なお存在するなど、多くの課題が残されており、その解決が求められている。さらに、互いの違い

を理解し認め合うことの重要性が高まる中、性の多様性を尊重し、性的指向や性自認等を理由とする差別や偏見の

解消が求められている。 

また、本格的な少子高齢化の進展、家族形態及び雇用形態の多様化等に適切に対応し、一人一人が輝くまちすみ

だとして発展していくためには、性別を問わずその個性と能力を十分発揮できる機会が確保されることが重要であ

る。 

私たちは、今ある女性と男性の格差解消を目指すとともに、多様な性を尊重し、性別等により差別されることな

く、地域の中で、お互いの人権を尊重し、誰もが共に責任を分かち合う男女共同参画社会を実現することを決意

し、ここに、この条例を制定する。 

（令４条３４・一部改正） 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、男女共同参画社会の形成に関し、基本理念を定め、区、区民、事業者、地域団体及び教育関

係者等の責務を明らかにするとともに、区の施策の基本的事項を定めることにより、男女共同参画社会の形成の

促進に関する施策（以下「男女共同参画施策」という。）を総合的かつ計画的に推進し、もって男女共同参画社

会を実現することを目的とする。 

（令４条３４・一部改正） 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。 

（１） 男女共同参画社会 性別等にかかわらず、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあら

ゆる分野における活動に参画する機会が確保され、もって全ての人が均等に政治的、経済的、社会的及び

文化的利益を享受することができ、かつ、共に責任を担うべき社会をいう。 

（２） 性別等 生物学的な性別、性的指向（どの性別を恋愛感情又は性的な関心若しくは興味の主な対象とす

るかしないかを表すものをいう。以下同じ。）及び性自認（自己の性別についての認識をいう。以下同

じ。）をいう。 

（３） 区民 日本国籍を有するか否かにかかわらず、区内に在住し、在勤し、又は在学する個人をいう。 
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（４） 事業者 区内において事業活動を行う法人その他の団体及び個人をいう。 

（５） 地域団体 区内において活動拠点を有し、地域活動を行う団体をいう。 

（６） 教育関係者等 区内において保育、幼児教育、学校教育、生涯学習その他のあらゆる学習の場に携わる

個人及び法人その他の団体をいう。 

（７） 性別表現 外面に表れる性別についての自己表現をいう。 

（８） セクシュアル・ハラスメント 性的な言動（性的指向又は性自認に関する言動を含む。）が、本人の意

図に関係なく、相手又は周囲の者の尊厳を傷つけ、不利益又は脅威を与えることをいう。 

（９） ハラスメント 前号に掲げるもののほか、他者に対する言動が、本人の意図に関係なく、相手又は周囲

の者の尊厳を傷つけ、不利益又は脅威を与えることをいう。 

（１０） ドメスティック・バイオレンス 配偶者、交際相手等の親密な関係にある者又はあった者に対し、身

体的又は精神的な苦痛を与える暴力的行為をいう。 

（令４条３４・一部改正） 

（基本理念） 

第３条 男女共同参画社会を形成するため、次の各号に掲げる事項を基本理念として定める。 

（１） 全ての人が性別等に起因する差別的な取扱いを受けず、その人権が尊重されること。 

（２） 全ての人の性的指向又は性自認が尊重され、誰からも干渉又は侵害を受けないこと。 

（３） 全ての人が性別等による役割の固定化をもたらす社会制度及び慣行を解消するように努めるとともに、

一人一人がその個性と能力を十分発揮し、自己の意思により社会における多様な活動を選択できること。 

（４） 性別等にかかわらず、全ての人が社会の対等な構成員として、あらゆる分野における活動の方針の立案

及び決定過程に参画する機会が確保されること。 

（５） 結婚、妊娠、出産、育児その他の経験の有無を問わず、個人の自己決定が尊重され、全ての人の生き方

を尊重し合うこと。 

（６） 家庭において、全ての人が対等な構成員として、その人権を尊重し、かつ、協力し合うこと。 

（７） 性別等にかかわらず、全ての人が相互の協力及び社会の支援のもとに、家庭生活及び社会生活、地域活

動等を両立できること。 

（８） 保育、幼児教育、学校教育、生涯学習その他のあらゆる学習の場において男女共同参画社会の形成に向

けた取組がなされること。 

（令４条３４・一部改正） 

（区の責務） 

第４条 区は、基本理念に基づき、男女共同参画施策を策定し、合理的配慮の範囲内において、総合的かつ計画的

に推進しなければならない。 

２ 区は、男女共同参画施策を推進するため、必要な体制を整備するとともに、財政上の措置を講じなければなら

ない。 

３ 区は、男女共同参画施策を推進するに当たり、国及び他の地方公共団体と連携し、協力しなければならない。 

（令４条３４・一部改正） 

（区民の責務） 

第５条 区民は、基本理念に基づき、男女共同参画社会についての理解を深め、社会のあらゆる分野における活動

において、男女共同参画社会の形成を、合理的配慮の範囲内において積極的に推進するよう努めなければならな

い。 

２ 区民は、区が実施する男女共同参画施策に協力するよう努めなければならない。 

（令４条３４・一部改正） 

（事業者の責務） 

第６条 事業者は、基本理念に基づき、男女共同参画社会についての理解を深め、その事業活動に関し、男女共同

参画社会の形成を、合理的配慮の範囲内において積極的に推進するよう努めなければならない。 

２ 事業者は、区が実施する男女共同参画施策に協力するよう努めなければならない。 

（令４条３４・一部改正） 
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（地域団体の責務） 

第７条 地域団体は、基本理念に基づき、男女共同参画社会についての理解を深め、その団体活動に関し、男女共

同参画社会の形成を、合理的配慮の範囲内において積極的に推進するよう努めなければならない。 

２ 地域団体は、区が実施する男女共同参画施策に協力するよう努めなければならない。 

（令４条３４・一部改正） 

（教育関係者等の責務） 

第８条 教育関係者等は、基本理念に基づき、男女共同参画社会についての理解を深め、その教育活動に関し、男

女共同参画社会の形成を、合理的配慮の範囲内において積極的に推進するよう努めなければならない。 

２ 教育関係者等は、区が実施する男女共同参画施策に協力するよう努めなければならない。（令４条３４・追加） 

（区、区民、事業者、地域団体及び教育関係者等の協働） 

第９条 区、区民、事業者、地域団体及び教育関係者等は、協働して男女共同参画社会の形成に努めなければなら

ない。 

（令４条３４・旧第８条繰下・一部改正） 

第２章 性別等に起因する差別等の禁止（令４条３４・改称） 

（性別等に起因する差別等の禁止） 

第１０条 何人も、家庭、職場、学校、地域社会等あらゆる場において、性別等に起因する差別的な取扱い及びそ

の他の人権侵害をしてはならない。 

２ 何人も、あらゆる場において、セクシュアル・ハラスメント若しくは婚姻、妊娠、出産、育児、介護等に起因

するハラスメント（第１３条第６号において「セクシュアル・ハラスメント等」という。）又はドメスティッ

ク・バイオレンスその他の暴力行為をしてはならない。 

３ 何人も、他人の性的指向、性自認等の公表に関して、いかなる場合も、強制し、若しくは禁止し、又は本人の

意に反して公にしてはならない。 

４ 何人も、正当な理由がない限り、他人の性別表現を妨げてはならない。 

（令４条３４・旧第９条繰下・一部改正） 

第３章 基本的施策 

（行動計画の策定） 

第１１条 区長は、男女共同参画施策を総合的かつ計画的に推進するための行動計画（以下「行動計画」という。）

を策定しなければならない。 

２ 区長は、行動計画を策定し、又は変更したときは、速やかにこれを公表しなければならない。 

３ 区長は、行動計画を策定し、又は変更するときは、区民、事業者、地域団体、教育関係者等その他の個人又は

団体の意見を反映できるよう適切な措置を講ずるとともに、第２２条に規定する墨田区男女共同参画推進委員会

の意見を聴かなければならない。 

（令４条３４・旧第１０条繰下・一部改正） 

（年次報告） 

第１２条 区長は、行動計画に基づく施策の実施状況について、年次報告書を作成し、区民に公表しなければなら

ない。 

（令４条３４・旧第１１条繰下） 

（推進施策） 

第１３条 区は、男女共同参画社会の形成を積極的に推進するため、次の各号に掲げる施策を行うものとする。 

（１） 男女共同参画社会の形成に必要な事項の調査研究、普及及び広報に関する施策 

（２） 家庭、職場、学校、地域社会等において性別等による役割の固定化又は差別的な取扱いを受けることに

より、社会活動における選択の自由が制約されることのないよう必要な措置を講ずる施策 

（３） 性別等にかかわらず、全ての人が、人生を共にしたい人と家族として暮らすことを尊重する施策 

（４） 性別等にかかわらず、全ての人が、共に協力し合うことにより、家庭生活及び社会生活、地域活動等を

両立することができるよう必要な支援に関する施策 
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（５） 保育、幼児教育、学校教育、生涯学習その他のあらゆる学習の場における男女共同参画社会の形成への

取組に対する必要な支援に関する施策 

（６） セクシュアル・ハラスメント等及びドメスティック・バイオレンスの防止及びこれらの被害者に対する

支援に関する施策 

（７） 事業者に対する雇用の分野における情報の提供その他の必要な支援に関する施策 

（８） 前各号に掲げるもののほか、男女共同参画社会の形成を促進するために必要な施策 

（令４条３４・旧第１２条繰下・一部改正） 

（拠点施設） 

第１４条 区は、男女共同参画社会の形成に関し、区民、事業者、地域団体、教育関係者等その他の個人又は団体

による活動の支援、相談、情報収集その他の男女共同参画施策の推進を積極的に行う拠点施設を設置するものと

する。 

（令４条３４・旧第１３条繰下・一部改正） 

第４章 苦情調整機関 

（設置） 

第１５条 区長は、次条第１項に掲げる事項について、区民、事業者、地域団体及び教育関係者等（以下「区民

等」という。）からの申出を適切かつ迅速に処理するため、区長の附属機関として墨田区男女共同参画苦情調整

委員会（以下「苦情調整委員会」という。）を設置するものとする。 

（令４条３４・旧第１４条繰下・一部改正） 

（申出の範囲） 

第１６条 区民等が、区長に申し出ることができる事項の範囲は、次の各号に掲げるとおりとする。 

（１） 性別等に起因する差別等、男女共同参画社会の形成を阻害する要因によって人権が侵害されたと認めら

れる事項又は侵害されるおそれがあると認められる事項に関すること。 

（２） 区が実施する男女共同参画施策又は男女共同参画社会の形成に影響を及ぼすと認められる施策に関する

こと。 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号に掲げる事項については、区民等は申出をすることができない。 

（１） 裁判において係争中の事項又は判決等のあった事項 

（２） 法令の規定により、不服申立てを行っている事項又は不服申立てに対する裁決等のあった事項 

（３） 区議会等に請願、陳情等を行っている事項 

（令４条３４・旧第１５条繰下・一部改正） 

（所掌事務等） 

第１７条 区長は、前条第１項に掲げる事項に関する区民等からの申出について、必要があると認めるときは、苦

情調整委員会に、当該申出について諮問をすることができる。 

２ 前項の規定により区長から諮問を受けた苦情調整委員会は、申出に関する調査を行い、調査の結果に関する答

申を決定し、区長に送付するものとする。この場合において、苦情調整委員会は、必要があると認めるときは答

申において助言、指導、是正の要請等必要な措置を講ずるよう区長に意見を述べることができる。 

３ 前項の規定による答申の決定は、苦情調整委員会の委員（以下「苦情調整委員」という。）の合議によるものと

する。 

４ 区長は第２項に規定する答申を受けたときは、当該答申を尊重して、必要な措置を講ずるよう努めるととも

に、調査結果及び講じた措置の内容（以下「調査結果等」という。）を申出人に通知しなければならない。この

場合において、申出が前条第１項第２号に掲げる事項である場合には、区長は当該調査結果等を公表しなければ

ならない。 

（令４条３４・全部改正） 

（定数等） 

第１８条 苦情調整委員の定数は３人以内とし、男女共同参画社会の形成に関し優れた人格識見を有する者のうち

から、区長が委嘱する。 

（令４条３４・一部改正） 
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（兼職の禁止） 

第１９条 苦情調整委員は、衆議院議員若しくは参議院議員、地方公共団体の長若しくは議会の議員、政党その他

の政治団体の役員又は苦情調整委員会の公正な職務の遂行に支障が生ずるおそれがあると区長が認める職を兼ね

ることはできない。 

（委員の任期） 

第２０条 苦情調整委員の任期は２年とする。ただし、苦情調整委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任者の

残任期間とする。 

２ 苦情調整委員は、再任されることができる。 

（令４条３４・一部改正） 

（守秘義務） 

第２１条 苦情調整委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様とする。 

第５章 墨田区男女共同参画推進委員会 

（設置） 

第２２条 男女共同参画施策を推進するため、区長の附属機関として、墨田区男女共同参画推進委員会（以下「推

進委員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２３条 推進委員会は、次の各号に掲げる事務を行うものとする。 

（１） 行動計画の策定又は変更及び男女共同参画社会の形成に関する重要事項について区長の諮問に応じ、調

査し、及び審議し、答申すること。 

（２） 男女共同参画施策の実施状況について調査し、及び審議し、区長に意見を述べること。 

（組織） 

第２４条 推進委員会の委員（以下「推進委員」という。）は、１７人以内とし、男女共同参画社会の形成について

学識経験を有する者、区民、事業者（法人その他の団体にあっては、その代表者）、地域団体の代表者、教育関

係者等その他の個人又は団体の代表者の中から、区長が委嘱する。 

２ 推進委員は、女性及び男性のいずれの性も委員の総数の４割を超えるように努めなければならない。 

（令４条３４・一部改正） 

（委員の任期） 

第２５条 推進委員の任期は２年とする。ただし、推進委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間

とする。 

２ 推進委員は、再任されることができる。 

（関係機関等への協力要請） 

第２６条 推進委員会は、必要に応じて、区民等その他委員以外の者に対し、推進委員会の会議への出席、意見、

説明又は資料の提出その他の必要な協力を求めることができる。 

（部会の設置） 

第２７条 推進委員会に部会を置くことができる。 

第６章 雑則 

（委任） 

第２８条 この条例の施行に関し必要な事項は、墨田区規則で定める。 

付 則 

この条例は、平成１８年４月１日から施行する。ただし、第４章の規定は、平成１８年１０月１日から施行す

る。 

付 則（令和４年９月３０日条例第３４号） 

この条例は、令和５年４月１日から施行する。 
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